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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを改変しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　――『其そ処こは何ど処こか？』

　そう問われて端的に答え得る単語は、未だ人類の言語体系上に存在しない。




「さて諸君――会議を始めよう」




　そも言葉とは共通認識の為の記号である。

　だからこそ……その必要のない存モ在ノに冠されることはない。一生を灼けた砂と岩の世界で終える砂漠の住人に『海』や『雪』といった単語が必要ないのと同じく。あるいは生涯を雪と氷の荒野で過ごす雪原の住人に『干かん魃ばつ』や『草原』の概念が育ち得ないのと同じく。

　語り得ぬものを語る必要はない。知り得ぬものを知る必要もない。

　普通の人間は其処に辿り着くことはできない。存在を知覚することさえもできない。

　故ゆえに人類の圧倒的多数を占める常人にとって、其処は存在しないも同義であり――故に認知し得ぬ其処に名を冠することもできないのだ。

　幾つもの意味でそこは尋常な場所ではなかった。

　それでも尚――敢えて、その場所を既存の言葉によって示そうとするならば、幾つもの単語を並べてその輪郭を描き出す他にない。

　断片的であるのを覚悟で、強いて近い印象の言葉を探すならば――




「第九回――混こん沌とん委員会定時連絡会議を」




　――まず、それは『宇宙』に似てはいた。

『上』がない。『下』がない。

　それどころか『前』もなく『後』もなく『右』もなく『左』もない。

　およそ、それらの概念を決定する際に、拠って立つべき基準の平面がない。辞書的な意味での重力も存在しない。ありとあらゆる方向が、其処では等価でしかなかった。何処を向いても同じことなのだ。区別する意味がそもそもない。

　あって当然のものがない世界。

　そのことに自由を感じるのか不安を感じるか――その一点が、此処にいるべき者か否かを峻しゆん別べつする。優劣ではない。ただ資格があるかないかというだけのこと。

　どれだけ『当然』に拘こう泥でいせずにいられるかということ。

　即ち、自らもこの場に優るとも劣らず、異常で非常で特異な存在であるかということ。

　更に――




「事前に配られた資料には既に目を通して頂いていると思う」




　明るくもない。暗くもない。

　光と闇が共に絡み合って併存している。

　溶け合っているのではない。

　混じり合っているのでもない。

　天界の如き純白と地獄の如き暗黒が、決して混ざらず、複雑な模様を描いて延々と広がっている――まるで色違いの泥をこね回したかのように。

　相反する色彩が隣り合いながら……しかし水と油の如く互いを浸食せずに、縺もつれ合あっているのだ。

　勿論こんな宇宙空間はない。

　常識的にはありえない光景である。

　しかも光と闇が描き出す模様は一つとして同じものはなく、変化が変化を呼んで留まることなく複雑にうねっている。うねり続ける。モノクロームの大理石マーブル模様は巨大な原生動物のように、ゆるゆると動きながら其処の全てを覆い尽くしていた。

　だが――




「〈アバロン計画〉の進行状況について――」




　其処における全てとは、一体どれ程の意味なのか。

　そもそも、どれだけの広さがあるのかすら判然としない場所である。眼に見える白と黒の模様にしても、それがすぐ側にあるのか――それとも遙か彼方にあるのかも、わからない。比較対象となるものがないので、人間の視覚では距離感がつかめないのだ。刻々と変化を続ける光と影は、ありとあらゆる形を含むと同時にありとあらゆる形を拒み――それ故に、見る者の感覚に取っ掛かりを一切与えない。

　普通の感覚の人間ならば、精神失調すら起こしかねない景観であった。

　方向がない。明暗もない。限界もない。

　一切の確たるものがない世界。

　唯一の例外は――




「第一期の資材及び人材の手配は終了した。明日にも全てが揃うはずだ」




　巨大な球体。

　上下左右すらも定まらぬこの場所において……それは最も相応ふさわしい形状だと言えるだろう。まるで宇宙空間に浮かぶ天体の如く、球体は緩やかに回転しながら存在していた。

　この非常識な世界において、常識的な単位を適用することにどれ程の意味があるのかはわからないが……その球体は、大きさにすれば直径十メートル余りだろうか。

　そしてその周囲。

　球面に寄り添うようにして、衛星の如くあちらこちらに散在する人影――のようなもの――が見受けられた。

　断言を憚るのには、勿論だが理由がある。

　四し肢しがある。

　胴体がある。

　首がある。

　しかも揃いの椅子に同じく腰掛けてはいる。

　だが――それらは果たして本当に人間か。

　人間と呼び難い要素を、その姿に備えてはいないか……？




「多少の誤差は勿論生じているが――これは想定の範囲内だ。基本的に実験準備段階プレステージは順調に終了したと私は考えている。故に各おの々おの方がたに異論がなければ本会議の終了を以もつて実験の第一段階ファーストステージに移行したいと思うが」

「――寒さ河が江み教授」




　例えば――片手を挙げるその人物。

　小柄で可愛らしい少女だ。

　だが、それだけでは表現として足りない。まったく足りない。

　その姿は単に『少女』という言葉が網もう羅らし得る領域を、明らかに逸脱していた。

　血のような真紅を湛える瞳や髪の色はまだしも――その背後に浮かぶ『羽』は、一体何なのか。ある種の紋章のように複雑な形状をしたそれは、彼女の座る椅子の背を幻のように貫通しながらも、確かな光量を放って明確に存在を主張していた。




「順調と呼ぶのは些いささか無理がないか？　決して万全の準備が成されたとは言い難いぞ」

「〈紅の殲滅姫クリムゾン・アニヒレイタ〉の意見通り――確かに泥縄に過ぎた感はあるね。アジャスタントのことにしても。早々に元〈学園〉関係者と元〈連盟〉関係者の軋あつ轢れきを解消する意味もあったんだろうけどさ」




　例えば――腕を組みながら応じるその異形。

　腕がある。脚がある。首がある。胴がある。

　その点だけを見れば人の形との共通点は多い。

　だが……

　翼がある。角がある。鱗うろこがある。牙がある。

　そして何よりも首が異様に長い。

　何処かのんびりした口調とは裏腹に、どこまでも威い嚇かく的てきなその姿は――一見した大きさこそ三メートル強とささやかながらも、神話や伝説に謳うたわれる最強の魔獣、爬は虫ちゆう類るいを越えた爬虫類、即ち『竜』ではないのか。

　人間とは、形態からして明らかに外れた異形の存在が、人間向けと思しき椅子に行儀良く座るその姿は、明らかにちぐはぐで――一種、滑こつ稽けいな雰囲気すら醸し出していた。




「学園都市島の設備はさておき――ある意味でアジャスタントは〈アバロン計画〉の中核でしょ？　僕としてはそれが寄せ集めであることには若干の不安を覚えるけれど」

「〈逆らうものレベリオン〉――貴方あなたの危き惧ぐももっともですが」




　例えば――穏やかに苦笑する白衣の美女。

　彼女の場合、正面から見る限りにおいて、異様な点は見あたらない。

　余計なものは何もない。欠損している部位があるでもない。輪郭が歪ゆがんでいる訳でもなければ、局所的に肥大化している訳でも、矮わい小しよう化かしている訳でもない。外見的な異常性は皆無だった。

　慈母を思わせる柔らかな微笑みが、よく似合う優美な女性だ。

　だが――それはあくまで真正面に相対している場合に限る。

　ほんの僅わずかでも視点をずらせば、誰もが気付くだろう。

　彼女には厚みがない。

　まるで絵画のように――真横に回り込めば、彼女の美び貌ぼうは毛髪よりも細い直線の中に閉じこめられてしまうのだ。二次元の美女。それは単なる映像のようにも見えるが……しかしその周りには一切の装置類が見あたらない。

　まるで元より実体はないのだとでも言うかのように――




「多様性は必要です。限られた条件の中での実験は、千変万化する現実に対応しきれません。敢えて混沌たる様相を望むなら、むしろ恣し意いなくしてかき集められた集団の方が、多様性を確保できると私は考えます」

「僕達のように――かい？　〈仮想聖女アニマ〉」

「はい。まさしく我々〈混沌委員会〉の名に相応しく」

「何にせよ――」




　勿論……異様な姿形の者達ばかりではない。

　例えば今発言している青年のように、何処からどう見ても普通の人間としか見えない参加者もこの円卓――いや『球卓』にはいる。

　年齢は二十歳位だろうか。

　眼鏡を掛けた、涼やかな印象の人物である。

　容姿としては、何処にでもいそうな平凡極まりない青年。

　ただし身に帯びるのは、見るからに異国風の貫頭衣だ。

　しかも――その背後には、何やら巨大な影のようなものが揺らめいている。青年の身に繋がりながらも、彼の姿形とは明らかに異なる影が――人型でありながらも、幾つもの威嚇的な突起を備えた、何かの黒い人ならざるものの輪郭が。




「極言すれば、世界の行く末を占う実験である訳でしょう。泥縄であることは仕方がないとしても、経過に関しては慎重に見ておく必要があると思いますよ。自覚的にね」

「〈偶像破壊者イコノクラスト〉は慎重派だねっ」

「君ほど楽観的にはなれないよ。俺はね。ああ――いや、〈性悪巫女フオクシイ・パイセネス〉、君を別に馬鹿にしている訳ではないからね、念の為」

「うん。大丈夫大丈夫」




　総計――十三名。

　それがこの球卓についている者達の数だった。

　十三人ではない。十三柱でもない。

　包括的な概念で括くくれるようでいて――決して括れない者達。

　だが一体、この集まりは何を目的としているものなのか――




「むしろ案ずるべきは――恣意的妨害ではないか」

「聞き捨てなりませんよ〈獣耳の使徒ケモノミミスト〉。元〈連れん盟めい〉の人間も確かに計画には数多く携わってはいますが――」

「違う。むしろ〈連盟〉派の理想からすれば〈アバロン計画〉は成功した方が好ましかろう。むしろ危険なのは〈学がく園えん〉派の更に一部」

「貴方がそれを言うかね」

「何か具体的な情報が？」

「まだだ。しかし心得ておくに越したことはない」




　会話が進んでいる間――巨大な球体は緩やかに回転をしていた。

　その半透明の球面の向こう側には、何か構造物のようなものが封じ込められている。

　いや――あるいはそれは、水晶球に幻影を映すかの如く、ある種の立体映像なのかもしれない。あまりにそれは規模スケール感の狂う図であったからだ。

　球体の中に浮かぶそれは……『街』だった。

　空中に浮かぶ半球状の土塊の――平面部。

　そこに無数の建物や道路や水路が詰め込まれている。その密度と規模から言えば都会と言えるだろう。眼を凝らせば、そこに生きる者達の姿さえ見ることができそうな程に、極めて緻密で――しかし球体の中に封じ込められているからか、あるいは限られた土地の上に築かれているからか、ある種の風景模型ジオラマを思わせる箱庭じみた雰囲気がその『街』にはあった。




「必要なら重機動ゴーレムをもう一個小隊駐留させるかね？」

「単なる力押しで済む相手ならそれでも良いのでしょうが」

「委員会直下で実働可能な者を増やす必要があるかもしれませんねぇ」

「佐さ久く間ま君達だけではさすがに心こころ許もとないか」

「どれだけ優秀でも手数が足りなければ後手に回ります」

「我々は基本的に出張る訳にはいきませんしね」

　…………




　純白と漆黒の絡み合う空間に諸々の声が飛び交う。

　あるいはその様子を――信心深い者ならば天地創造に喩たとえることもあるかもしれない。

　世界の始まりの日。

　全てを見下ろしながら……未来を占った神々達の談合の様子に。

　そして…………




「――では」

「始めましょうか」

「我等と世界の未来を決する――筋書きなき箱庭芝居」

「これにて開幕――」




　ゆるゆると球体は回転する。

　遙かな高みから全てを見下ろす者達の視線を受けながら――ゆっくりと。

　その内側に奇妙な街を内包しながら…………





















　周す防おう千せん里り。十五歳。男。

　彼は自分のことを、比較的物わかりの良い息子だと考えていた。

　故ゆえあって、彼は幼い頃から色々と苦労をしている。若い頃のそれは買ってでもしろと言われるように――まあ苦境の類たぐいは、嫌でも人間を達たつ観かんさせるものだ。思春期の少年とはいえ、部分的にでも大人の考え方を身に付けなければ、やっていけない位に。

　まあそういう訳で……

　父が海外に単身赴任すると言った時にも特に異は唱えなかった。

　母は千里が小学生の時に父と離婚していたので――千里は、普通に実家で独り暮らしをして中学の三年間を過ごした。特に問題は起きなかったと思う。成績はむしろ良い方だった。多少短気で喧嘩っ早い所はあったが、それとて、他の中学生と比べて殊こと更さらに目立つ程のものではなかった。

　とある理由から千里は目立たないように心掛けていた。

　更に――

　帰国した父から、単身赴任先で見つけてきた女性と再婚するつもりだと聞かされた時も、千里は特に反対はしなかった。更にはその女性には連れ子がいるのだと聞かされても意見は変わらなかった。

　色々あって妻と別れてから、五年余。

　息子が独立した後の人生について、多少なりとも想像力があれば、改めて伴はん侶りょを求めるのはむしろ当然――千里はそんな風に思っていた。相手が子連れかどうかというのは単なる結果である。正直に言ってその連れ子が千里より一つ年下の女の子で――つまりは妹になるのだと知った時には、少々古傷めいた記憶がうずいたりもしたが、それを理由に反対するような真似はしなかった。

　新しい母とも、そして新しい妹とも、まあ無難に対応する自信はあった。余程に酷ひどい連中でもない限り、程々の緊張感と距離感を保つことは難しくないと思っていたのだ。家の中に他人が一人や二人増えた位、別にどうということはない――と。

　だが。

　それが甘い考えだと思い知らされたのは、父がその新しい妻と娘を連れて帰国した翌日のことであった。

　その後の三カ月間について、千里はあまり思い出したくない。

　何にせよその三カ月間で、千里は早々に家を出る決心をした。というか決心をしたのは一カ月目のことで、次の二カ月間は独り暮らしをする為の作業に費やされてきた訳だが。

　物わかりの良さにも限度というものがある。

　大抵の軋あつ轢れきには眼を瞑るとしても、千里の主義信条に真っ向対立するような相手などと、一緒に暮らしていけるはずがないではないか。

「俺はこの家を出るから」

　そう宣言しても、明確な反対意見が家族の内から――というか父親から出なかったのは、それがちょうど、進学の季節であったからだ。

　父親は、さすがに義理の母や妹を避けたがる千里の内心に気付いていたのか、むしろ息子の宣言に一瞬ながら、ほっとした表情さえ見せた。そんな父の態度に――しかし千里は特に思うところはなかった。それこそ本当に今更だ。

　勿論――昨今は高校受験もそれなりに厳しい。

　正直、年の瀬も押し詰まってきた時期に、急に行く高校を変更し、更には独り住まいを決めるとなると、色々遅きに失した感があったが――それでも千里には一つだけ切り札があった。

　新設の学園都市。

　その広告をネットで見つけた時は、即座にこれだと思った。

　切り札とはいっても、千里がそれを手に入れたのは全くの偶然である。ぼんやりとマウス片手にかちかちかちかち、とネット・サーフィンをしている最中――不意にクリック・ミスで飛んでしまったページにそれは記されていたのだ。

〈アバロン学園都市〉。

　小学校から大学までを網もう羅らし、同時に生徒達の生活を、おはようからおやすみまで完全サポートする都市機能までもを備えた、巨大教育機関複合体。翌年の四月からの新入生を募集していたその学園都市のパンフレットを取り寄せ、ざっと内容を確認し――千里はこれぞ天の配はい剤ざいとばかりに入学手続を取った。

　何しろ『新世代の国際交流に相応ふさわしい人材を育成する為』に創り出された教育機関であるらしく、各種用意された奨学金制度だの何だのを上う手まく使えば、卒業するまで学費はおろか寮費も事実上払う必要はない。それどころか一定の成績を修めれば、返還する必要すらないという。新設の学園であるが故に、付属の寮も当然ながら新築で、各種設備が完備しているらしく――勿論その寮も都市の中に存在するので、改めて下宿を探したり、通学手段を確保したりする必要もない。

　至れり尽くせりだ。

　入学願書を送って数日後――資格確認の名の下に簡単なアンケートが送られてきたのでこれに答え、後は必要書類を取り寄せて一緒に送付する。基本的に父が海外にいた間は、全部、自分のことは自分でしてきたので、その手の手続きにまごつくこともなく、晴れて千里はこの春から〈アバロン学園都市〉の生徒となったのである。

　だが……

　たった一つだけ、千里は失ミ敗スを犯した。

　この〈アバロン学園都市〉が実際にどういう場所であるのか――自分の眼で確かめなかったことである。彼が眼にしたのはパンフレットとホームページに記載されていた情報だけだ。具体的には十数枚の写真と幾つかの解説文のみ。

　迂う闊かつと言えばどこまでも迂闊だ。

　しかしどういう場所であろうと、千里としては、新しい土地で堂々と独り暮らしができれば――あの家を出られればそれで良かったので、他の部分は本当にさしたる関心を払っていなかった。どうせ狭い日本――何ど処こに行っても大差ないだろうと。

　しかし……
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　トンネルを抜けるとそこは異世界だった。

「……………………へ？」

　何の脈みやく絡らくもなく。

　何の兆ちよう候こうもなく。

　ばつんと刃物で断ち切られるようにして、周防千里の日常は強制終了していた。

「な…………」

　勿論――心構えなどできるはずもない。

　眼に映る突とつ拍ぴよう子しもない風景が、千里に思考停止を強いる。

　ぽかんと口を半開きにしたままの自分を、心の何処かで他人が見るかのように格好悪いと感じつつも――しかし彼は車の窓まど硝子ガラスの向こうに悠ゆう然ぜんと広がる世界から、眼を逸そらすことができなかった。

「……なんだ……これ……？」

　一言で言えば、それは雲海だった。

　大地の代わりに眼下に広がるのは――何処までも広がる白い領域。

　まるで綿を敷き詰めたかのように、柔らかそうなそれは視界の隅々にまで延々と広がっている。視線を飛ばしても果ては見えず、どちらを向いても遙かな彼方に地平線ならぬ雲平線が確認できるのみ。

　対して頭上に広がるのは、抜けるように晴れ渡った蒼あおの平面だ。

　壮大という言葉では表現し尽くせぬ程の――膨大な広がり。

　文字通りに無辺。

　言葉通りに無む窮きゆう。

　つまり――

「空……？　雲……？」

　要するに、突如として千里は、空の真ん中にいる自分に気付かされたのである。

　雲を眼下に望む以上、高度にすれば少なくとも数百メートル――場合によっては数千メートルの場所だ。本来なら自動車ではなく、飛行機の類たぐいで訪れるべき領域である。

　いや――しかし。

「でもさっきまで――」

　それはまだ、ありえない状況ではない。

　その光景のみを指して『異世界』と評するのは外け連れんが過ぎるだろう。

　富士山やエベレストといった高い山の頂上は雲の上である。そこから見下ろすのならばこうした光景も存在し得る。勿論、移動時間云々の問題はある訳だがそれはさておき、決して現実に――現世に存在し得ない光景ではなかった。

　だが……

「………なんなんだ……」

　目の前には延々と伸びる道が一本。

　いや。それは単なる道ではない。

　空中に差し渡された巨大な――構造物。

　橋である。

　遙かな彼方に向けて緩やかに弧を描く、細長い平面は、一見しただけでは、おおよその長さすらわからないような――あまりに規模が大きすぎて、見る者の距離感が狂わされるような代物だった。だがそれは間違いなく、メートルではなくキロメートルの単位で語られる規模の巨大建造物だろう。

　とはいえ――巨大な橋それ自体も、未だ辛うじて常識の範はん疇ちゆうだ。

　人類の偉業は、時に現実味さえ薄い奇き蹟せきの域にも達する。

　衛星軌道上からも見えるという万ばん里りの長ちよう城じようは言うに及ばず、現代の建築技術では、数キロに及ぶ長さの橋の建造もそう難しいことではない。現に世界一の長さで知られるポンチャートレイン湖コーズウェイなどは全長三八・四キロ、吊り橋として世界最長と言われる日本の明石大橋も四キロ近い全長を誇る。それは最早、建物というよりも、山とか谷とかと同じく地形と呼ぶべき巨大さだった。

　だが……

　それは本当に、千里が知る意味での橋か？

　橋脚も落下防止柵もなく、ただ路面だけが存在しているその様子は、白いキャンバスの上に灰色の絵の具を載せた筆を一いつ閃せんさせたかのように――ひたすら単純で、ひどく現実味リアリテイというものを欠いていた。

　それに――

「なんなんだよ一体!?」

　たとえ杭州湾海上大橋だろうが。

　チェサピーク湾ブリッジだろうが。

　どれだけ巨大だろうと、常識の世界に属する橋はあんなものに繋がってはいまい。

　即ち――

「――〈都市バロウ〉」

　車を運転する青年が謡うたうように言った。

「正式名称、アバロン学園都市島――君がこれから住む街さ」




　――空中に浮かぶ島などには。




　そればかりは、もう、どうしようもなく常識の埒らち外がいとしか言いようのない存在だった。

　まるで悪い冗談のような光景。

　勿論、辞書的な意味で言うのならば、それは島ではありえない。

　それが超然と浮かんでいるのは海でも河でも湖でもない。

　空間――完全な虚こ空くうなのだ。

　雲海と蒼そう穹きゆうの狭間、どちらにも触れながら、どちらにも依らぬ位置に、それはあった。

　勿論その巨大な岩がん塊かいを支えるものもなければ、吊すものもない。橋以外のありとあらゆるものから完全無欠に独立して、そこに存在する巨大な存在を……不適当とは思いつつも、『島』と呼ぶ以外に何と表すれば良いのか。

「こんな……ありえな……」

　こんな異常な、常識外れの、ありえない風景が眼の前に広がっていて良いのか？

　それともこれは何かのトリックとか特殊撮影ＶＳＦＸの類なのだろうか？　自分は何か手の込んだ悪戯いたずらに巻き込まれているだけで――良くできたコンピュータ・グラフィックスか何かに騙だまされているだけではないか？

　千里の中の常識が未練げにそんな疑念を浮かび上がらせる。

　だが――

「…………」

　よく眼を凝らして道の彼方にある『島』を見る。

　何かのまやかしならば、何処かに不自然な部分が見えるのではないかと、千里は期待したのだ。例えばそれは、空中に浮いているように見えるだけで、実際にはある種の手品や自然現象のように――光の屈折か何かで誤ご魔ま化かされているだけなのではないかと。

「…………」

　島の岩塊部分は、大まかに言って半球状をしていた。

　多少いびつだが、球体を赤道線でちょうど半分に切ったような印象である。

　その外そと縁べりのあちこちから、白く細い線が下方に向かって延びているのが見える。それが滝なのだと――流れ落ちる水なのだと理解するのに、千里は数秒を要した。

　やはりそれは、辞書的な意味の滝の姿とは、あまりに違いすぎたからだ。

　水の柱は数十メートル――だろう多分――落ちた辺りで霧のように拡散して消えていた。

「…………」

　視線を転じて上の方へと向ける。

　平面の上には、無数の建物が並んでいるのが見えた。

　まるで何処かの街の一部を丸く切り取って、嗔はめ込こんだかのような印象である。

　ただし街といっても、それは今風のコンクリート製ビルディングが建ち並ぶ訳ではなく――どことなく中世の西欧ヨーロッパを連想させる煉れん瓦が造づくりの建物が多いようだった。

　傲ごう然ぜんとそびえる暗あん褐かつ色しよくの円塔は、まるで魔女の住すみ処かのようで。

　綺麗な半円を描く煉瓦造りの支えの上には、高架が走っていて。

　何やら色とりどりの窓硝子を嗔め込まれた建物は、伽が藍らんだろうか。

　全体的に建物の類は四角いものが多い。だが、中にはドーム状の屋根を備えた建物や、蟻あり塚づかのように生物的な線を示す建物、挙げ句には――どう考えても舳へ先さきを天に向け、船尾から地面に突き刺された戦艦としか思えないような形の建物もあったりして、その無秩序振りが、戦後復興途中の街のような、賑やかな雰囲気を醸し出している。

　諸々の建造物が所狭しと詰め込まれたその様子は――周りをぐるりと囲む城壁じみた塀と相まって、何か箱庭じみた奇妙な風景であった。勿論、橋の巨大さから考えれば、島の上にあるそれは、箱庭どころか、一つの都市丸ごとが内包されていても当然の規模ではあるのだが。

「いや……でも……」

　混乱して千里は言葉がまともに出ない。

　一体これは何なのだ。

「俺はさっきまで――」

　頭の中でこれまでの出来事を整理する。

　といっても、トンネルに入る前までは別に不思議でも何でもなかったのだ。

　彼は――彼の乗る車は、確か数分前まで、ごく平凡な風景の中を走っていたはずだ。もっと厳密に言えば、東京のど真ん中――靖やす国くに神社に程近い、市いちヶが谷や付近の道路を走っていたはずだ。

　百歩――いや千歩、あるいは万歩か億歩譲って、この空中島や橋を認めるとしよう。

　未だ原理はわからないが、とにかく島が浮いて見えるのは何かの目の錯覚とか。蜃しん気き楼ろうの一種とか。巨大な橋も、山と山の間を無理矢理、橋で繋ぐ必要があったとか。まあ広い世界の何処かにはそんな奇妙な風景があっても不思議ではないかもしれない。

　だが……少なくともそれが東京都内に存在するはずはなかった。

　たとえジェット戦闘機を使ったとしても、わずか数分で千里をこんな場所まで連れて来るのは不可能だ。

　まして千里が乗っているのは、今現在も間違いなく自動車である。千里は車の類にはあまり詳しくないので車種までは詳しくはわからないが、四つの車輪のついた、四枚扉の、ごくごく普通の乗用車である。どこぞのアニメやスパイ映画でもあるまいし、その車には見た限り、羽根もなければジェットエンジンも装備されていない。

　車は、どこまでも常識的に、四つの車輪でもって、この非常識な場所を走っているのだ。

　だとすれば、この有あり様さまは――

「…………」

　改めて見回してみても、ここが何処かを示す特徴的なものはない。

　いやそれどころか――周りにはまるで何もない。

　ただ延々と雲海が広がっているだけで……異常な島と、そこに繋がる橋を除けば、本当に何も見えない。比較対象物が他にないので、距離感すら曖あい昧まいで、白く見える空間にどれだけの広がりがあるのかすら――果たして本当に果てがあるのかすら、千里にはわからなかった。

　ここでようやく千里は気付いた。

　そうだ。此こ処こには太陽すらもがない。

　青空は青空として当然のように明るいが、その明るさの根源であるところの太陽がどっちの方向を向いても見あたらないのだ。故に方角すらもが確かめようがない。

　これは一体何なのか。

　おかしいのはこの光景か？

「それとも――」

　狂っているのは千里自身か？

　ぞくりと得体の知れない不安が背筋を駆け上る。

　だが……

「特撮でもなけりゃ蜃気楼でもない。勿論――君が狂ったのでもない」

　青年は楽しげに――千里の内心を見透かしたかのような口調で言った。

「現実さ」

　恐らく青年が操作したのだろう。千里の右横にある車の窓硝子が低いモーター音と共に下りて、外を吹き抜ける風が入り込んできた。

　窓の外に顔を出す。

　だが――

「……マジか……」

　一いち縷るの望みを託して身を乗り出す千里を、嘲あざ笑わらうかのように――そこに広がる非常識な風景は変わらなかった。異様な景色は揺らぐことも、歪ゆがむこともなく、ごくごく自然な奥行きを以もつて千里の前に展開している。少なくとも窓硝子に映したコンピュータ・グラフィックスや、錯覚を利用した特殊効果ＶＳＦＸの類でないということだ。

　つまり。

　千里自身がもし正気なのだとしたら、これらは全て――

「現マ実ジだよ」

　もう一度念を押すように青年は言った。
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『解凍中』

　深い深い闇の底で、かちりと何かの『鍵』が差し込まれた。

　同時に――闇を押し退けながら、何かが急速に展開して存在を主張し始める。

　それまでは圧縮に圧縮を重ねた上で、死にも等しい『完全停止』を強制されていた何かは、堰せきを切ったかのように、自ら逬ほとばしり己を組み立てていく。一つの構造が次の構造を生み出し、並列化された構造群は更に多くの構造群を加速度的に増殖させる。

　まるで地中で花の種が芽吹くように。

　まるで遺伝子が子宮という闇の底で胎たい児じを成すように。

　次々と巨大化し複雑化するそれが、情報という形で非現実の領域に折り畳まれていた自らを、現実に塑そ形けいして、整形して、調整して、起動させる。

　そして――

『対象――周防千里』

　闇の何処かで光る文字が瞬またたく。

　まるで夜空に光る星の如くに――夜を行く旅人を導く天の灯ともし火びのように。

「……すおう……せんり……」

　かすれた声がそう呟つぶやいた。

　台詞せりふそのものに然さしたる意味はない。病人の譫うわ言ごとと同じく、殊更、誰かに宛てたものでもなければ、自らに言い聞かせるものでもない。ふと気付けばついている程度の、溜息と同程度の意味しか、そこには込められていない。

　だが……

『黄色系人種モンゴロイド』

『国籍・日本人』

『年齢・十五歳』

『九月九日生まれ』

『血液型――ＡＢＯ式／Ａ　ＲＨ式／マイナス』

『身長一六五センチ』

『体重五五キロ』

　…………

　次々と闇の向こう側から投げ込まれる情報の洪水。

　それは乾いた大地に注がれる雨粒の如く、極めて貪どん欲よくに吸収されていった。

「……すおう……せんり……」

　まるで呪文のようにその名が繰り返される。

　何度も。何度も。何度も。何度も。

　飽きることなく――かすれた声ハスキーヴオイスで。

「……すおう……せんり……すおう……せんり……」

『解凍終了』

　文字が宣言する。

　同時に、圧倒的な深さであらゆるものからそれを遮しや蔽へい――否、封じていた闇に、一本の裂け目が走った。

　暗黒に振るわれる鉈なたの一撃。

　亀裂は真っ直ぐ横一直線に穿うがたれると、怯おびえるかのようにゆるゆると、しかし確実に闇を押し広げていく。流れ込む光が、朝の陽光の如く暗黒を希き薄はく化かする――

「……すおう……せんり……」

　それは初めて開かれる瞼まぶた。

　虚きよ無むの闇が万ばん象しようの光と接続される。

「…………ああ……」

　瞬きを二度三度。

　白い光に溢れた世界を見つめる。

　それはあまりに膨大な情報に溢れていて、生まれたばかりの者には個々を区別して認識することすら難しい。永く盲目であった者が視力を取り戻すと戸惑うのと同じく――視覚だけではなく、五感からもたらされる大量の情報、初めて感じる世界そのものが、等価に、白い洪水となって押し寄せてくる。

　しかし――

「……すおう……せんり……」

　呟く名こそが唯一にして無二。

　存在理由レゾンデートル。

　ならば惑う必要など微み塵じんもありえない――

「行きなさい」

　誰かがそう命じる。

　従うことには何ら異存なかった。

「……周防……千里……」

　なおもかすれたままの声でそう呟きながら、彼女は裸足はだしの一歩を踏み出した。
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「現実だよ」

　もう一度念を押すように、青年は言った。

　千里は、改めて自分を取り巻く異様な風景に眼を向ける。

　遙かな白い雲海と――そこに浮かぶ都市。

　超現実的風景は変わらず、そこに在る。在り続ける。

　青年の台詞も含めて全部夢か幻ではないかと、一縷の望みを託して考えていた千里を嘲笑うかのように、厳然と実体を伴いそこに存在していた。

　それを裏打ちするかのように……

「常識とか条理とかそういうものの、裏側にひっそりと承継されてきた――これもまた現実の一つさ」

　青年は謡うような口調でそう言った。

　どうやら千里の動揺と困惑が面白くて仕方ないらしい。

「…………」

　とりあえず千里は自分の頰ほおを定じよう石せき通りにつねってみる。

　ちゃんと痛い。

　どうやら自分は夢を見ている訳ではないらしい。となると起きても夢を見てしまう位に狂っているか、さもなければ――これが紛うことなき現実だということだ。

　後者ならば……筋道の通った説明も可能だろう。

「何者なんだ、あんたは……？」

　千里は運転手の青年の背中を睨み付ける。

　何だかわからないが尋じん常じようではない。そしてその尋常でない部分を、この青年はまるで当然のことであるかのように受け入れている。むしろ呆然とする千里の様子を眺めて楽しんでいる様子さえあった。

　つまりはこの青年も尋常でない側に属しているということだ。

　そういえば――と千里は思う。

　自分はこの青年の名前もまだ知らない。

〈アバロン学園〉からの迎えだということ以外は、何も知らない。

　いや――その素性すらこの青年の自己申告だ。証明書を見せられた訳でもないし、たとえ見せられても、その真しん贋がんについて判断できる知識は千里にはない。あらかじめ封書で伝えられていた待ち合わせ場所にやってきて、千里の名前を確認の後、『〈アバロン学園〉からの迎えです』と告げてきた――というだけのことだ。

　しかし。

　改めて見れば――どこか胡う散さん臭くさい青年ではある。

「…………」

　端整な顔立ちをしている。

　切れ長の目元やすっきり通った鼻筋、薄い唇など、それぞれの部品を見ていけば――いやその配置すらも、まったく隙すきのない美形のそれだ。長い黒髪なんぞ本当の意味で似合う男はごく少数である。

　なのに……よく見ていると何処かおかしい。

　全体的に見ると、何処か完全になりきれていないというか、嚙み合いきっていないというか。何処か重要な部分のネジが一本抜け落ちて、全体的にぐらついているような――妙に緩い雰囲気がこの青年にはある。

「単なる送迎役さ。今のところは――ね」

　バックミラーの中で青年がにたりと笑うのが見えた。

　それは妙に斜に構えた、不真面目な感じで……哀れな犠牲者を地獄に誘う悪魔のそれを思わせると、千里は思った。

　そもそもどうしてこんな奴の車に、何の疑いも持たずに自分は乗ったのか。

　自分の迂闊さに千里が内心で首を傾げていると――

「さて。そろそろかな」

　青年が楽しげに言ってきた。

「何が――…………」

　そろそろなのか。

　問おうとして――今度こそ千里は絶句した。




　――轟ごうッ!!




　圧倒的質量が移動する際に生じる、空気の鳴動。

　世界を左右に二分するかのように延々と真っ直ぐ伸びる橋――その両脇で、ごぼりと分厚い雲海が泡立った。

　雲の層を押し退けて、何かが浮かび上がってくる。

　巨大な、何かが。

　距離感が多少狂っていても、それだけはわかる。何か途方もない質量のものが――恐らくは戦艦とか石油タンカーにも相当するかのような大きさのものが、悠然と橋の左右に、出現しようとしているのだ。

　それは――

「…………！」

　最初に見えたのは鼻。

　次に見えたのは牙。

　それらはすぐに繋がって顔を成し、巨大な角を経て長い長い首に至る。更にそれは雲を割って出現する体たい軀くと翼に――恐らく広げられたそれは一〇〇メートルにも及ぶだろう――達し、ノコギリの刃のように並ぶ背びれを経て長大な尻尾へと――

「か……」

　怪獣、と言おうとして千里はその言葉を喉のどの奥に押し戻した。

　違う。確かに怪獣だが、もっと相応しい言葉がある。

　竜――ドラゴン。

　神話と伝説をその棲息領域とするはずの――伝説上の生物。最も神に近い生物とも呼ばれ、いわゆるモンスターの中では常に最強の代名詞として扱われる存在。

　それが左右に一頭ずつ。

　深紅と。漆黒と。

　轟――と再び空気が鳴動した。

　ドラゴン達は、長い首と尻尾を誇る長大な体軀を、まるで衛兵の掲げる儀ぎ礼れい槍そうの如く左右から交差させ――そしてその広大な翼で大気を抉えぐり抜ぬきながら旋回。

　やがて悠然とした動作で彼等は橋の左右に着地した。

　まるで止まり木に止まる鳥のように――行儀良く同じ姿勢で。

　一瞬、橋が崩れるのではないかと危惧を覚えた千里であったが、杞き憂ゆうであったようだ。

「や。御苦労さん」

　まるで路上で知り合いに挨拶するかのように軽い口調で言う青年。

　車は速度を緩めるでもなく――二頭の巨獣が静かに見守る中、橋の真ん中をするすると進んでいく。

「…………！」

　ドラゴン達の姿が真横に来た瞬間には、千里は思わず息を呑む自分を感じていた。

　あまりに巨大過ぎて、それが座っている姿は、足下を通り過ぎる千里の視点からは壁にしか見えなかったのである。

「――周防千里君」

　次いで青年は千里を振り返った。

　運転中ということを考えればとんでもない行為だが――今更そんな常識を指摘できるような状況ではなく、また車もヨタつくことなく、安定した動きで進んでいる。

「ようこそアバロン学園都市島――通称〈都市〉へ」

　にたりと笑いながら青年は言った。

　何か新しい玩具を見つけた子供のような――笑み。

「目指すは、万能と無能の狭間、無限と有限の端は境ざかい、特異と平凡の溶け合う混沌。我々関係者一同、君の入学を心より歓迎する」




　――[image: ]ぁぉおおおおおおおおおおぉ……




　青年の言葉を裏打ちするかの如く、銅ど鑼らの音のような声で二頭の竜が吼ほえた。
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　長い長い橋の果て。

　そこには――顔面があった。

　男の顔というのはわかる。だがそれ以外はまるでわからない。ありとあらゆる人種の特徴を混ぜて平均化したような――極めて純粋な『男の顔』がそこにあった。

　ごっつい、鋲びよう打うちなんかもされていたりして、どう考えても鋼鉄製としか思えない巨大な扉の表面に、浮き彫りになって。

「…………」

　千里はただ呆然とそれを見上げるばかりだ。

　アメリカのラシュモア山国立記念公園には歴代アメリカ大統領四人を彫った、全高十八メートルにも達する胸像が存在するが――有名なので千里も写真だけは見たことがある――細かい数値はさておき、真下に立って見上げる際に受ける威圧感は、きっと似たようなものだろう。

　でかい。

　馬鹿馬鹿しい位に。

　しかも――

「――周防千里」

　それが喋った。

「――わあっ!?」

　思わず後ろに跳び下がり――千里はそこに停められたままだった車のボンネットに引っ掛かった。思わず転びそうになるのを、彼はボンネットに手をつくことで堪こらえる。

　そこへ――

「汝なんじは周防千里――間違いはないか？」

　と低く渋い重低音が更に降ってきた。

「え？　あ――ああ……」

　動揺と混乱のせいでほとんど反射的に答えてしまう千里。

　まあ書類は提出してしまっているので、とぼけても意味はないのだが――後にして思えばこれが、この非常識極まりない世界と決別して引き返す最後の機会だったのかもしれず、それを千里は知らず知らずの内に逃してしまったのだった。

「我はアバロン学園都市正門管理用イズモ型仮想神格六号〈ギズモⅥ〉である」

　何処をどうやっているのか、鋼鉄のはずの顔面は滑らかに唇を動かしてそう言った。

「では――これより我が権能と機能によりて、汝を〈アバロン学園都市島〉の住民として登録する」

　ギズモⅥがそう宣言する。

　それはあくまで儀礼的なものではあったのだろう。拒む間もあればこそ――ギズモⅥの両眼から『びみょ～ん』ってな感じの奇怪な音と同時に、白い光が飛び出したかと思うと、千里を捉え――

「――!?」

　思わず身を引こうとする千里だが――動かない。

　いや。動けない。

　左手が――光線の当たっている部分がまるで手て枷かせか何かを嗔められているかのように、がっちりと、何もないはずの空間に固定されているのだ。両足を突っ張らせて渾こん身しんの力で引っ張ってみるが、びくともしない。

　でもって――

「動かぬように」

　ギズモⅥがそう忠告してくる。

「ずれるとむしろ危険であるが故」

「……『ずれる』!?」

　ギズモⅥを振り返った千里は――見た。

　光の中をするすると何かが伝わってくる。

　眼を凝らして見れば、それは小さな小さな文字列だった。

　テープの類ではない。媒体を持たない純粋な文字の羅列――文字そのものが、一列に並んで近付いて来る。ぞわぞわと文字そのものが蠢うごめいて進む様子は、まるでムカデの群れが近付いてくるようで……生理的嫌悪感から反射的に逃げようとする千里だが、やはり彼の左手はある空間に固定されていてまったく動かない。

　千里は鳥肌を立てて、それが自分の身体にまとわりつくのを見ているしかなかった。

「…………！　……!?」

　声を出す余裕すらない千里の左手首に、文字列はぐるりと自らを巻きつけていく。意味不明の文字群は、幾重にも幾重にも互いに折り重なるようにして――定着した。

　まるで刺いれ青ずみのように。

「な……な……なんだ!?」

　千里がようやく声を出せたのは、その左手首の紋様が完全に皮膚と一体化した後であった。時間にすれば、わずか十秒余りの出来事であったが。

「なんなんだ……これ!?」

「慌てない慌てない」

　車のボンネットに座った青年が、にやにやと無責任に笑いながら言った。

　しかも彼はいつの間にか片手にアイス・キャンデーを持って気楽そうに舐なめている。完全に見物客の態であった。

「一休み一休み」

「どこのトンチ坊主だよテメエはッ！」

　反射的に振り向いて突っ込んでから――改めて千里は己の手首に定着してしまったその紋様を眺めた。

　一見すると、まるで刺青のように見える。だが、角度を変えると微妙に色彩が変わって見えることから、単にインクを皮膚に注入しただけのものではないのだろう。むしろ微妙に文字が皮膚表面から浮いて見えるというか、何かシール状のものを巻き付けて貼ったような感じだ。ただし皮膚上に何か貼り付けられているという感触は皆無なのだが。

「それは言ってみりゃこの〈都市〉の住民票みたいなもんだ」

　青年は言って自分の手首を示す。

　緩く手首に巻かれていた腕時計をずらすと、確かにそこには千里のものと同じくブレスレットのような紋様が描き込まれているのが見えた。

「うざったけりゃ隠すこともできる」

　と言うや否や青年の手首から紋様が消えた。

「……！」

「なんにしてもこれがないと〈都市〉には入れない。同時に――」

　言ってから青年はふと――意地の悪そうな笑みを、その顔に過ぎらせる。

「〈パーマンズ・ヴォウ〉の中核でもある訳だが」

「パーマ……なんだって？」

「ああ、まあ細かいことはまた後でな」

　怪訝そうに尋ねる千里に青年は肩を竦すくめて言った。

「説明は俺の役目でもなし。あまり待たせるのもなんだ。さっさと中に入ろうぜ？　――ギズモ！」

「了解した」

　巨大鉄面が言う。

「我が権能と機能を以て、住民番号ＡＴ０６６６サクマ・エイタロウ、及び住民番号ＨＳ０１０８スオウ・センリ、汝等の入都を許可する――今日も汝等にとって佳よき日であらんことを」

　そしてギズモⅥに縦の線が走った。

　轟音と共に頭頂から顎あごの先にかけて、左右に割れる顔面。

　しかもそれはゆっくりと開いていき――そしてその向こう側にあったものを千里達の前にさらけ出した。

　先程、橋の上からも見えた――奇妙な街並みと。

　そこに闊かつ歩ぽするに相応しい、奇天烈な姿の住民達と。

　そして――

「……!?」

「お待ち申し上げておりました」

　地面に正座して頭こうべを垂れる一人の少女とを。

「周防千里……様」

　ゆるりと上げられたその顔の真ん中で――宵よい闇やみを想わせる紺こん碧ぺきの瞳が、静かに千里の姿を映していた。
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　昔――犬を飼っていた。

　全体的に間の抜けた印象の、雌めすの大型犬で、勿論、血統書なんぞない雑種で、まあ言ってしまえば駄犬だった。

　身体はでっかいが、てんで覇は気きがなく、臆おく病びようで、物覚えも悪く、お使いは勿論のこと、番犬としてもまったく役に立たなかった。まあそれなりに人懐っこくて愛嬌はあったが、いつまで経っても芸の一つも覚えない馬鹿な犬だった。

「……ったく」

　自宅の玄関先で、ざらざらと袋から特売のドライフードを餌えさ入いれに注ぎながら、千里は溜息をつく。

　犬は彼の傍かたわらでちょろりと舌を出しながら、お座り状態で待機中。

　さすがに千里が餌を準備している最中に飛びついてくるようなことはない――千里がかなりきつく叱しかったから、それだけは覚えているらしい――が、この犬にできることと言えばそれだけだ。『お手』とか『おかわり』とか言っても首を傾げるだけで何もできない。『お座り』だって自発的にすることはあっても、命令は通じない。

　また何をするにも動作がとろい。大型犬なので、まあ小型犬のような落ち着きのなさとは無縁なのだろうが――それにしても、いつも半分寝惚けているかのようである。

「なんで俺が……」

　呟つぶやきながら千里が立ち上がると、犬はのそのそと動き――餌入れに顔を突っ込んで貪り食い始める。大食いも芸の内なのだと言われれば――まあこの食欲は芸の内なのだろう。もっとも千里は大型犬が標準としてどれ位の食事量を必要とするものなのか、よく知らないのだが。

「……ちゃんと責任持てよな」

　呟いて千里は居間のソファに腰を下ろし、５００ミリリットル入りの牛乳パックを開いて飲む。

　欲しくて飼い始めた犬ではない。

　元々は父が拾ってきた犬だ。

『今時珍しく、段ボール箱に入ってさ。『拾ってください』って書いた看板、首から提げてたもんでな。まったく、殊しゆ勝しような犬じゃないか』――とは父の言である。

　当たり前だが、犬が看板を書いたり段ボールを用意したりするはずがない。

　つまりこいつは一度、人間に棄すてられたのだ。

「…………」

　自分を置き去りにして去っていく飼い主を……この犬はどんな眼で見送ったのだろうか。

　そして元の飼い主はどんな気持ちでこの犬を棄てたのか。厄やつ介かい払ばらいできたとせいせいしながら、ゴミを棄てるように、犬を段ボール箱の中に座らせて立ち去ったのか。それともやむを得ぬ事情を抱え、まだ見ぬ誰かに祈り訴えるような気持ちで『拾ってください』と段ボールの看板を作ったのか……

　多分、犬は何もわかっていなかっただろう。

　馬鹿だから。幼かったから。

　ただ……




　――まって。おいていかないで。




「親父の奴――」

　千里は食事中の犬を眺めながら、牛乳の紙パック片手に溜息をついた。

　父がこの犬を拾ってきたのは――恐らく、ある事情からつい家に引きこもりがちな、千里を慰なぐさめようという意味もあったのだろう。

　見るからに大型犬であるにもかかわらず、その犬は最初から外の犬小屋ではなく、家の中で飼われた。毛布を敷いた居間の片隅がその犬の寝床だった。

　前述の通り、欲しくて飼い始めた犬ではない。

　だから千里としてはあまり犬に興味はなかった。

　だが――

「……こんな馬鹿犬、番犬にもなりゃしない」

　呟くと、それでも自分のことだとわかったのか――それとも単に餌をあらかた食い終わったからか、犬が顔を上げて千里の方を見る。

「なんだよ」

「…………」

　束の間、犬は妙に卑ひ屈くつな感じの上うわ目め遣づかいで、僅かに首を傾げて千里を見ていたが……いきなり後ろ足で立ち上がると、千里に飛びついてきた。

「あっ――こら!?」

　まだ若いといっても大型犬、後ろ足で立ち上がれば、座っている千里を押さえ込むことも充分に可能だった。

　犬は千里の両肩に前まえ肢あしを置いてべろべろと彼の顔を舐め始める。親愛の表現というより単に千里の口についたミルクが目当てなのだろう。まあどっちにしても犬にキスされるのを喜ぶほど、千里は愛犬家ではない。

　だが――

「やめろ」

　べり、といった擬音が聞こえてきそうな感じで犬を自分から引きはがす千里。

　犬は犬で上目遣いに千里を見つめている。『怒る？　怒る？』といった感じに千里の様子を窺うかがっているのだ。

「……本当に馬鹿だな。お前は」

「…………」

「ミルクが欲しいなら、お座りとかお手とかしろよ。いきなり他人様の顔を舐めるな」

「…………」

　怯おびえたような瞳。

　だがそのお尻の方ではふさふさの尾が何かを期待するかのように振られていて。

「…………」

　溜息をついて餌入れに牛乳を注ぐ千里。

　……犬は千里によく懐なついた。

　まあ動物は――特に家畜は餌をくれる人間によく懐くものだ。父は当時から海外での仕事が多く、何日も家を留守にすることが多かったので、千里が面倒を見るしかなかったのである。自然と犬は千里を主人と――というより『餌をくれる人』『散歩に連れて行ってくれる人』として認識することとなった。

「でもお前は……」

　千里は無心にミルクを舐める犬を眺めながらふと言った。

「俺を変な眼で見ないもんな」

「…………」

　犬が顔を上げて首を傾げる。

　その姿は、まるで千里の言葉に応じるかのようにも見えて――

「わかったわかった」

　溜息をつきながら千里は餌入れに牛乳のおかわりを注いでやった。
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　何故……今頃になって飼い犬のことを思い出したのかは、よくわからない。

　もう二年近くも忘れていたのだが。

　ただ――

「……千里……様？」

　黙ったままの千里をどう思ったのか――地面に正座した少女が、何処かおずおずとした口調で問うてくる。ほんの少し首を傾げ、上目遣いに千里の様子を窺うその仕草は……何処か昔飼っていた犬のそれと、似ているような気はした。

「周防千里様……ですよ……ね？」

　繰り返し問いつつ――ゆらりと何処か頼りなげな仕草で少女が立ち上がる。

　ほとんど無意識に千里は半歩後に下がっていた。

「…………」

　高い。背が。

　千里は同年代の少年に比べて決して低い方ではないのだが、今、彼と相対する少女は、多分……頭半分ばかり、数字にして十センチ近く千里よりも背が高い。年齢は恐らく千里と同じか……少し上の十七か八といったところだろうか――成長期の最中ということを考えれば、もっと伸びる可能性はあった。

　長ちよう身しん痩そう軀くだ。

　だが正面から相対しても威圧されるような感じはしない。

　細身なのに加えて――何処かちょっと猫背気味なので、余計にひょろりと背が高い印象を受けるのである。ただ立つだけの仕草一つとってみても、何処か不安定というか、ぬぼーっとただ何かに吊り下げられているかのような――操り人形マリオネットのような立ち方なので、余計にその印象が強まる。

　何となくだが、千里はそのままこの少女が自分に向けて棒のように倒れてくるのではないかと想った。

　ただし――痩身といっても殊更に病的な細り方をしている訳ではない。半袖からのぞく腕は、よく引き締まっていて健康的な印象がある。まあ胸やら腰やらの肉付きはよくわからないのだが。

　何故なら――

「…………？」

　千里が答えないことが不安なのか、少女は何処か茫ぼう洋ようとした表情のまま、首を傾げる。

　その際に頭に着けたヘッドドレスのフリルがさらりと揺れた。

　そう。

　メイド服だった。

　少女はメイド服を着ているのである。それも場ば末すえの風俗店なんぞで見掛けるような安っぽいものではなく、変なアレンジも入っていない――明らかに伝統的なデザインの品だった。胸元にあつらえられた髪と同じ色のリボンが可愛い。

　ただ――

「周防千里――様？」

「あ。ああ、そうだけど」

「……良かった」

　ようやく認めた千里を前にして、ぬぼーっと立ちながら、ぼんやりと頷うなずく少女。

　何というか……恐ろしい程に、メイド服が似合っていない。

　元々メイド服というのは家事労働をする際の作業服な訳だが、この少女には『メイド』とか『作業』とかいう単語から連想される、キビキビとした印象が皆無なのである。

　いや……それ以前に、こうしたヒラヒラフリフリの衣装がどうにも似合わない。

　男顔負けの長身のせいか、それとも物腰に似合わぬ、やや切れ長の双そう眸ぼうのせいだろうか――何処かボーイッシュな雰囲気のある容姿が、見事にメイド服と嚙み合っていない。容よう貌ぼうとしては整っているのだが、全体としてみると中性的というか、女としての色やら艶つややらがあんまり感じられない。こうなると、フリル付きのヘッドドレスもエプロンも襟元のリボンも、何か違和感を醸成する為の小道具にしか成り得なかった。

　じゃあどんな服が似合うんだよ――と問われれば千里も口をつぐむしかないのだが。

　しいて言えばジーンズとＴシャツか、さもなくばジャージだろう。

　それはさておき――

「…………」

「…………」

　時計の秒針が無為に一回りした。

　千里は黙ったままで。

　少女も黙ったままで。

「…………」

「…………」

　そのままじー……と千里を見つめる少女。

　じー……と為す術もなく見つめられ続ける千里。

　千里にしてみれば少女の出方を待っているだけなのだが、どうも少女の方は少女の方で千里に何らかの反応リアクションを期待しているのかもしれない。

　でもって――

「…………」

「…………」

「…………がうぅ」

「なんなんだ、それは」

　終わりも見えぬままに続く沈黙に耐えきれなくなったのか、吠えるとも呻うめくとも唸うなるともつかない声を漏らす少女に思わず千里は突っ込んだ。

「……沈黙が痛くて……」

「いやだから」

　溜息をついて千里は言った。

　このままだと理由もなく愛が芽め生ばえるまで、延々と見つめ合うことになりかねない。

「俺は確かに周防千里だけどな。あんたは一体誰なんだ？　待ってたとか言ってたけど」

「…………あ。そですね……」

　少女はしばらくぼーっと千里の方を見つめていたが――ふと思い出した様子でぽんと手を打ち、メイド服のポケットに手を突っ込む。そこからのそのそとした動作で取り出したのは小さな黒革の手帳だった。

「ええと周防千里様……私……千里様の……アジャスタントを拝命……しました……クフィール……アブソリュートと……申し……ます」

　何か台詞一つ単語一つにもつっかえつつ、そう言う少女。

　今一つ自分の言葉に自信が持てていないというか、明らかに教え込まれた台詞を口にしているだけといった印象であった。

「以後よろしく……お願いいたし……ます」

「はあ……よろしくお願いします……って」

　眼を瞬しばたたかせて千里は言った。

「なんだって？　アジャ……？」

「アジャスタント……です」

　クフィールと名乗った少女は言った。

「まあ仲良くな」

　それは一体何だと千里が尋ねる前に――それまで、何やらニヤニヤしながら黙ってことの成り行きを見守っていた青年が言った。

「君のパートナーだ」

「――はあ!?」

　なんの脈絡もなく告げられる衝撃的な事実に千里は素すっ頓とん狂きような声を出し――その声に怯えるかのように、少女はびくりと身を竦ませる。

　全体的にとろくさい動作といい、背は高い癖に妙におどおどした様子といい……やはり以前千里が飼っていた犬に通じるところがある。だからどうしたという訳でもないのだが。

「パートナー？　誰が？　誰と？」

「周防千里。君が」

　言って青年はまず千里を指差し――そしてその先端をついと旋回させてクフィールの方を指差した。

「クフィール・アブソリュートと」

「アジャスタントは――」

　おどおどと千里の反応を窺うようにしながら、クフィールが付け加える。

「おはようからおやすみまで、御主人様の暮らしを見つめるライオ――もとい、暮らしを支援するのがその使命です……ので」

「…………」

　千里の喉から獣の唸りのような声が漏れる。

　パートナー？

　この少女と？

　会ったばかりで何も知らないこの子と？

　それも少女の台詞によれば、どうも何か特定の状況下や条件下でコンビを組む、とかではなく……四六時中一緒にいるみたいな関係であるらしい。

　冗談ではない。

「いや。あの――ちょっといい？」

　訳のわからなさに暴れ出したくなる気持ちを辛うじて抑え――千里は言った。

「はい……？」

　やはり茫洋とした表情で首を傾げる少女。

「えっと――クフィールさん、だっけ？」

「はい……」

　少女は頷いた。

　全体的に表情に乏とぼしいのでよくわからないが、どうも名前を呼ばれて喜んでいるらしい空気がそこはかとなく漂ってくる。犬で言えば尻尾を振っている感じ。

「クフィと略してお呼び下さると……多分親密度が増して良い感じ……かと」

「いや親密度とかはさておき」

「さておくんです……ね」

　何故かしゅん……と気落ちした様子で言うクフィール。

　だが構わず千里は言葉を続けた。

「一緒に暮らすとかなんとか――なんでそんなことが、いきなり俺の承諾なしに決まってるんだよ!?」

「えと……」

「っていうかその前に此処は一体何なんだよ!?　でもって君等は一体何者なんだ!?」

「……が……がうぅ……」

　立て続けに問い詰める千里の勢いに、クフィールは答えに詰まって唸り――長身を逃げるように反そらして青年を見つめた。助けてくれということなのだろう。

「うーん」

　青年は微苦笑を浮かべてひとしきり後頭部を掻かいていたが――

「まあまずは自分の眼で視て、耳で聴いて貰った方が、理解も納得も早いだろ」

　と言って――彼は門の向こう側に広がる街の景観を指し示した。
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「なんなんだ……一体ここは……」

　千里は呻くように言った。

　彼の前には、奇妙な街の風景が広がっている。

　基本的に〈都市〉の景観は、橋の上から見たものと大して変わらない。

　並ぶ建築物は、雰囲気的には一昔前のヨーロッパを思わせる意匠デザインのものが多く――やたらと石畳や煉瓦造りの建物が目に付いた。高層ビルめいたものも少なくはないが、どちらかというとそれも『塔』の雰囲気で、何処か古めかしい空気が漂っている。

　別に千里は西欧に住んでいた訳ではないのだが、何となく歴史を感じるというか、遙かな郷愁を刺激される風景ではあった。

　だがその一方で、気を許すと途端に変なものが視界に入ってくる。

　例えば――

　五階建てのビルのような高さの巨大な『腕』とか。

　ごんごんと音を立てながら、ゆっくりと宙に浮かんで回転する球体とか。

　熱であぶられたかのようにぐにょぐにょと曲がって歪んだビルとか。

　反対に窓の一つもなく、ただただ直立する黒い壁とか。

　……まあそういう意味不明の、建物だか何だかわからない構造物も、西欧風の街並みの中にちらほらと見えたりするのである。お陰で一歩引いて全てを眺めると、途端に混沌というか、出で鱈たら目めというか、無国籍風味が強くなる。

　そして――それらの建物の間を、縦横無尽に二種類の道が通っていた。

　一つは普通の道路。

　もう一つは水路だ。

　道路と並行するようにして、あるいは建物の下をくぐるようにして、本当に何処にでも――それこそ碁ご盤ばん目状に無数の水路が通っているのである。

　それらは分岐し、あるいは合流し、街のあちこちを血管のように覆っている。どう考えても流れがおかしくなりそうなのだが――何故かとりあえず問題はないらしく、ぷかぷかとゴンドラのようなものや、モーターボートみたいなものが浮かんでのんびりと行き来をしていた。

　水路周辺に限って言えば、雰囲気的にはベニスの街が近いだろうか。

　ただし――

「…………」

　ベニスの街にあんなものは居ないだろう。

　水路の縁に腰掛けてぷかりと煙管をふかしている三頭身の半魚人ギルマンとか。

　ゴンドラの上の本屋からサッカーの雑誌を買っている人魚とか。

　あるいは仲なか睦むつまじそうに水路を行き――泳ぎながらソフトクリームを食べている人型のロボットとか、銅像とか石像とか。というか何処で喰ってんだお前らとツッコミそうになりつつも千里は叫ぶのを堪えた。こんな場所で一度ツッコんだら、止まらなくなるだろうことが自分でもよくわかっていたからだ。

　まあそれはさておき。

　橋の上から水路を眺めているだけで驚くのにも疲れた千里は、近くに車を停めて、そこらの屋台で買った焼き鳥の串をのんびりと食べている青年を振り返った。

「だからなんなんだよ、ここは!?」

「んー。ラ●ュタ？」

　などととんでもないことを言ってくる青年。

　何がどうとんでもないかはさておき――とりあえず千里は怒鳴った。

「噓うそつけッ！」

「じゃあ白●彗星帝国の中身。最後には巨大戦艦になります」

「んな訳ねえだろが！」

「……我わが侭ままな奴だなー。どうせ何を言っても納得しない癖に」

「真面目に答えろッ!!」

　地じ団だん駄だを踏んで千里は喚わめいた。

「大体何なんだあの連中は！　この水路だって何処をどうしたらこんな――そもそもこの水、何処から来てるんだよ!?」

　先程、橋の上から見た限りでは水路の先は滝だ。

　そして巨大とはいえこの『島』の面積は限られており――それに比して水路はあまりにも多い。ということはこの水路を満たす水はいつか落ち続けてなくなるはずで。

「循環してるのさ」

　事もなげに青年は言った。

「どうやって!?」

「実はエッシャー機関ってのがあってだな。こういう原理で――」

　といって青年が何処からか出してきた解説図を見ながら、千里は喚いた。

「それは騙し絵だッ！」

　千里は不機嫌だった。

　どう考えても、からかわれているとしか思えない。

　そもそも一般常識の通じない環境が――父親が異国から連れ帰ってきた妻と連れ子のいる家庭がどうにも馴染めなかったからこそ、千里は家を出たのである。

　なのにその結果として、もっと非常識な場所に連れてこられては、まったく意味がないというか――本末転倒である。

「一体何がどうなってるんだ！　此処は何処で、誰がこんな場所を作って、何の目的で俺を連れてきて、どういう理屈でこの無茶苦茶な状況が維持されてて、そもそもあんたは一体誰で――全部説明しろ、今すぐ！」

「悪いが、その手の説明は俺の仕事じゃないんだよなー」

　食べ終わった串を青年がひょいと振るとそれはまるで手品のように消える。投げ捨てた訳ではない。文字通りに消えたのだ。

　勿論、常識的には手品や奇術の類と考えるべきだろう。

　だがここまで不自然で非常識なものを見せられ続けると――別の答えが反射的に脳のう裏りをかすめるようになる。

「…………」

　一体こいつは何者なのか。

　そして――

「……あの……そういうのは私の……アジャスタントの仕事です……から」

　おずおずとそんな風に声を掛けてくる、このメイド服が激烈に似合わない少女も。

「じゃあ説明してくれ。今すぐ」

　千里はクフィールの方を振り返って言った。

「え……でも」

　クフィールは戸惑うように視線を千里と、青年の間で右往左往させる。

　それでもやっぱり表情がぼんやりしているので、幸か不幸か、傍目にはあまり困っている風に見えないのだが。

「長くなりますから……その……」

　クフィールは上目遣いに千里を見て言ってくる。

「……先に学生寮に行って……落ち着かれた方……が……」

「今すぐ！」

「がうぅ……」

　ほとんど怒鳴るような声で促す千里と、首を竦めて哀しげに呻き声――だろう多分――を漏らすクフィール。彼女は更に何度も、千里と青年の間で助けを求めるように視線を往復させていたが――

「まあ、そろそろいいんじゃないか？」

　――と青年が気楽に同意するのを確認してから、とつとつとした口調で、話を始めた。
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　それは一つの教育機関であった。

　ただしそれはいわゆる学校教育法上の定めに則のつとって造られた組織ではない。そもそも社会通念や一般常識には縛られることのない領域にそれはあった。

　この国の公こう文ぶん書しよの何処を探してもその機関の名前は記されていない。

　この国のどんな地図を紐ひも解といてみてもその機関の所在地は掲載されていない。

　それは存在しないはずの機関。あり得ないはずの組織。

　何故ならこの教育機関が教えることは一般社会とは相あい容いれないものであったからだ。人が人として社会を営む上で切り捨ててきたものが堆たい積せきしてできたものであったからだ。

　だが捨てる者がいれば拾う者もいる。

　そこは一般社会の常識からは見捨てられてきたものを営々と磨き上げてきた者達とそれに続く者達が学ぶための場所だ。利便性。効率。経済効果。確実性――無味乾燥とした実利主義の陰で忘れ去られたはずの不可思議なる、しかし厳然たる真実を身に付ける為の場所だった。

　故に関係者は様々な想いを込めてその教育機関をこう呼んだ。

　現代に隠れ住みし魔法使い達の学園――〈マジシャンズ・アカデミイ〉と。

　だが――
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「……ここまでは……よろしいですか……？」

　通りの片隅に置かれたベンチに座って、千里はクフィールの説明を聞いていた。

　クフィールはというと何故か千里の隣、ベンチの上に正座して喋っている。

　元々彼女は身長が高いので、普通に座っている千里と比べると、単に立って並ぶよりも更に身長差が強調されるような形だ。大人に見下ろされる子供のような感じで、千里としては妙に落ち着かないのだが、クフィール本人はそういうことにはまったく気にしていない――というか気付いていないようだった。

「…………」

　千里は顔をしかめたまま無言。

　クフィールはおどおどと、また助けを求めるように青年と千里の間で視線の往復を再開するものの、今度は青年も肩を竦めるだけで助け船を出してくる様子はない。

　仕方なくクフィールはもう一度声を掛けることにしたらしかった。

「……よろしい……ですか……？」

「…………」

「あの……千里様……？」

「…………」

「…………えと……」

「…………」

「がうー」

「――よかねーけど、いいよ。でないと話が進まねーんだろ」

　ぶすっとした表情で千里は言った。

「で――その〈学園〉ってのが、なんだって？」

「昨年……永年の対立勢力であった〈連盟〉と〈学園〉は和解を果たし……合併して一つの組織となりました……元々〈連盟〉は諸般の事情で弱体化していた為……事実上は〈連盟〉が〈学園〉に……吸収される形……ですけど……」

　クフィールは再び手帳を見ながら言った。

「――それで？」

「ところが……和解したとはいえ……元々が理念の違う組織です……その後も……色々と……軋轢が生じまして……」

　まあ、よくある話だ。

　クフィールによると〈学園〉とは文字通り魔法の技術と知識を追求する、それだけに特化した学究の徒の集団であったらしい。

　対して〈連盟〉はやや政治色が強く――『魔法の研究さえできれば後はどーでもいい』という〈学園〉とは、組織としての方向性が随分と違っていたそうだ。

「元々〈学園〉の理念は『魔法を一般人が受け入れないのなら、それはもう仕方がないから、我々は別のところに行って好きなことをしよう』……でした」

　そうして彼等は魔法術式を重ねて亜空間を作り、そこに引きこもった。

　対して――

「〈連盟〉の理念は……『魔法を一般人が受け入れないのなら、一般人を征服して意識改革をしよう』……でした」

「どっちも極端だな」

　千里はぶすっとした表情で言う。

　魔法使いならぬ彼にとっては心底どーでもいい話ではある。

　だが――

「はい……」

　クフィールはぼんやりと頷く。

「そういう意見は……〈学園〉が……〈連盟〉を吸収合併した辺りから出だしました……そして……ある種の人々が折せつ衷ちゆう案あんを出した……のです」

「折衷案？」

「『本当に一般の人々が自分達を受け入れられないのか？　もし受け入れてもらうとするならどういう手段が有効か？』……そういったことを検証する為の実験を……行おうと」

「実験？　そんなものどうやって――」

　そこまで言って。

　千里は気付いた。

　実験。仮想検証シミユレーシヨン。

　箱庭。島。隔離。

　限定された領域内で行われる仮想的行為。

　それはつまり――

「此処が？」

「はい……」

　ほんのりと喜色を、その茫洋とした表情に混ぜてクフィールは頷いた。

「〈都市〉――〈アバロン学園都市〉は……その為の実験都市です……一般の人達を受け入れ……魔法使いや神族や……魔族や精霊と……共存できるようにと……」

「…………」

「ですが……」

　クフィールは上目遣いに千里の顔色を窺うように視線を投げてくる。

「一般の方々は……魔法や……それに類する技能を行使できません……」

「そりゃそうだな」

　そもそも万人に等しく使える技能でないからこそ、魔法は迷信だの空想だのの誹そしりを浴びて表舞台から降りることとなったのだ。

　勿論、千里だって魔法だの何だのは使えない。

　いや。たとえ使えると言われても、そんな非常識な代物は使いたくない――それが千里の本音であった。彼は常識的な世界で常識的に生きることを、自分に課している。特殊だとか異常だとかそういうのはまっぴら御免なのだった。

「そうすると……当然……色々な軋轢と不平等が生まれるのは予想されたことです……」

　魔法使いと一般人。

　あるいは神族や魔族や精霊と一般人。

　当然――超常の技や能を行使する者達と、そうでない一般人の間には、圧倒的とも言うべき能力差が存在する。そしてそれは容易たやすく社会運営上の不都合へと発展するだろう。

　肌の色だの。国籍だの。主義だの。信条だの。

　そういった違いなど、これから見れば些細な話だ。

　魔法が使える者と使えない者と――極言を覚悟するならば、それは互いに違う生き物とさえ言える。同じ鳥という言葉でくくっても、明らかにペンギンとハゲタカが違う存在であるのと同じだ。何処まで行ってもペンギンは飛べないし、ハゲタカは水中を自在に泳げない。

　何にしても――たかが肌の色、たかが国籍、たかが主義、たかが信条で、延々と有史以来戦争を続けてきた人類である。魔法使いと、非魔法使い、両者の能力差が歴然とした状態での共存など、できるはずもない。

　この差をどうやって埋めるか。

　それがまず検討されることとなった。

　例えば足の悪い者が暮らす為に、車椅子を、松葉杖を、あるいはバリアフリーの住宅を造るように――様々な角度から一般人と魔法使いの隔たりを埋める方法が検討された。

　そして――

「そうした方法の一つが……私達……アジャスタント……です」

　それは『調節するアジヤスト』と『支援人アシスタント』の双方を組み合わせた造語だ。ただしこれは一種の通称で――正式には『適合補助者』と言うらしい。

　クフィールによると、それは要するに使い魔なのだという。

　高い能力を持った使い魔を側に置くことにより、一般人と魔法使い達との能力差を少しでも埋めようとしたということである。

　勿論それは使い魔などではなく、単なる魔法の道具でも良かった。

　実際に何度か魔法具を貸与する方式も検討もされ、専用の魔法具アイテムも何種類か試作されたのだという。

　だが、魔法具は使いどころが難しく、また使い手本人の魔力を使って起動するものも多い為、必ずしも一般人に渡して使いこなせるとは限らない――それどころか上手く使えなければ危険ですらある。

　江戸時代の人間に自動車を渡すようなものだ。

　あくまで魔法使いとしての判断までも代理するとなると――自律性のない道具であっては駄目なのだ。思考力を持ち、魔力をも自前で備えた使い魔こそが適当とされたのは、当然の結果ではあった。

　つまり――

「すると……」

　千里は改めて目の前のクフィールをまじまじと眺めた。

「使い魔って……つまり、人間じゃ、ないって？」

「はい……」

　こっくりとクフィールは頷いた。

　その茫洋と霞かすむ表情からは、彼女が何を考えているかは読み取りにくいのだが――少なくとも人間でないことを、誇る訳でも恥じる訳でもなく、至極自然に、まるで自分の生年月日でも語るような調子で話している。

「…………」

　千里は眼を細めてクフィールを詳細に見つめる。

　何というか――メイド服が似合ってないとか、ベンチの上の正座が変とか、色々おかしなところは確かにあるが、基本的に彼女の姿形は人間にしか見えない。

「…………がうー」

　もじもじと――はにかむように、正座したまま身じろぎするクフィール。

　いまいち、彼女の『がう』が何なのかはよくわからないが――口癖なのだろうか。

「なんだよ」

「……あの……そんなにじっと見られると……恥ずかしい……です」

「…………」

　頰を人差し指で掻く千里。

　恥ずかしがられるよーな下心は微み塵じんもなかったつもりだが、頰を染めて俯うつむかれたりすると、こっちまで何やら恥ずかしくなってくる。

　まあそれはさておき。

「信じられねーな。何処からどう見ても人間だろ、あんた」

「あ……これは」

　クフィールはぼんやりと笑うと頰をぽんぽんと左右から両の掌てのひらで叩く。

　すると――

「――！」

　ぽぽんと連続して小さな爆発が彼女の側頭部で発生する。

　クフィールの頭の上半分が煙に包まれ――それが収まった瞬間は、ヘッドドレスの根本に、まるで漫画やアニメに出てくる亜人種だの何だののような獣の耳がにょっこりと生えていた。

　更に視界の端で何かがひょこひょこ動いているのが見える。

　思わず振り返った千里は――そこに、人間には絶対に備わっていないはずの器官を見た。

　尻尾しつぽである。

　長くしなやかで――ついでにライオンか何かのそれのように、先に柔らかそうな毛の房がついた獣の尾。それがちょこちょことメイド服の端から出たり入ったりしていた。色が蒼いので今ひとつ生々しくないというか、縫ぬいぐるみの尻尾みたいだが、その動きは明らかに本物のそれだった。

「千里様が見慣れておられる……普通の姿の方が……おそばに侍はべる上で……良いのではないかと思いました……ので……普段は消しています……です」












「…………」

　もう大抵のことには驚かないつもりだったが、やはり手の届くような身近な距離で、こうもはっきりと『魔法』を見せられると千里としても言葉が出てこない。

　無論、それが単なる奇術の類でないという証拠はない訳だが――

「千里様」

　両手をぽんと正座する膝の上に揃えて姿勢を正し――クフィールは言った。

「そういう訳ですので……よろしくお願いします……！」

「――嫌だ」

　千里はきっぱりとそう断言した。

「…………」

「…………」

　気まずく重苦しい沈黙が辺りに満ちる。

　そのまま時計の秒針が一回りして――

「……えっと」

　クフィールは目を瞬かせて言った。

「それは反語表現か何かでしょうか……？」

「端的に言う。嫌だ」

「……が、がうー」

「がうがう言っても駄目だ」

「…………がうぅ……」

　クフィールは何やらごそごそと傍らを探ると辞書のようなものを取り出してぱらぱらとめくり始めた。

「念の為に言うけど同音異義語とかじゃないからな。嫌だ、ＮノＯー、断固拒否だ！」

「がう……」

「馬鹿馬鹿しい！　話にならねえよ！」

　言って立ち上がると千里は足音も荒く石畳の道を歩き出す。

「あの……どちらへ」

「帰る」

「あ――でも」

「ついてくんなッ!!」

　怒鳴る千里。

　びくりと身を竦ませたクフィールをその場に置いて――彼は駆けだした。
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「それで……そのまま帰ってきてしまったのですか？」

　呆れの響きを伴うそんな言葉と共に、上品な白いティーカップが置かれた。

　黒檀のやたらと大きな執務机についているのは、千里を〈都市〉まで連れてきた例の青年である。彼はぱらぱらと呑気な仕草で漫画雑誌のページをめくっていた。

　そして――

「状況説明もせずに？」

　青年の傍らに立っているのは一人のメイド・サーヴァントであった。

　黒髪と黒瞳。更に帯びているメイド服も漆黒のワンピースに純白のエプロンだ。

　だが同じ服装とはいえ、クフィールの場合とは――似合わない者が無理矢理メイド服を着ているだけのモドキとは明らかに異なる。

　その優美な容姿と慎み深さを示す典てん雅がな物腰は、清潔なメイド服とぴたりと嚙み合い、一つの完成形を描き出している。まるでメイド・サーヴァントの本場たる英国イギリスから――それもヴィクトリア王朝時代の――やってきたかのように、その姿には一いち分ぶの隙もない。

　もっとも……

「まあ元々、『新入り』への説明諸々は、アジャスタントの仕事だしなー」

「しかしそのまま放置はさすがに無責任かと」

　隙はないが――本来のヴィクトリアン・メイドにはまずありえない余分なものは付いていたりもする。

　髪の色と等しい、黒い獣耳と黒い尻尾が。

「だってしょうがねえだろ。俺が説明しても苛いら立だつみたいだし」

　のんびりと漫画雑誌を眺めながら青年は言った。

　彼とメイド娘のいる部屋は――円筒形をしていた。

　直径およそ十メートル――単に部屋と呼ぶには、少々躊躇ためらいを覚えるような広さである。坪数にしてみれば二三坪余り、腕の良い設計士ならば普通に家が一軒建ってしまう面積だ。

　しかも天井の高さも約五メートル。

　一般的な家屋からすれば高すぎる――二階層分に相当する高さである。雰囲気としては部屋そのものが一つの吹き抜けのようだった。

　そんな色々規格外れの丸い部屋の真ん中。

　そこに『俺様が主あるじだ』と言わんばかりに、青年の執務机がどでんと置かれている。

　でもって周りは全て――本棚であった。

　円の内周、つまりは内壁の全てが本棚として作り付けられているのである。まるで図書館の中のような――尋常でない光景だ。しかも……その本棚の中の並びがまた支し離り滅めつ裂れつというか無茶苦茶というか。

　本はラテン語やギリシャ語のハードカバーから、専門書、画集、漫画の単行本に、小説の文庫本、週刊ファミ通まで節操なく詰め込まれている。しかもそれだけでは飽きたらないのか、あちこちに組み立て前のプラモデルの箱とか、フィギュアの箱とか、その中身の完成品とかが詰め込まれたり、飾られたりもしている。

　挙げ句に――ある棚の一段には、分解された自転車の部品とか、釣り竿とか、旧いフィルム式写真機とか、千羽鶴とか、自動小銃とか、チェーンソウとか、募金箱とか……が、これまた節操なく置かれていた。

　それぞれ幾つ数があるのか……ぱっと見た限りでは想像もつかない。

　それどころか、この青年が何者かすらわからない。多趣味だというのはわかるが、それだけだ。本棚の並びを見ればその者の人格や知能程度がわかるというが――此処までの混沌ぶりだと、要素が互いに打ち消し合い、平均化されてしまって、まるで読み取れないのである。

　まあそれはさておき――

「彼が怒るのは、真面目に説明なさらないからでしょう？」

　メイド娘が、若干ながら非難の響きを載せた口調でそう主を窘たしなめる。

　しかし青年はへらへらと笑いながら漫画雑誌を机の上に放り出し、ティーカップを手に取った。

　そこからふわりと漂うのはアールグレイの香りである。

「ん……」

　強くもなく弱くもなく、適度な温度と時間が醸し出す独特の芳ほう香こう。

　手にしたカップを左右に軽く揺らし、眼を閉じて匂いを楽しむ青年の姿は、元々の美形振りのお陰で、まるで英国貴族の如くひどく様になっているのだが――

『やめて……お兄ちゃん！』とか。

『ユミ……怖いよぉ……！』とか。

『変なの…ユミ変なのぉ！』とか。

『らめぇ！　そこらめぇ！』とか。

　――机の上に放り出された漫画雑誌のページには、まあそーゆー感じの台詞とコマが所狭しと描かれていたりするので、色々どーしよーもない位に台無しであった。

「真面目な説明なんてもんほど、下らないものはないと思うんだけどなー」

「榮えい太た郎ろう様」

「うん？」

「そもそも……もっと段階を踏んで丁てい寧ねいに招くことはできなかったのですか？」

「勿論、できたさ」

　二口ばかりアールグレイを飲んでからカップを机の上に戻して青年は言った。

「実際、そういう形で連れてきている者もいるしな」

「では――」

「忘れたのか？　これは実験だよ、エーネ」

　榮太郎と呼ばれた青年はにたりと笑いながら言った。

「想定され得るありとあらゆる事例ケースを仮想展開シミユレートし、検証する。それがこの〈都市〉に与えられた機能であり存在理由だ」

「それは――」

「我々が一般社会と馴染めるのか否か。一般社会が我々と馴染めるのか否か。実のところ、一般社会に比して我々の数はあまりに少ない。〈学園〉と〈連盟〉の関係者、及び在野の魔法使い達全てを併せても四千人弱。それに対して世界総人口実に七十億――」

　四千対七十億。

　実に百七十五万倍。

　それは――ある意味で絶望的な数字だった。

「もし魔法使い達と、一般社会との融和が実際に開始されたとしても――全ての人々に万全の状況や態勢を用意できるとは限らない。中には不本意な形で順応を余儀なくされる者もいるだろうさ」

「……確かに」

「その為の数ある実験台の一つってとこだな、周防千里君とクフィールは。たまたま彼の場合はそういう特異状況が宛がわれただけのこったよ」

「…………惨むごいような……」

　エーネと呼ばれた獣耳＆尻尾付きメイドは微苦笑を浮かべる。

「そうか？」

　むしろ楽しげに榮太郎は言う。

「こんなオチモノ的シチュエーション、そうそう体験できんぞ？　これで萌えなきゃ男じゃねえって。クフィールにしてもまんざらでもなさそうだったしな」

「……誰もが御主人様と同じような性せい癖へきだとは考えない方がよろしいかと」

「そーかなー」

　首を傾げながら榮太郎は再びティーカップを手に取ると、ずずず、とあまり上品とは言えない感じでアールグレイを啜った。
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　訳のわからない佇たたずまいが散見されるとはいえ――やはり街は街である。

　住民の動線にして街の血管でもある街路と水路は、複雑ではあるが、一定の法則性を以てよく整理されており、わかり易かった。

　恐らく見た目と異なり、道路の連結も建物の配置も、きちんとした計算の上で行われているのだろう。

　大まかな方向だけ決めた上、記憶のみを頼りに、行き当たりばったりに歩いた千里であるが――袋小路に入り込んだり、同じところをぐるぐる回ったりするようなこともなく、すんなり目的地へと辿り着くことができたのである。

　ギズモⅥのくっついたあの巨大な鉄の門の前に。

　だが……

「うーむ……」

　千里は巨大な鉄てつ扉ぴを前に唸った。

　思わず勢いに任せて走り出してみたものの、此処に来て文字通り彼は行き詰まっていた。

　ギズモⅥの開け方がわからない。

　内側――つまり〈都市〉の側にもギズモⅥの顔面はある。

　だが、こちら側は完全に飾りなのか、前に立っても話し掛けても、何の反応もない。あるいは他に何か反応して貰う為の条件があるのかもしれなかったが――さすがに魔法使いではない上、此処に来て間もない千里にわかるはずもなかった。

　正当な方法が駄目なら、強行突破しかない訳だが。

　しかし、まさかこの重そうな鉄扉を手で押して開ける訳にもいくまい。

「他の出口を探すか……？　でもなあ」

　ここに来る際に視たこの〈都市〉の全景からすれば、外に繋がる道は、あの橋一本だけだ。勿論、千里から視て死角側――〈都市〉の反対側にも同様の橋があるのかもしれないが、もしあったとしても、その橋が一体何処に繋がっているのかはわからない。

　どうせ普通に道が延びているだけではないはずだ。

　アメリカやＥＵ諸国辺りに繋がっているのならまだいいが、戦争中の国とか、あるいはアマゾン奥地とか南極なんぞに繋がっていたら目も当てられない。『まさかそんなことはないだろう』と舐めてかかると、多分、大変なことになる――その程度の想像力は、千里にもあった。

「となると、やっぱりあの橋に辿り着かないといけない訳だよな……」

〈都市〉の周りは、ぐるりと城壁のようなものが取り囲んでいて、基本的に出入りはギズモⅥを通らなければならないようになっているらしい。一見するとそれは刑務所じみたものにも見えるが――壁は、むしろこの『島』から住民達が落っこちないようにするための『柵』の意味合いの方が強いのだろう。

「――待てよ」

　ふと記憶を辿る千里。

　この〈都市〉に来る時に見たものを一つ一つ改めて脳裏に浮かべてみる。

　そして――

「そうか。水路だ」

『島』の外縁部には幾つもの滝が確認できた。確か、このギズモⅥのすぐ脇にも一つ細いが滝が――恐らくは水路から繋がっている――あったはずだった。

　勿論、水路の端には壁と同様に落下防止の鉄柵か何かが嗔め込まれているだろうが、上手くいけば鉄柵の隙間から外に出られるかもしれない。流れもあまり速くはなさそうだし、外側に出てから、水が滝となって落ちるまでの間に岸に上がれば、島の外縁部伝いに、橋の方にも出られるはず――

　千里はそう考えて辺りを見回す。

「よし――」

　周りには、相変わらず非常識な光景が広がっていた。

　千里のすぐ隣を、球体関節人形の少女がとてとてと駆け抜けていき、反対側からは、人間の頭部の代わりに狼の頭を載せた巨漢が自転車に乗って通り過ぎていった。

　でもって――

「…………」

　視界の端っこに覚えのある人影が見える。

　クフィールである。

　毎度の如く茫洋とした表情で彼女は十メートル程離れたところに立っている。

　恐らくその十メートルという距離は、『ついてくるな』という千里の言葉と、自分の、アジャスタントとかいう職務への妥協点なのだろう。

「……ったく」

　千里は溜息をついた。

　また飼い犬のことを思い出したからだ。

　あの駄目犬もよくこうやって千里の後をついて歩いていた。

　妙に臆病だったあの犬は、散歩には行きたがる癖に――いざ連れ出すと、いつも千里の前には出ようとしなかった。歩いている最中に他の犬と出会って吠えられようものなら、ささっと尻尾を巻いて千里の後ろに隠れてしまう。『鷹ネシエル』なんぞという大層な名前を貰っていた癖に、てんでそういうところは名前負けしている犬だった。

　元より人間――ではないのかもしれないが――と犬、容姿として似ている部分なんぞはまったくないのに、でかい身体に似合わず、妙におどおどしているその様子が、どうしても飼い犬を想像してしまうのだ。

「…………」

「…………」

　千里が改めて真っ直ぐに視線を向けると――クフィールはびくりと身を震わせて、こそこそと物陰に隠れる。眼が合ってから動いている時点でまったく無意味なのだが、何を考えているのやら。

「……まあいいか」

　あの少女が何処か飼い犬に似ているからといって、どうだというのか。

　別にどうでもいいことだ。

　千里は、こんな奇妙で常識の通用しそうにないところに住むつもりはないのだ。

　まして……あんな文字通りに人外の非常識な存在となれ合うつもりもない。単に千里は穏やかに普通の生活を送りたいのである。それを邪魔するものなんかいらない。

　多分、此処を出ていけば二度とクフィールと会うこともないだろう。

　本当にただの通りすがり。

　それだけだ。

　それだけなのだが――

「…………」

　千里はもう一度溜息をついて歩き出した。
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「――ありゃ」

　机の上に片肘をついて映像を眺めながら榮太郎は言った。

「これは……まずいか？」

　彼の黒く艶やかな机の上には……三十インチ・サイズの液晶ディスプレイが置かれていた。何処か古こ色しよく蒼そう然ぜんとした黒檀の執務机には似合わぬことおびただしいデジタル機器なのだが、まあ元々調和だの統一感だのを放棄したこの部屋では、別に珍しい組み合わせでもなかった。

　ただし。

　電源コードも映像信号ケーブルも繋がっていないそれが、どうやって電力を得て、何処から映像信号を受けているのかはまったくの謎なぞだったが。

　でもって――

「意外に行動力と決断力あるな、こいつ」

　ディスプレイの中には、石の階段を通って水路に降りていく千里の姿が映っている。そしてその後ろ――十メートルばかり離れて、彼の後をついていくクフィールの姿も。

「最初にパーマンズ・ヴォウについて教えておくべきだったか」

「はい」

　榮太郎の言葉にメイド娘が頷く。

「俺が行ってもいいんだが、いま、下へ手たに顔出すと意固地になりそうだしなあ」

　机に片肘をついて唸る榮太郎。

　彼がぱちんと指を鳴らすと……ずるる、という音がしそうな動きで、床から何かがせり上がってくる。硬い床に組み込まれていたものが顔を出したというより、何か粘液の中から浮かび上がってきたかのような、不自然極まりない現象である。

　しかも出現したのは十基余りの――液晶ディスプレイ。

　榮太郎の机の上のものと同型である。ただし床から直接生えているということで、見やすい位置に来るよう、背の高いスタンドに固定されている。

　既に電源が入っているらしいそれらには、幾つものウインドウが開いて、様々な映像や情報が表示されていた。

「誰か――今、ギズモのそばで、動ける者はいるかな？」

「〈フィロソフィアⅡ〉で検索してみます」

　メイド娘はそう言って一礼した。





●　●　●






　水路に降りる階段はすぐに見つかった。

　どうもこの都市では道路と同じく水路が重要視されているらしく――それこそ気軽に降りられるようにと、消火栓やら交通標識並みの頻ひん繁ぱんさで、あちこちに石造りの階段が設けられているのである。

　ここまでは何の問題もない。

　だが――

「そこの少年ッ！」

　小さな桟さん橋ばしに辿り着いた千里の背中に――突如そんな声が投げ掛けられた。

　いかにも『私気が強いです』と言わんばかりに、高く鋭く妙に尊大げな女の声。

　背後を振り返った千里は――

「……っておい!?」

　そこで思わず表情を引ひき攣つらせた。

　確かに異常なものはまあいい加減に見慣れた。だが、それでも慣れが感覚の部分にまで浸透するには、それなりの時間がかかるものだ。長い間、親しんできた常識的感性は根強い。だから、相対すれば思わず身構えてしまう対象というものは――ある。

　例えば鋭く尖った刃物の先端とか。

　例えば轟々と燃え盛る火炎とか。

　あるいは――

「そこで何をしてるですか!?」

　水路の上に直交する形で架けられた石橋の上に立って、やたら尊大な口調でそう詰問してくる少女――では勿論なくて。

　そのすぐ背後に傲然と立つ身長四メートル程の……

「なんでもありかよ……!?」

　……鋼鉄巨人とか。

　四メートルというと、たかが人間の二倍強、大した大きさではない、と普通の人間は思うかもしれない。

　だが実際に鋼はがねの塊かたまりとしてそれらが眼の前にそびえていたりすると、人間は自分がいかに脆ぜい弱じやくで矮小な存在なのか思い知らざるを得ない。それはまるで直立歩行する戦車の如く、生物などとは比べものにならない重量と剛性から醸し出される威圧感を、黙々と放散しているのだった。

　手前にいる少女が小柄だから、その巨大感が余計に際立つのかもしれないが――何にしても、こんなものがいきなり視界に入ってきたら、大抵の人間はまず、びびる。ましてやいかにも『ミサイル撃ちます』と言わんばかりの丸い穴が穿たれたコンテナ・ケースとか、『岩をも砕きます』と暗に主張する感じのごっつい鋼鉄の拳とかを見れば、身構えない方がおかしい。

　どう見てもそれは、これ以上ないという位に、武器で兵器で凶器であった。

　重武装の戦闘用ロボット。

　まあ端的に言えばそういう代物だった。

　でもって……

「通報を受けて来てみれば案の定なのです！　貴方あなたが周防千里なのですね？」

　少女が千里を指さして叫んだ。

　どうやらこの少女……千里のことを知っているらしい。

　しかも『通報』と今言った。ということは千里の行動を邪魔しようと考えている誰かの差し金なのだろう。

「この〈アバロン学園都市島〉から出てはいけませんです！」

　少女は言った。

　眼鏡といい、生き真ま面じ目めそうな表情といい、神経質な位に綺麗に整えられた髪と、何かの見本のようにきっちり着こなされた制服といい――何というか、見るからに『委員長』といった印象の少女ではあった。それも図書委員とかではない。間違いなく風紀委員だ。

　年齢は恐らく二十歳前――多分千里よりほんの少し年上といったところか。

　美人ではある。

　ただし彼女の場合、その容姿が優れていることよりも先に『生真面目』という構成要素が先に目立って、見る者の印象に残る感じだった。

「聞いていますか、周防千里！」

　びしりと千里の方を指差す少女。

　案の定というか何というか――その腕に『風紀』と書かれた腕章が揺れているのが見えた。はっきり言って出来過ぎな感じさえある。

　でもって同時に、彼女の動きをそのまま真似るかのように、背後のロボットも千里の方をびしりと指差してきた。その腕の部分にもやっぱり『風紀』の文字。

　わかり易すぎてむしろ胡散臭い感じだが――ひょっとして彼女はこの学園都市の警察といった役回りなのだろうか。

「誰か知らないが、邪魔しないでくれ」

「そうはいかないのです！　とうっ！」

　言って少女は橋の上から飛び降りる。

　同時に――ロボットもがっちゃこぎっちゃこと金属音をさせつつ橋の上から跳躍し、空中で少女の身体をキャッチ。そのまま着水した。戦車じみたごっつい姿の割りには、遙かに運動性と柔軟性があるらしい。

　ばん――と大量の水みず飛沫しぶきが辺りに舞い上げられる。

　それらが雨のように降り注ぐ中で、少女は眼鏡をキラリと反射させつつ、高圧的な口調で言った。

「大人しく従うです！」

「…………」

　千里は――無視して水路を覗き込んだ。

　どうやら水路の水深はそう深くないらしい。ロボットは腰の辺りまで沈んだところで止まっていた。もっともこの都市のロボットだから、たとえ全身鋼鉄製でも水に浮く程度のことはやりかねないが。

「繰り返します！　大人しく――」

「うるさいな」

　千里は眼鏡の少女を睨にらみ据すえて言った。

「俺は、非常識な連中に振り回されたくなくて家を出てきたんだよ。こんな非常識な場所には一秒だっていたくないんだよ！」

「そういう訳にはいきません！　そもそも――」

「いいから俺に構うなっ!!」

　叫んで千里は水路脇を走り出した。

　何者か詳しいことは知らないが、ここまでするということは、逆に水路から外に出られると太鼓判を押したようなものだ。いくらロボットとはいえ、あの巨体――水の抵抗は大きいだろうから、素早くは動けまい。捕まる前に適当な場所から水の中に飛び込んでしまえば、追いつかれる心配はない、と千里は踏んでいた。

　幸い、泳ぎには少し自信がある。

「待ちなさいっ！」

　少女が叫ぶと、ロボットはざばざばと水を蹴立てながら千里の方へと迫ってくる。

　千里の読み通り、水が抵抗になっているせいか、動きがやや鈍い。防水処理はされていても、元々陸戦用ということなのだろう。

「ああもう――聞き分けのないっ！　ならば……！」

　ぐりんとその両腕が高射砲の砲身の如く旋回する。

　否。回転したのはその肩の部分。両腕はあくまでそこに添えられただけだ。

　いかにも『ミサイルが出ますよ』と言わんばかりの――肩部コンテナ二基。

「大人しくさせてから、こんこんと説教してあげるです！」

　少女の叫びと共にそれは一斉に発射された。

　六発の――

「ちょ……!?」

　――猫。

　比喩でも何でもない。

　耳があって、尻尾があって、にゃーと啼なく定番の愛玩動物が、六発――もとい六匹分、ぎゅるぎゅるぎゅるりんとミサイルのように進行方向の軸に沿って回転しつつ、頭部から千里に向けて突っ込んでくる。しかも御丁寧にも首には鈴と『拾ってください』と書かれたプレートまで括り付けられている。放物線を描いているところを見ると、ミサイルというより、迫撃砲弾に近いのかもしれないが。

　まあ、そんなことを冷静に考えている状況では勿論なくて。

「ぬわ――っ!?」

　愕然としつつも、反射的に飛んでくる猫達を受け止めようとする千里。












　だが――あまりのことに彼の対処は遅れた。当たり前だが。

　にぎゃああああと、赤ん坊のぐずり泣きにも似た、発情期っぽい啼き声を上げながらぶっ飛んできた猫六発――もとい六匹は、まるで容赦ない勢いで彼の周囲に着弾。

　間髪入れずに、爆発した。

「ぬがああああああああああっ!?」

　爆風に吹っ飛ばされて、ごろごろと水路脇の護岸部を転がる千里。石段のところまで転がった彼は、そこで一段目の角に頭をぶつけて『ぐげっ』と間の抜けた声を漏らした。

「……てめえ鬼かっ!?」

　それでもがばりと跳ね起きて怒鳴るあたり、千里も大たい概がい、非常識に頑丈ではある。

「鬼でもなければ悪魔でもありませんですっ！」

　傲然と少女はそう宣った。

「見たか御み狩かり谷やはるか特製――標的誘導弾〈捨て猫グレネード〉の威力！　です！」

「どっからどう見ても鬼だろうが!?」

「人形だから無問題なのです！」

　喚く千里に堂々と応じる少女。

　まあ確かに、冷静に考えれば、生なま身みの猫が爆発する訳がない。

　だが、そもそもランチャーから猫がすっ飛んでくる時点で、常識的な判断力なんぞ瞬間的に蒸発せざるを得ない訳で。

「弾体を目標に誘導するのではなく、思わず受け止めちゃいそーな弾体にデザインすることで、目標をミサイルに誘導する！　お陰で高度な誘導システムを不要とする新世代ミサイル!!　この素晴らしき発想の転換！　自分の才能が怖いです!!」

「そんな才能はとっとと干上がっちまえ！」

　爆発力が弱かったせいか、首だけ吹っ飛ばずに残った猫――ではなくてよく見れば微妙にデフォルメされた人形だが――が、尚も千里の脇で、赤ん坊じみた声を出している。首だけの人形がカタカタと蠢きながらぅ[image: ]ーぅ[image: ]ーと啼いている様は、近寄るどころか、どん引きのホラーだった。

「勿論、捨て猫では保護欲をくすぐられないよーな鬼畜向けに、子犬型、ハムスター型、交差点で立ち往生する老婆型、ちょっと小生意気な妹型、対編集者専用に書き上がったばかりの生原稿型など、各種取り揃えているのです！」

「威張るなッ!!　鬼畜はてめーだっ!!」

　頼まれてもいないのに得意絶頂で説明しつつ勝ち誇る少女――御狩谷はるか、というのが名前らしい――に怒鳴る千里。

「捨て猫では、いまいち反応が悪かったですね。貴方みたいなちょっとヒネた系の少年ならば、捨て猫は河に飛び込んでも助けるのが定番だと思ったですが。『ちっ。しょうがねえな』とか言いながら」

「何の定番だ何の」

「猫派ではなかったということですか。じゃあ次は〈捨て犬グレネード〉で！」

「するなっ!!」

　いそいそとロボットのグレネード・ランチャーに、白と黒の、何処かで見たよーなバタ臭いビーグル犬――まあ人形なのだろうが――を装嗔しようとしているはるかに向けて千里は叫んだ。

（しかし……どうする）

　千里は次の攻撃に身構えながらも考える。

　今の攻撃は元々、手加減されていたのだろう。

　本気を出して攻撃されればどうなるか。まあこっちを殺すつもりはなさそうだが――あの無茶苦茶ぶりだと『ついうっかり殺してしまいましたです！』とか言って事故死させられかねない。刃物だの拳だのと違って、ミサイルだの銃弾だのレーザー砲だのは寸止めする訳にもいかないだろう。

　ここはひとまず投降しておくべきか。さすがに命を捨ててでもこの都市から逃げ出そうとまでは千里も思わない。とりあえず諦めた振りでもしておけば、相手にも隙ができるだろうし。

　そんなことを千里が考えた――その時。

「……千里様」

　とん、と千里の横に降り立った者がいる。

　二十段以上もの階段を一足飛びで下りてきたとは思えない位に、それは軽々とした動作だった。

　クフィールである。

「ここは私にお任せ……下さい」

「え……？」

　千里は思わず瞬きしながら傍らのクフィールを見た。

　彼女は〈都市〉側の者のはずだ。

　ならばむしろ眼鏡少女と一緒になって、千里を捕まえようとするのが筋ではないか……？

「なんで？」

「補助対象者の行動をお手伝いするのがアジャスタントの役目です……から」

　言ってクフィールはきゅっと拳を握った。

　その横顔が――不意に引き締まる。

　少女の顔から茫洋とした雰囲気が拭ぬぐい去さられ、悲壮な程の決意が露あらわになって――

「命に、替えても」

「いや、ちょっと待て」

　そんな大層な話なのか？

　というかアジャスタントってのはそんなに大層な役なのか？

　と――問う間もなく。

「…………がうっ」

　短い呼気を逬らせて、クフィールは迫り来るロボットに向けて跳躍していた。

　人の形でありながら、空中を翔るその姿は、まるで獲物に向かって飛びかかる一匹の獣の如く、躍動感に満ちていて、無駄なく、端的で、そして――

「…………！」

　――何よりも華麗だった。

　思わず千里はその姿にみとれてしまっていた。

　今までのクフィールの背負っていた、のそのそした雰囲気とまるで違う。

　同時に――

「刃向かうですか!?」

　驚いた様子で叫ぶ、はるか。

　だがクフィールは答えず、空中で長身をひねって一回転半、両足を揃えてのドロップキックをロボットに向けてぶちかましていた。

　片や長身とはいえ少女。

　片や戦車並みの重量がありそうなロボット。

　多分重さから言えば百倍余りの差があるだろう。どう考えても帰結は明らか――だったはずなのだが。

「――ッ！」

　どごん、という爆音じみた音と共によろめいたのは、ロボットの方だった。

　衝撃で吹っ飛ばされた眼鏡少女が、数メートルを飛んで、ぼちゃんと水路に落っこちる。

「――うそ」

　目を丸くして呟く千里。

　クフィールはそのまま蹴りの反動で舞い上がり、空中で再び一回転。

　今度は両手両足を使ってロボットの胸部に取り付いた。

「千里様――お早く」

「あ、ああ――」

　思わず見とれていた千里は、クフィールの呼び掛けで我に返る。

　ここはクフィールに任せて自分は水路に飛び込んでしまえばいい。頭ではとりあえずそうわかっていた。

　だが――

「…………」

　抵抗感がある。

　自分の為に……会ったばかりの自分を助ける為に、戦ってくれているらしいクフィールをこの場に置き去りにして良いのか？

「――[image: ]ッ！」

　ロボットが声というより、何か不協和音じみた音を出して両手を振り回す。

　パワーショベルとも互角に張り合えそうな鋼鉄の腕が、クフィールの細い身体を弾き飛ばした瞬間、思わず千里は叫んでいた。

「クフィールッ!?」

　だが――クフィールは再び空中で身体を捻って姿勢制御。

「――がふッ！」

　だん！　と四つん這いで水路脇に立つ建物の壁に着地した。

　両手の指を両足の爪先を建物の壁に食い込ませて、まるでニンジャのように彼女は壁に取り付いている。魔法なのか――そうでないとしたら、とんでもない指と四肢の力である。

　そこに――

「[image: ]ッ！」

　追い打ちとばかりに一声吼えて（？）ロボットが腕を掲げる。

　次の瞬間、ロボットの右手首から先がばしゅんと音を立てて発射され、鋼鉄の拳がケーブルの尾を引きながらクフィールを壁から打ち落とさんと突っ込んでいく。

　だがクフィールは更に壁から跳躍。

　伸びる拳の一打を回避、拳はそのまま空を切り、隣の建物の壁に食い込んで止まった。

　そこに――

「――がうッ！」

　短く呼気を吐いて降り立つクフィール。

　何処に？

　即ち、ロボットの腕から伸びた――ケーブルの上に！

「[image: ]ッ!?」

　あるいはそれはロボットの驚愕の叫びだったのかもしれない。

　仰のけ反ぞるロボットに向けて、クフィールは駆ける――ケーブルの上を。

　とても綱渡りとは思えない速度で肉薄する彼女を、左手の一打で停めようとしてロボットは身構えるが、明らかにクフィールの方が速い。

　二打目が発射されたその瞬間、クフィールは自分に向けてすっ飛んできた鋼鉄の拳に手を付き、まるで跳び箱を跳ぶようにしてこれをも回避。

　くるりと空中で回転して、伸ばした右足の踵かかとをロボットの頭部にぶち込んだ。




　がごん！




　音を立ててへこむロボットの頭部。

　さすがにこれは効いたのか、ロボットはぐらりとよろめいて――倒れる。

　ばしゃんと撒まき散ちらされる大量の飛沫。

　ロボットはぶくぶくと泡を漏らしながら水底に沈んでいく。

　もがく様子もないし、そもそも機能停止しているのか、ぴくりとも動く様子がない。

　どうやら――これ以上ないという位にはっきりと、勝負はついたようだった。

「すげえ……」

　千里はただただ感嘆するばかりである。

　この出鱈目千せん万ばんな魔法の世界に、どれだけ現実の尺度を当てはめて意味があるかはわからないが……戦車や装甲車に匹敵するであろう重武装の、飛び道具さえふんだんに備えていた戦闘ロボットを、クフィールは素手で制圧してのけたのである。

　それはつまり、個人が戦車と同等の戦闘力を備えているというのに等しい。

　やはりどれだけ女の子に見えても人間ではないということか。

　だが――

「おい――クフィール!?」

　慌てて千里が叫ぶ。

　クフィールが――ロボットと同じく、水飛沫を撒き散らしながら水路に沈んだアジャスタントの少女が、浮かんでこない。

「ってまさか――あんなアクロバットできる癖に、泳げないのかよ!?」

　泳げないのに。

　こんな水路で大立ち回りをしたのか――あの少女は？

　水深はおおよそ二メートル。

　数字だけ見ればささやかな印象だが、実際には、充分に溺でき死しできる深さだ。

　勿論、人間でないクフィールが溺死するとは限らない。

　でも溺死しないとも限らない訳で…………

「くそっ――！」

　千里は短く呻いて水路に飛び込んだ。





●　●　●






　何時の頃からだったろうか。

　千里は――飼い犬の存在に慣れた。

　不ふ承しよう不ぶ承しようながらも世話を続けていればそれなりに情も移る。

　まして千里の側には、本来ならば、他者によって埋められるべき空くう虚きよがあった。




　――まって。おいてかないで。




　二人分の――欠落。

　どうしようもない位に空くう疎そなそれを、犬が代わりに埋めることになったのだ。

　勿論、他の人間では、それは無理だった。父は仕事でどうしても不在がちだし――何よりも千里は、とある事情の為に、周囲からは浮いた存在になっていたからだ。

　知人の類は人並みにいたが――友人と呼べるような者は、一人もいなかった。

　学校でも。隣近所でも。

　彼は腫はれ物ものに触るかのような扱いを受けていた。

　殊更にいじめられた訳ではないが――誰もが彼とは距離を置きたがった。

　気味悪がられていたのだろう。それでも尚、近付いてくる人間は大抵が何らかの思惑を抱えていた。純粋に――何の下心も思惑もない他者と付き合うということが千里にはできなくなっていた。

　だが……犬は違った。

　当たり前だ。

　犬にとっては、千里にどういう過去の事情があろうと関係がない。ただ餌をくれて散歩に連れて行ってくれる――飼い主というだけのことだ。それ以上でもそれ以下でもない。

　言葉を使えず、愚ぐ鈍どんであるが故にこそ、犬は千里のそばにいることができた。

　だから千里にとって、その犬はいつしか家族のような友人のような存在になっていた。

　その犬の前でだけ千里は笑った。

　その犬の前でだけ千里は泣いた。

　犬は犬で何もわからないままに彼のそばに侍り――無心に尻尾を振っていた。

　それが千里にとっては当たり前の日々になっていった。

　だが――
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　十分後。

　千里は水路脇にあった小さな広場で、包囲されていた。

　クフィールを――ついでにやっぱり溺れていた御狩谷はるかを――引き上げている内に、改めて駆け付けてきた別のロボット達に囲まれてしまったのだ。

　何でもそれらは治安ゴーレムと呼ばれる代物で、此処での警察官に相当する存在だとか。元々はこちらが千里を取り押さえに向かっていたらしいが、より近くにいたということで、はるかが先に現場に到着してしまった、ということらしい。

　でもって。

　どうしてそこまで熱心に、千里が〈都市〉から出ることを彼等が阻止しようとしていたかというと――

「――パーマンズ・ヴォウ？」

「そうなのです」

　腰に手を当てて千里の前に仁に王おう立だちしながら、はるかは言った。

　全身びしょ濡れな上に、眼鏡のレンズに片方亀裂が入っていたりするので、今一つ迫力とかそーゆーのはなかったが。ちなみに彼女の後でやっぱり若干頭をへこませたゴーレムが、腰に手を当てて反そっくり返っていた。どうやら再起動したらしい。

「あのまま貴方が水路から外に出ていたら、確かに帰れたかもしれませんですが」

「…………」

　ついでに言うと制服が濡れているせいで、はるかの下着が透けて見えているのだが、さすがにここでそれを指摘するような迂闊な真似は千里もしなかった。

　それはさておき……

「十中八九間違いなく――そのパーマンズ・ヴォウが発動して、貴方は脳天パーになっていたですね」

　はるかは自分の頭を指さしてくるくると回してみせる。

　元々、世間から隠れ住む魔法使い達が、一般人と共存できる可能性を探る為に創り上げたのがこの通称〈都市〉――〈アバロン学園都市島〉である。

　故に現時点でこの〈都市〉や魔法使い達のことが世間一般に知られる訳にはいかない。

　そこで機密保持の観点から、この〈都市〉の関係者にはある種の『呪い』が仕掛けられているのだという。

　それが〈パーマンズ・ヴォウ〉だ。

　はるかが言うには、もし〈都市〉の関係者が、〈都市〉やそれに関連する情報事を、〈都市〉の外で関係者以外に漏らした場合――この呪詛が発動し、即座に脳天パーになってしまうのだとか。

「――って、これのことか!?」

　自分の左腕に付いた紋章を指差して千里は言った。

　彼が興奮しているせいか、紋章は淡く明滅を繰り返している。だが千里にはそれが爆発五秒前を示す警報ランプの瞬きにも見えたりする訳で。

「そうなのです」

「って――なんてことしやがる!?　外せ！　今すぐ外せ！」

　顔色を変えて怒鳴る千里。

　だが――

「そういう訳にはいかないのです！」

　と、はるかは言った。

　彼女は千里の左手を、そして自分の左手を指差して続けた。

「そもそもそれは、〈都市〉の外で、迂闊に〈都市〉のことを口外しない限りは無害なものなのです」

「だからって――」

「だから」

　聞き分けの悪い子供を諭さとすように、はるかは強調した口調で言った。

「逆に言えば、〈都市〉の秘密さえ守って貰えれば、いつでも外に出て貰ってもよいということなのです！」

「――あ」

　それはその通りだ。

　そもそも〈都市〉からまったく外に出られないのなら、そんな呪いは意味がない。

「しかしそのことを知らないまま外に出ていたら、まず間違いなく秘密を喋しやべって脳天パーになっていたです！」

　つまり。

　はるか達が千里が出ていくのを止めようとしたのは、千里が脳天パーになるのを防ぐ為だった訳で。

　ついでに言うと、水路の外は安全柵もないので、単純に危険なのだとか。亜空間であるこの〈都市〉のある世界は、底とか果てというものが設定されておらず――下手に落ちれば無限に落ち続けて戻って来れなくなるそうだ。

「――って、言えよ、そういうことは最初に!?」

「ろくに話も聞かずに、出ていこうとしたのは誰なんだよ！　なのです！」

　顔を付き合わせて怒鳴り合う千里とはるか。

　でもって――

「えっと……ということは……」

　おずおずと片手を挙げて尋ねるのは――やっぱりずぶ濡れのクフィールである。

「貴女あなたの行動は全くの無意味どころか、周防千里が脳天パーになるのを助けていただけなのです！」

「がうぅ……」

　表情を引きつらせて呻くクフィール。

「アジャスタントの癖にそんなことにも思い至っていなかったのか、です！」

「…………」

　怒鳴られたクフィールは首を竦め……そして上目遣いに千里とはるかを眺める。

　千里は、どんな顔をして良いのかもわからず単に疲れた表情で。

　はるかは、怒った顔でクフィールを睨んでいて。

　ついでにゴーレム達は人間のような目鼻がないので全く無表情で。

　だからクフィールを弁護する者も、容赦する者も、周りには見あたらない。

　そして――

「ご……ごめん……なさい……」

　蒼い髪の少女は、ぼそぼそとした声でそう言った。
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　ある日――飼い犬が調子を崩した。

　変なものでも食べたのかと千里は訝いぶかしみ、二日ばかり様子を見たが、犬はどんどん弱っていくようだった。三日目には下半身が麻ま痺ひしているのか、立つこともできずにずりずりと這はい回まわるだけになった。

　これはさすがにまずいと千里にもわかる。

　彼は獣医に犬を連れて行った。

　獣医はその場で千里に入院を勧め、千里はその通りにした。千里はその時初めて、保険の利かない犬の入院には、びっくりする位のお金がいるのだと知った。雑種の駄犬一匹には、はっきり言って過ぎた金額だったかもしれない。勿論、父から渡されていた生活費でどうにかなるはずもない。貯金を切り崩す必要があった。

　だが千里は構わず犬を入院させた。金額など関係なかった。

　ただ……

　それから一週間――千里は病院に行かなかった。

　何故か？　と改めて理由を問われれば千里は言葉に詰まらざるを得ない。

　期末試験の最中だったということもある。

　専門家に任せたという安心感もあった。

　動物病院が千里の家から遠く、タクシーを使わねばならなかったことや、犬の病気に振り回されて、疲れていたというのも理由の一つだろう。幾つもの小さな理由はあった。一つ一つは些細なことだ。だが積み重なればやはり身動きが取れなくなる。

　犬の状態が気にはなっていたが、さすがに中学生としての生活を放り出す訳にはいかない。ただでさえ周りから浮き気味である千里は、そこそこ無難に生きていく為に――皆が周防千里が『そう』であることを忘れてくれるまで、目立たぬ平凡な少年として生きていく必要があった。

　彼が病院へ行ったのは、入院から八日目のことだ。

「……………え？」

　病院から――犬が死んだと電話が入ったからである。

　千里が迎えに行くと、犬は物言わぬ物体となっていた。

　医者は何か言い訳じみたことを言っていたが、千里は詳しくは覚えていない。

　人間と違って動物医療では多少のミスも追及されないし、されたとしても、裁判沙汰になるのは稀まれだ。獣医がどんな処置をしていたのか――本当に手を抜いていなかったのかは、千里にはわからない。

　ただ――

　千里は想い出した。

　入院させたその日。

　くんくんと鼻を鳴らす犬の悲しげな目。




　――まって。おいてかないで。




　そんな言葉が、今更ながらに聞こえたような気がした。

　愚おろかだから――自分がどうなるのかもわかっていない獣の目。自分がどうして置き去りにされるのかも、どうして飼い主が自分から離れていくのかもわからず、不安で不安でしょうがない、そんな愚鈍の瞳。

　きっと――犬は歩けなくなった自分がまた、棄てられたと思っただろう。飼い主に見限られたことへの絶望と失意の中で、犬は死んでいったのだろう。

　それに千里は気付いた。

　気付いてしまった。最早啼きも吼えもしない犬の遺い骸がいを前にして、そんな今更どうしようもないことに気付いてしまったのだ。




　――まって。おいてかないで。




　呆然と犬の亡なき骸がらを見ていた千里の脳裏を旧ふるい旧い記憶の断片が過ぎった。

　忘れたくて仕方がないのに――何故かそこだけくっきりと刻まれている記憶。

　まるで呪いのように。

（……俺は……また……………！）

　もし。

　一度でも見舞いにいってやれていたら、ひょっとして犬は安心しただろうか。

　たとえ助からなかったにしても、次に千里が訪れるのを待って――希望を抱いたまま少しは安らかに逝いけただろうか。

　もし――そうだとしたら。

　自分は何と薄情だったのだろう。

　わずかな時間を割さくことを厭いとって犬に絶望を与えた。絶望の中に沈んだままの飼い犬を死なせた。犬の気持ちよりも自分の都合を優先した。差し伸べることのできたはずの手を――差し伸べなかった。

　勿論、死そのものについての責任は千里にはないだろう。

　それは犬にとって天寿であったかもしれない。

　だが――それでも。

（俺はひどい奴だ）

　ほんの僅かな努力……だがそれを千里は怠おこたった。

　だから犬は孤独と悲嘆の内に死んだ。

　それはもう取り返しがつかないことだ。

　駄犬ネシェルは――もういない。
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〈アバロン学園都市島〉は、その平和そうな名とは裏うら腹はらに、要塞にも等しい機能を備えている。

　基本的に〈準世界〉空間に設置されたこの巨大な箱庭は、通常の〈原世界〉空間とはほぼ完全に切り離されており――それ故に飛行機だろうと船舶だろうと〈原世界〉からは到達できない場所になっている。

　例外は、島の左右に設けられた長大な橋のみだ。

　このへその緒のような二本の細い道だけが、言ってみれば〈都市〉と現世を繋ぐ、文字通りの架け橋なのである。一見、単なる道に見えるそれは、膨大な術式の集合体であり、時空間転移用の〈門ポータル〉でもある。

　逆に言えば――魔法を能よくする〈都市〉の住人達ですらも、これだけの術式を集積しなければ、異世界と現世を繋ぐのは不可能ということなのだった。

　つまりこの二本の橋さえ防衛されていれば、絶対に部外者はこの〈都市〉に侵入することができない。そしてこの橋は島の外周を巡回する四体の守護巨竜セキユリテイ・ドラゴンと、亜空間に常駐する重機動ゴーレム部隊一個師団、そして〈都市〉の中央制御電脳〈フィロソフィアⅡ〉が走らせる護法術式によって、常に警備されている。

　如何なる魔法使いも――神や魔でさえこの守りを突破するのは不可能だろう。

　だが…………

「――ととっ」

　ひょいとその男は現れていた。

　まるで動く歩道やエスカレーターから降りようとして、ちょっと、躓つまずいたかのように、その場で平衡バランスをとろうと、たたらを踏むような感じで。

　ひどく平凡な仕草で。

　だが文字通りに――どこからともなく。

　それが空間転移シフトでもなく、透明化術式クローキングでもないと知れば、〈都市〉の関係者達は驚愕しただろう。そしてそれがありえないはずの『外』からの来訪者であったと知れば、驚きを通り越して警戒したかもしれない。〈都市〉の魔法使い達ですら知らぬ原理で以もつて、その男はこの〈都市〉の中に出現していたのだ。

「ふむ。なるほどな」

　驚異の侵入者は――しかしある意味で至極普通の姿形だった。

　別に翼が生えている訳でもなければ、腕が六本ある訳でもない。容姿としてはごくごく普通の成人男性である。黄色人種で、年齢は三十代半ばといったところか。中肉中背で体格にも容貌にも取り立てて特徴はない。

　ただ……〈都市〉基準はさておき、一般社会の尺度で見れば、その格好は激烈に胡散臭かった。

　黒い革のスーツに、柄物のシャツ。目許は丸レンズのサングラスで覆い隠し、手首やら指やら胸元には銀のアクセサリーが幾つか。何というか――麻薬の密売人か、ちょっと自己主張の激しい殺し屋か、さもなくば三下ヤクザといった風体である。

「悪ぅないな。うん。悪ぅない。ええ感じや」

　べったべたの関西弁で男はそう呟く。

　彼が立っているのは、〈都市〉の片隅だ。

　先程まで、千里達がドタバタを繰り広げていた水路から、数メートル程度しか離れていない。それなりに天使やら悪魔やら精霊やら自動人形やら魔法使いやら、個性豊かすぎる通行人達が行き来している街角では、むしろその男の姿はひどく地味ですらあった。

「此処が次の舞台やな。ＢＤもええ仕事しとる」

　男はぐるりと〈都市〉を見回す。

　そしてポケットに手を突っ込んでのんびりと歩き出しながら男は呟いた。

「さて……問題はこっからやな」
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　ぽたりぽたりと雫しずくが滴したたる。

　点々と水滴の後を石畳に残しながら、千里は〈都市〉の街路を歩いていた。

　全身ずぶ濡れの異様な状態なのだが、元々人間以外が当たり前に闊歩している街なので、殊更に千里に注意を払う者はいない。精々が通りすがりに、ちらりと一いち瞥べつを投げていく位のことだった。

　そして――

「…………」

　立ち止まる千里。

　彼が振り返るときっかり五メートル離れた場所で、やっぱりずぶ濡れのクフィールも立ち止まっていた。

　ちなみに彼女は下着姿のままで、脱いだメイド服は小脇に抱えている。

　考えてみれば随分と扇せん情じよう的てきな格好ではあるのだが――元々、水着同然の格好で歩いている天使とか、見るからに重そうな全身鎧装備の獣人とか、常に表面の柄や色や透明度が変動する服を着た精霊とかが、平然と闊歩している街なので、クフィールの下着姿もあまり目立たない感じだった。

「あの……」

「…………」

「その……」

「…………」

　千里はただひたすら無言。

　そして――

「……私……アジャスタント失格……」

「…………」

「……がうぅ……」

「…………」

　ぴたりと千里は立ち止まる。

　クフィールも五メートルを隔てて停止。

「……あの……」

　動くのを止めた分、二人の間に横たわる空気の重苦しさは倍加した印象だった。

　だが――

「……俺の部屋は何処だ」

　ぼそりと千里は言った。

「…………がぅ？」

「だから」

　苛立たしげに千里は続ける。

「俺の部屋は何処なんだよ。先に送った荷物があるんだ。此処から出て行くにしても、何するにしても――まずはそこからだ」

「あ……はい……」

　クフィールはこくこくと何度も頷いた。

「案内します。お任せください――今度こそは必ず……命に代えましても……！」

「道案内くらいで代えんなっ！」

　と呻くように怒鳴る千里。

　だが――

「……こちらです……」

　それでもまだ何処か茫洋とした感じは抜けないが、幾分表情を明るくして言うクフィール。自分にできることを要求されて嬉しいのだろう。犬で言えば尻尾を振っているよーな感じだった。

「…………はぁ」

　溜息をつきながらクフィールについて歩いていく千里。

「冗談じゃねえぞ、まったく……」

　気ままで地味で普通の独り暮らしを選んだはずだった。

　千里の過去を知らぬ者達の間で、殊更に注目されることもなく、ひっそりと、一人静かに生きていくつもりだったのに。本当に、それだけが望みだったのに。

　結果――この体ていたらくである。

　計算違いも甚はなはだしい。

　おまけに訳のわからない付き人なんざ付けられて――

「こちらです、千里様……こちらです……！」

「…………」

　妙に嬉しそうに千里を手招きしながら歩いていくクフィール。元々がかなり低血圧っぽい雰囲気なので、そうは見えにくいが……あれはあれで、はしゃいでいるのかもしれない。

　そんな彼女を見て――

「……はぁ」

　千里はただ溜息をつくしかなかった。













　学生寮。

　その単語を聞いて――あるいは見て多くの人間が抱くイメージはどんなものだろうか。

　築二十年位で風呂便所共同の木造建築？

　鉄筋コンクリートの小規模マンション？

　時代と共に、こうしたもののイメージは変わっていく。

　学生が『貧乏』の象徴だった時代は、もう遠い昔だ。今では就職した方が収入が減るという理由で、フリーターを進路に選ぶ者だって多い。風呂や便所どころか、電話まで共同だった時代は遙かな過去――今ではオートロックだのインターネットだのハイテク完備の学生寮も別に珍しくなかった。

　だが――

「…………」

　千せん里りは、彼にあてがわれたという部屋の扉の前で呆然と佇たたずんでいた。

　意外というか何というか。

　学生寮の建物そのものは割りと大人しめというか――普通だった。

　外観はやっぱり中世ヨーロッパの寄宿舎ドミトリイっぽいというか、煉瓦造りの洋館になっていた。三階建てで部屋数は三十。建物の大きさからすれば、少々部屋が少ない印象もあったが……案外、食堂やら何やらの共同施設に面積や空間をとられているのかもしれない。

　とにかくぱっと見には、驚くような要素はなかった。

　まあここまでは良かったのだ。ここまでは。

　千里は自分の部屋だと聞かされた二階の二○九号室へと真っ直ぐに向かった。

　しかし――

「……俺の部屋」

　ぼそりと千里は呟つぶやく。

　彼の案内された部屋の――扉。

　そこには顔があった。

　ごっつい――鋲びよう打うちなんかもされていたりして、どう考えても鋼鉄製としか思えない扉の表面に、厳めしい男の顔が浮き彫りにされているのである。

　例の――学園都市正門にあった『門番』ギズモⅥの縮小版という感じである。

　でもって。

「まさかこいつも喋しやべったりとかすんじゃねえだろな……」

「――周す防おう千里」

　喋った。

「――わあっ!?」

　思わず飛び退き――だがそこは幅広いとはいえ廊下、反対側の壁に背中から激突した千里は呻うめきながら傍かたわらを振り返った。

「なんだこいつはっ!?」

「私はギズモⅣである」

「いや、ギズモってあの正門の――」

「正しくは」

　ギズモ――らしい――本人（？）が言った。

「その端末である。我は『鍵』の番人として創られた仮か想そう神しん格かくである。このアバロン学園都市における扉は、全て我の端末と考えてもらって構わない」

「いや……構わないって……」

「気にするな」

「するわっ！」

　と喚わめく千里。

　それはつまり自分の部屋の鍵を他人が握っているに等しいではないか。

　だが――

「表の世界でも、指紋照合で扉を開けたりするだろう。あるいは自分の仮想的な金庫を開く場合にクレジット・カードという鍵を使うだろう？」

「あ？　あ――」

　つまりコンピュータのオンライン端末と同じということだ。

「……って、ＡＴＭが喋るかよ」

「取扱説明を音声と画面で表示するのではないか？」

「…………」

「それと同じだ」

「…………」

　千里は溜息をついた。

　仕方ない。

　そもそも空に浮かぶ街だの、ドラゴンだの人魚だのをこの目で既に見ているのだ。今更、喋る扉にいちいち驚いていても始まらないではないか。

　千里は、とりあえず扉の前に戻った。

「納得して貰えたか？」

「……まあ一応」

「では本人確認を」

　言ってかぱりと鉄面は口を開いた。

「え？」

「手をこの中に」

「…………」

　まるでローマの『真実の口』みたいに口を開いて千里の手を待つ顔面――ギズモ。

「途中で嚙み千切ったり――しないよな？」

「そのようなことをして何の得が？」

　とギズモ。

　ぎゅむ――とギズモを中心にして、鉄てつ扉ぴに渦巻き状の皺しわが寄ったのは、首を傾げたのかもしれない。

「えっと――右手？」

「左手だ」

　とギズモが言ってきたのでとりあえず左手を入れる千里。

　まあ毒を喰らわば皿まで――嚙み千切られても利き腕でなければまだマシ、程度の判断だったのだが、言葉通りギズモは口を閉じることもなく、そのまま『うむ。確認した』と言ってきた。口に千里の手をくわえたままで、どうやって声を出しているのかは謎なぞだが――

「では――」

　かちりと音がして鉄扉の鍵が外れる。

　同時にごりごりとやけに硬くて重い音を立てながら、鋼鉄の板は自動扉の如く壁の中に引っ込んだ。

「…………」

　おっかなびっくり部屋の中に入る千里。

　とりあえず中の造りは普通だった。

「……っていうか。広っ……」

　普通といえば普通だが、学生寮というか学生用マンションとしては過剰な位に広い部屋で――どうやら２ＬＤＫ構造になっているらしい。玄関に直結する細い廊下を通って中に入ると、十畳以上の広さの居間リヴイングがあった。

　むしろ、至れり尽くせりといった印象である。

　見れば、小さいながらもキッチンが備わっているし、便所も風呂も付いている。学生一人と言わず、新婚夫婦でも問題なく暮らしていけるだろう。

　とりあえず色々あって疲れた千里は、長い溜息を漏らしながらリヴィングのテーブル・セットの椅子を引いてそこに座った。

　でもって…………

「…………一つ聞きたいんだけどな」

　時計の秒針が一回りしてから千里は呻くように言った。

「なんでしょう？」

「なんでお前が当たり前の顔してそこにいるんだよ!?」

　と――びしりと音がするような鋭さで千里が指さしたのは。

「……がう」

　蒼あおい髪をした長ちよう身しん痩そう軀くの少女だった。

　クフィールである。

　ちなみに今なお濡れたメイド服を小脇に抱えており、本人は下着姿のままだ。

　千里が座っているからということもあるだろうが――室内という比較対象物の多い空間では、改めてこの少女が長身であることが意識される。されてしまう。それでいて少し猫背気味というか、ぬぼーっと立っている感が強いので、小柄な千里としては妙な圧迫感を感じたりもするのだった。

　まあそれはさておき。

「なんでって……」

　首を傾げるクフィール。

「それはアジャスタントです……から」

「いやだから。案内人なんだろ？　別に一緒に暮らす訳でもなし――」

「一緒に暮らします……よ？」

　眼を瞬しばたたかせてクフィールは言った。

　まるで今更聞くまでもないような、変なことを質問されたかのように。

「アジャスタントは――」

　クフィールは言った。

「おはようからおやすみまで、御主人様の暮らしを見つめるライオ――もとい、暮らしを支援するのがその使命……ですので……」

「…………」

　呆然と――これで此こ処こへ来てもう何度目のことかわからないが――眼の前の少女を見つめる千里。

　一緒に暮らす？

　この少女と？

　会ったばかりで何も知らないこの子と？

　てっきり、付き人といっても部屋は別にあって、毎朝通ってくるとか、そういう形式になっているのかと思っていたのだが――

「ちょっと待てッ！　なんでそんなことが俺の承諾もなしに決まってんだよ!?」

　思わず怒鳴る千里。

　クフィールはびくりと身を竦すくませると、上うわ目め遣づかいに千里の方を見つめてくる。

「うぅ……がうぅ……」

「がう――は、いいから説明！　最初から最後まで、きちっと説明してくれよ!!」

　ばん！　と壁を叩く千里。

　さすがにいい加減、腹が立ってきた。

　確かに細かいことを調べもしないでこの〈アバロン学園都市〉に入学をきめた千里にも非はあるだろう。

　だがそもそもこんな非常識な世界だと誰が想像する？

　ドラゴン？　浮遊島？　ゴーレム？　アジャスタントに喋る鉄扉!?

　正直言って、自分でもよく錯さく乱らんしないでいられると千里は思う。

「ではアジャスタント制度の詳細について……ご説明いたします……」

「…………」

　そういえば、ここまで千里を連れてきたあの青年も、『説明はアジャスタントの役目』と言って、詳しいことは何にも教えてくれなかった。まあ事前に教えられていたらいたで、千里は鼻で笑うか、無視するか、聞き流すか、何にしても信じてなどいなかっただろうが。

「……では……ちょっと長くなるかもしれませんから……」

　言ってクフィールはリヴィングの端にあるソファを示した。
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　アジャスタントはこの魔法学園都市における非魔法使いの為の『安全装置』である。

　別の言い方をすれば『保護者』でもある。

　そもそも――外国旅行を経験した人間ならば、すぐに理解できるだろうが、大抵の場合に人間が『常識』と思っている諸々は、時間的にも空間的にも極めて狭い範囲でしか適用できない基本規則だ。

　例えば、かつてのベルサイユ宮殿にはトイレが存在しなかったので、貴族達は庭に出て用を足していたのだとか。

　例えば、トイレだの風呂だのを男女別々に分ける習慣がない国があるとか。

　例えば、戦国時代の武将は男も女も同じく抱けて一人前だったとか。

　例えば、未婚の女性は人前で素顔を晒さらしてはいけない国があるとか。

　現代日本の感覚からすれば異常な事実も――時と場合によってはそれが当たり前で。

　だから当然――魔法が当たり前に存在するこの世界では、一般人は、様々な面で負担を強いられる。先のギズモⅥの『鍵』などもそうだが――場合によっては根本的な価値観や思考形態の変更すら必要になってくるのだ。

　似ているようでいて、まったく違う世界。

　だからこそ細かく――それこそ『おはようからおやすみまで』そばにいて、一般人がこの魔法学園に適合できるよう、事細かに、文字通りに手取り足取り世話をする者が必要になる。何しろ一歩間違えば、生死に関わる大怪我をしかねない。例えば――戦国時代の人間がいきなり現代にやってくれば、あっという間に自動車に轢ひかれて死ぬだろう。

　実際……千里はそれに近い失敗をしかけたばかりだ。

　故ゆえに――
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「できるだけ一般の方にもわかり易いように……この〈アバロン学園都市〉はデザインされていますが……」

　とクフィールは部屋の中を見回して言う。

　まあ確かにこの部屋の中に限って言えば千里にとって異様なものは特に見あたらない。

　とはいえ玄関の鍵からしてアレギズモなのだ。何ど処こにどんな非常識なものが潜んでいるかわかったものではない。

「それでも危険を避けて……きちんと明るく楽しい学園生活を送っていただけるように……私達アジャスタントがいるのです……」

「…………」

　千里は無言でクフィールの説明を聞いている。

　不機嫌丸出しの表情が出ている自覚はあったが――ここで愛あい想そ笑わらいを取とり繕つくろう義理もない。あまりに一方的で勝手な話なのは間違いないからだ。

「いらねぇ」

　千里は言った。

「……は？」

「いらねえよ。アジャスタントなんて」

「でも……」

「百歩譲って必要だとしてもだ」

　千里はソファから立ち上がって言った。

「いきなり押しつけられて『はいそーでスか』と納得いくか！　価値観だの何だの言うのなら、見ず知らずの他人と共同生活送る方が何倍もストレスだよ！」

　価値観の違う者同士が暮らせば、嫌でも軋あつ轢れきが生じる。

　これを解消するのは生なま半はん可かな努力ではない――というか不可能な場合もあるのだということを千里はよく知っていた。というか嫌になるくらい思い知らされていた。

「俺にだってプライベートってもんがあるんだよ！」

「……えっと……あの五千円くらいならなんとか……」

「そりゃリベートだっ!!」

　おずおずとメイド服を探って財布を取り出すクフィールに喚く千里。

　はあはあと荒い息をつきながら――ふと千里は気付いて言った。

「……っていうか此処の通貨、円なのか？」

「はい」

「なんで？」

「さあ……」

　首を傾げるクフィール。

　まあしかし会話も日本語であることを考えると、通貨が円なのも不思議ではない。あるいはこういう学園都市は幾つも存在していて、ここは日本人専門の実験都市なのかもしれないのだが。

「そもそも男子高校生の部屋に若い女が同居――」

　とまで言いかけて。

　千里の脳のう裏りに別の単語が浮かぶ。

『同どう棲せい』

　つまり一つ屋根の下で、若い男女が一緒に暮らすということは、まあそういうことも当然に想定される訳で――いや、しかし。

　千里も十五歳の健康な少年である。

　だからそーゆーことに興味がない訳では、勿論ない。

「…………」

　そこで改めて気付いた。

　いや。意識したと言った方が正しいだろう。

　クフィールが下着姿のままだということを――だ。

　外を歩いていた際には、まあ周りの風景が異常だとか、派手な立ち回りをやった後だとか……そういう、他に注意を引きつけるものがやたらに多かったせいで、あまり気にならなかったのだ。だが、このいかにも『普通』な感じの部屋の中にいると、さすがに意識せざるを得なくなる。

　下着姿の少女と同じ部屋に、自分がいることを。

「…………」

　自然と心臓の鼓動が速くなる。

　駄目だ。赤面なんかしたら――『僕、君の下着姿に興奮シテマス』と言わんばかりではないか。

　だがそもそもこんな奴に自分が興奮などするはずがないのだ。ないったらないのだ。

　背だって高いし。ぬぼーっとしてるし。そんでもって何だか暗いし……！

　――などと自分に言い聞かせる千里。

　大丈夫だ。大丈夫。俺はこんな奴に欲情なんかしない――と呪文のように心の中で唱えながら、それを確かめるように改めてクフィールの姿をチラ見する。












　確かにクフィールは背が高いので、いわゆる『可愛い』という言葉を冠するのは違和感がある。多分並んで立てば、頭半分ばかり千里よりも身長があるだろう。

　どちらかというと痩やせ形なので、余計にそのぬぼーっとした感じが強調される。

　まあ今はソファに座っているし、何やら身を縮こめるようにしているので、あんまりデカ女という印象はなかったりもするが。

　また痩せているとはいっても、それは無駄な肉が付いていないという意味で、どちらかというとその四肢は運動選手のようによく引き締まっている。また出るところはそれなりに出ているというか、ぶっちゃけ胸はかなり大きい方――

「ぬが――ッ!!」

「がうっ!?」

　いきなり壁にヘッドバットかました千里に、びくりと身を震わせるクフィール。

「せ……千里様？」

「近付くな――ッ!!」

　千里の様子を心配してのことなのだろうが、背の高いクフィールがやや屈かがみ気味で近付いてくると、何というかもう必要以上に胸元なんかが強調される感じで。

「がうっ……」

　千里の叫びに思わず両手を口元に揃えて怯おびえるように身を捻ひねるクフィールだが、お陰で両腕の肘が大きめの胸を左右から挟んで強調するかのように――

「ってお前、わざとやってんじゃねえだろな!?」

「がうっ!?　……な……何をですか……？」

「言えるか――ッ!!」

　喚いてまた壁にヘッドバット。

　どこかの猿回しの猿の『反省』みたいなポーズで壁に手をつき、ハアハアと荒い呼吸を意識して整える千里。どうもこのクフィールという少女、色々な意味で普通の女の子とは感覚が違うらしい。少なくとも自分が半裸で同世代の少年の前に立っているのだということは――それがどういう効果と意味を持つのかという事実については、今ひとつ認識していないらしい。

　これがストレスでなくて何だというのか。

　価値観の違いだの何だのというのならば、まず最初にズレているのはクフィールだ。

「とにかく！」

　千里は明後日あさつての方向を向きながら言った。

「お前が同居人だなんて冗談じゃない！　そんなこと勝手に決められてたまるか！」

「ですけど……」

「アジャスタントなんていらねえ！」

「それはでも色々とまずいというか危険というか……」

「とにかくいらねえ！」

「が……がうぅ……」

「解除だ！　解約だ！　受け取り拒否だ！　クーリングオフだ！　とにかく何かそーゆーのだ！」

　畳み掛けるように千里は宣告した。

　このままでは色々まずい。

　もう本当に色々と。

「……がうぅ……」

　しょんぼりした様子で呟くクフィール。

「……解除……ですか」

「……む？」

「わかりました……本契約前ならば……アバロン学園都市管理事務局に行けば……アジャスタント解除の手続きを取れますし……」

「じゃあ行くぞ」

「…………」

　上目遣いに、恨めしそうというか、哀しそうに千里を見てくるクフィール。

　脳裏を駄犬ネシェルの姿が過よぎってくじけそうになる千里であるが、ここで妙な仏心を出しては、一大決心をして実家を出てきた意味がない。

「行くぞ。案内してくれ」

「……はい……」

　クフィールは頷うなずくと――とたとたと玄関の方に歩いていく。

　下着姿のまま。

「――ってちょっと待て」

「がう……？」

「その格好で出歩くな」

「…………」

　クフィールは瞬きして自分の身体を見下ろす。

「……まずい……ですか……？」

「どうしてまずいと思わないのか不思議だよっ！」

「…………がぅ。でも」

　とクフィールは視線をソファの上のメイド服に向ける。

　それはまだ全然乾いていなくて――

「そもそも魔法とか使えるんじゃないのか、お前。だったら服くらいぱっと乾かせばいいだろ？」

「その……自分の肉体外部に対して働き掛ける類の魔法は……アジャスタントとして御主人様と……正式な契約をした上でないと……使えないのです……」

「……ああもう面倒くせえな、おい！」

　という訳で。

　結局――脱衣所に用意してあった乾燥機に、クフィールのメイド服を放り込んで乾くまでの一時間、千里達は居間で待つ羽目になった。

　自分が下着姿の少女と一緒にいるという状況に、堪たえ忍しのびながら。
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「――いかんなあ」

　ディスプレイの中の映像を見ながら榮えい太た郎ろうは言った。

　場所は、彼がこの〈都市〉において許された専用執務室である。

　円筒形の室内にこれでもかという位に作り付けられた本棚と、その部屋の中央にどでんとしつらえられた黒檀の机がおおよそこの部屋の佇まいであった。

　だが、しばらくこの部屋を見れば一般人は首を傾げるだろう。

　三百六十度全方位に隙間なく設置された本棚。

　では――出入り口の扉は何処にある？

　勿論、訪ねられれば魔法使いたる榮太郎は笑って言うだろう。

『何処にでも』――と。

　達人アデプト級の魔法使いにとっては、空間転移だろうと物質透過だろうと鼻歌交じりでこなせる簡単な術式でしかない。

「せっかくのシチュエーションだってのに」

　ディスプレイの映像は、千里の部屋の中のものである。

　彼に限らず、今回の第一期入学生の半数、アジャスタント付きの一般人百人余りの全員に言えることだが――彼等の身辺には、残らずこの手の盗撮・盗聴装置が仕込まれている。

　実験経過を確認する為に必要という名目で置かれた設備であるが、まあ何しろ百人分の映像データとなると、いちいちチェックするだけでも大変だし、何よりアジャスタントには活動報告書の提出義務もあるので、あくまでこれは補助的な設備である。

　勿論、これは重大なプライベート侵害行為でもある。

　なので……

「そこだ。いけっ。あああ。違う違う――」

　などと、いちいちリアルタイムでその内容をチェックしたりして一いつ喜き一いち憂ゆうするよーな者は、学園都市運営部の中でもほとんどいない。逆に言えば、それでもわざわざチェックするということは、物好きであるが故――趣味的な動機が大きかったりする。

　榮太郎は、まさしくそれだった。

「何やってんだ、こいつは」

「それは私の台詞せりふですが」

　榮太郎の背後で顔をしかめて、彼の使い魔で獣耳＆尻尾つきメイドが言う。

　だが榮太郎は構わず映像を見据えながら苛いら立だたしそうに言った。

「ここは自分の荷物の中からシャツとか出して着せたりするのが基本だろう！　ぶかぶかのシャツを着て恥じらう少女は、定番の――」

「クフィールの場合、周防千里君よりも背が高いので、彼のシャツを着てもぶかぶかにはならないと思いますが」

「……そういう冷静な突っ込みは色々寂しいな、俺は」

「左さ様ようで」

　拗すねたような上目遣いで使い魔を振り返る主人を、メイドは淡々といなす。

「ところで寒さ河が江み教授から連絡がありました。調査を頼みたいので可及的速やかに教授の執務室に来るようにと」

「わざわざ？」

　首を傾げ――

「なるほど。そういう用件ね」

　頷く榮太郎。

　つまりそれは、電子メールや使い魔への言づてでは不安が残るような用件ということだ。

　盗聴だの何だのによる機き密みつ漏ろう洩えいは、この魔法使い達の園でも深刻な問題である。勿論、大抵の魔法使い達はそれなりの対抗処置をとっているが――それでも絶対はない。

「わかった。ま――いいか」

　少し残念そうにもう一度ディスプレイを眺めてから、榮太郎は立ち上がる。

　画面の中ではちょうど、乾燥機からクフィールがメイド服を取り出すところだった。
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　寮を出て――歩くこと十五分。

　千里とクフィールは公園にいた。

　この〈都市〉の公園というと、また何か人智を越えた訳のわからない遊具が据え付けてあったりとか、藤棚の藤の代わりに生えた怪奇植物とかが、びゅるびゅると蔓つるを振り回してそうな印象があったが……二人が辿り着いたそこは、いかにも普通の、住宅街にでもありそうな、一見した限りでは何の変哲もない公園である。

　さすがに子供向けの遊具の類たぐいはなかったが、ベンチだの、花壇だの、小さな池だのがあって、東あずま屋や――というか洋風の造りなので、屋根付き休憩スペースといった方が雰囲気は伝わるだろうか――らしきものも立っていた。

　ただ時間的な問題なのか、千里とクフィールの他に人影はない。

　人以外の動く影もない。

　何というか……午後の気け怠だるい空気と相まって、微妙に寂しい感じの風景であった。

「――って。何やってんだよ」

　千里はクフィールを睨にらみ据すえながら言った。

「…………がう？」

「何をお前は落ち着いてつっ立ってんだよ。案内してくれるんじゃなかったのか？」

「はい」

　こっくりと頷くクフィール。

　だが彼女は公園の真ん中に立って動こうとしない。

「だから」

「……はい」

「――その何だっけ、管理局？」

「……管理事務局……です……」

「そこへ早く連れてってくれって言ってんの」

「……はい」

「…………」

「…………」

　そのまま沈黙し立ち尽くすこと、およそ三十秒。

　ひゅるるるる――と、つむじ風がこれまた侘わびしい感じに二人の間を吹き抜けていった。

　ぴきん、と千里の額に怒りの血管が浮かび上がる。

「お前、俺をおちょくってんのか、ひょっとして」

「……がぅ？」

　きょとんと眼を瞬かせてから、クフィールは慌ててぶんぶんと首を左右に振った。

「……そんなこと……ないです……」

「じゃあ――」

「そろそろ来るはず……」

「……『来る』？」

　なにが？

　勿論――

「……………」




　ゆうやーけこやけえの　あかとーんぼー

　おわれーてみたのーはーいつのーひーかー




　――とろとろと。

　――するすると。

　聴いている者が、思わずその場で回れ右して家に帰りたくなるよーな、のったりと、ひたすら侘びしい感じを強調するようにアレンジされた『赤とんぼ』を流しながらやってきた。

　アバロン学園都市管理事務局が。

　自転車に乗って。

「…………」

　間違いない。

　何しろきちんとノボリが掲げられているからである。

『アバロン学園都市管理事務局　第三出張所』――と。

　自転車を漕こぐ、銀髪の少女の背中に。

「…………ってなんなんだよこれはっ!?」

「……ですから……」

　クフィールが少女のノボリを指さす。

　その銀髪の少女は、こちらに気付いた様子で、きこきこと自転車を漕いで千里達の前までやってくると――自転車を降りた。ついでに背中というか、襟首に差していたノボリを引き抜くと、近くの地面にずぼりと差し直し、自転車の荷台に括り付けられていたラジカセのスイッチを止めた。

　たるいたるい『赤とんぼ』のメロディが停まる。

　訳がわからずに立ち尽くしている千里に、少女は丁てい寧ねいな仕草で一礼すると――銀鈴を振るような、可か憐れんな声で言った。

「アバロン学園都市管理事務局・第三出張所です。御用件は何でしょう？」

　綺麗な少女だった。

　綺麗すぎるとさえ言えるだろう。

　年齢は恐らく十代半ばだが――何というか、その容姿にはまるで隙がない。

「管理事務局？」

「はい」

「出張所？」

「はい」

「なんで自転車で走ってるんだ？」

「出張所ですから」

　少女は至極すました表情で言った。

　千里は改めて少女とノボリと自転車とラジカセを見て――

「ここの役所は豆腐屋かッ!!」

「……便利ですよ……向こうから来てくれますから……」

　とクフィール。

「一人で何ができるんだよ？」

「大抵のことは」

　平然とそう言ってのける少女。

「私は仮想神格を搭載ロードした自動人形筐体オートマタですから」

「おーとまた……？」

　聞き慣れない単語に眉を顰しかめる千里。

　銀髪の少女は小さく頷いて言葉を続けた。

「まあ要するにアンドロイドと思ってください」

「アンドロイドって…………つまりロボット？」

　この少女が？

　大概の異常なものには、もう驚かないと思っていたが――逆にロボットなどという、竜だの喋る彫刻だのに比べると、やや常識よりの単語がこの〈都市〉の住人の口から出てくると、かえって違和感がある。

　それに――

「女性形ですから正しくはガイノイドと呼ぶべきでしょうけれど」

　銀髪の少女はほんの少し首を傾げながら言った。

「何にしても、一般社会のスーパーコンピュータと暗算勝負ができる程度の処理能力はあります。この都市の中央制御人工頭脳〈フィロソフィアⅡ〉や系列機とも繋がっていますし、一人でもそれなりに出張所としての機能は果たせるかと」

　そもそも自分をアンドロイド――ガイノイドだと主張している訳だが、千里には普通の人間の少女との明確な差を見つけられない。

　確かに機械的というか、感情を感じさせない無表情がその顔に張り付いているが……良くも悪くも個人主義の蔓延で人付き合いがないがしろにされがちな昨今、機械のように無愛想な奴は人間でも珍しくない。

　ただ、あまりに隙のない彼女の容貌――完成しすぎたその造形は、確かにある種の人形に通じるものがあった。この銀髪の少女に限って言えば『幼い頃』とか『年老いた頃』とかいうものがまるで想像できないのである。まるで――この姿で生まれこの姿で滅びるとあらかじめ定められているかのように。

「申し遅れました――私、アバロン学園都市管理事務局・第三出張所のトリンシアです」

　少女は瞬まばたきもしないガラス玉のような眼で、千里の脇を一いち瞥べつして続ける。

「――周防千里さん、ですね」

「え？　あ――」

　ふと気付いて千里は自分の手首を見る。

　普段は消えていて見えない例の『住民票』が浮かび上がっていた。恐らくバーコードを読むように銀髪の少女は――トリンシアは千里の手首に刻印された情報から、彼の名前を知ったのだろう。

「して今日は何の御用でしょうか？」

「…………」

　どうも、ここでゴネてもしょうがないらしい。

　千里は溜息をついて――ちらりと隣にいるクフィールを振り返って言った。

「アジャスタントを解除できるって聞いたんだけど」

「アジャスタントの解除ですか？」

　トリンシアが首を傾げる。

　さらりと揺れる銀髪がこれまた幻想じみて綺麗だった。何というか――よくできたコンピュータ・グラフィックスを見ているかのようである。出来過ぎというか、あまりに乱れやムラがなさ過ぎる。

　まあそれはさておき……

「それはどのような理由で？」

「理由言わなきゃならないのか？」

「今後の都市運営の参考資料となりますので」

「…………」

　まあ考えてみれば当然のことではある。

　今時、通販だのホテル予約のキャンセルだのでも、理由を問われる。まして実験都市ともなればその意見――データそのものの収集が目的と言ってもいい。

「見ず知らずの女の子と一緒に住めと言われても困るよ」

「女の子……」

　ちらりとトリンシアが無表情にクフィールを見つめる。

　蒼い髪の少女はまるで親に睨まれた子供のように首を竦すくめたが――何も言わなかった。

「アジャスタント・クフィールは人間ではありませんが」

「女の子の外観備えてたら同じだろうが！」

　思わず怒鳴る千里。

　だが――トリンシアはまるで気にした様子もなく頷いた。

「なるほど。わかりました。アジャスタント本体が、人間女性と同じ外観を備えていることが問題なのですね。貴重なご意見、ありがとうございました」

　ぺこり。

　そんな擬音が聞こえてきそうな仕草でトリンシアは一礼する。

　どうやらクフィール・アブソリュートを周防千里のアジャスタントから解除することについては問題なく受け入れられたらしい。

　心の何処かで『また何か細かい規則だの何だのがあって、揉もめるのではないか』と警戒していた千里だが、あっさりとしたこの対応には若干、拍子抜けしてしまった。

「あ……ああ」

「ではすぐに手続きをします。完了まで十分少々かかりますのでお待ちください」

　とはいえこれで希望通りだ。千里としては異論を唱える筋合いはない。

「頼むよ」

　言って千里は安あん堵どの溜息をついた。
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　それから十分後。

　近くのベンチに座って千里は手続きとやらの終了を待ちながら――ふと傍かたわらに尚も立ったままのクフィールに視線を向けた。

　彼女はしゅんと落ち込んだ様子で俯うつむいている。

　どうやら千里にアジャスタント役を解除されたのが、余程に堪こたえているらしい。

（……ってそんなに落ち込むようなことか？）

　どういう形でこの学園都市が運営されているのか、今ひとつわからないことも多いのだが……アジャスタントなどという役割は、千里にしてみれば面倒なだけの仕事に思える。

　どれだけの報酬がクフィールに与えられるのかはわからないが、アジャスタント役を解かれるということは、そんなにも彼女に不利益となるのだろうか。

（まあ評判は悪くなるか……）

　仮にアジャスタントがある種の派遣社員みたいなものであるのならば――満を持して配された先から拒否された場合は、評価が下がるのも当然だろう。

　とはいえ。

（……一緒に住めってのはやり過ぎだろ）

　千里にしてみれば、若い女が見ず知らずの男と同じ部屋に暮らして、その世話をしろなどと言われるのは、苦役以外の何物でもないと思っていたのだが。

　勿論、クフィールは人間ではないということは理解しているが、少なくともその言動は人間の女の子とそんなに差がある訳でもないし……その人格というか精神というか、中身については、外見と同じく『女の子』として認識しておいて間違いではなかろう。

　千里とて、若い男だ。

　まあ趣しゆ味み嗜し好こうの問題はあるとしても、それなりに性欲はある訳だから、ついついイケナイ行為に及んじゃう可能性だってある訳で。そういったことを〈都市〉の管理局がまるで考えていない訳でもなかろう。

　となると、クフィールはそれも覚悟で千里のところに来ていることになる。

（そんなの、まるで奴隷じゃないかよ）

　勿論、実際には千里がクフィールを無理矢理どうこうするのは不可能というか……重武装の戦闘ロボットと素手で殴り合うクフィール相手に、いらんことなんぞしようものなら、彼女の貞てい操そうよりも千里の生命の方が遙かに危険だろうけども。

　そんなことを千里が考えていると――

「周防千里さん」

　トリンシアが声を掛けてきた。

「手続きは終了しました」

「助かったよ。ありがとう。ええと――何か確認とか書類にハンコを押すとかはいらないのか？」

「必要ありません。全て手配済みです」

「…………」

　それなら、わざわざ待ってることもなかったのではないか。

　そんなことを思う千里だが、まあ過ぎたことにいちいち文句を言ってもしょうがない。あるいは千里自身が気付いていないだけで、磁気カードみたいに、手首の住民票に何か入出力でもしていたのかもしれない。

　とにかくクフィールのことについてはこれで片付いた。要するに念願の、気ままな独り暮らしをようやく手に入れることができたということだ。

「じゃあな」

　千里はクフィールにそう告げて歩き出す。

「………………がぅ」

「…………」

　クフィールの意気消沈ぶりには少々罪悪感を感じるところもあったが、ここできっちり拒否の意志を示しておかなければ、ずるずると状況に流されてややこしいことになりかねない。勿論、千里が嫌がっているのはアジャスタントという制度そのもので、彼女自身が嫌いな訳ではないから、もし、きちんとした距離さえ維持できるのならば――

（……って何考えてんだ、俺は）

　千里は苦笑する。

　どうもネシェルを想わせる仕草のせいか、クフィールと一緒にいることそのものにはあまり抵抗を感じていない自分に彼は気付いていた。四六時中相手共に行動する主人と従者ではなく、互いに適当な距離感を持っての――例えば友人同士のような付き合いであるならば、千里としてもこうまで頑かたくなに拒みはしなかっただろう。

　とはいえ……

（……なにが友人だか）

　千里は独り苦笑を浮かべる。

（そんなの――）

　あの日から……一人もいなかったというのに。

　だから千里に『友達』を語る資格はない。

　六年前のある日を境に、千里はまともな人間関係を根ね刮こそぎ失った。

　ほとんどの人間は彼を避けたし、それ以外の近付いてくる連中についても、下心や思惑が垣間見えて、千里の方から彼等を拒んだ。友人と胸を張って呼べる相手は、今の千里には一人もいない。

「……俺ってば寂しいっつーか、イタい奴だよな…………」

　そんなことを呟きながら千里は淡々と歩いていく。

　街の風景は相変わらず――異様な感じではあった。

　通行人に人間でない連中が多いのは、まあさておくとしても、トリンシアのように自転車に乗っている奴もいれば、空飛ぶ畳やら、古式ゆかしい感じで、箒ほうきに乗っかって移動している奴もいる。

　道端に座って何やら地面に延々と数式のようなものを書いている人ウエア狼ウルフもいれば、何の意味があるのか、くるくると回転する柱の上で、ヨガみたいなポーズをとっている奴もいる。αアルフアケンタウリ辺りから電波でも受信しているのだろうか。

　無茶苦茶というか混こん沌とんだ。

　建物の多くはまあ西洋建築風だが、そんな中にいきなり近代風のビルが建っていたり、ＳＦチックな電波塔っぽいなにかがそびえていたりもする。

　転じて地面に眼を向ければ、まあ形としては普通の道路だが――同じくらいあちこちに水路が入り組んでいる上に、路面には謎の象形文字みたいなのが書き込まれていたりいなかったり。

「……まあ慣れればいいんだ、慣れれば」

　非常識嫌いの千里からすれば、不愉快といえば不愉快だが、下へ手たに此処から逃げようと思わない方が安全だと理解はしていた。どうせ此こ処こを出て行くにしても、一般社会で今から自分の入れる高校を探すのは大変だろう。

　それに問題の呪い――パーマンズ・ヴォウのこともある。

　喋らなければ大丈夫ということは、逆に言えば喋れば脳天パーになるということである。

　人間、何かの拍子に口を滑らせてしまうということもありえる。この呪いを解除する方法を探し出すまでは、この珍妙な魔法都市とやらにいるしかあるまい。

　などと溜息混じりに考えていると――

「……ふう」

　千里は程なく、学生寮の前まで戻ってきた。

　玄関を潜り抜けて階段を上り二階へと向かう。千里の部屋の二○九号室は階段を上がって廊下を左へ向かい――その突き当たりである。そういえば他の住人の姿を見かけないというか、まるで自分の他に誰か住んでいる様子がないが――単に防音だの何だのが優れているだけなのか、それとも、本当に二○九号室以外は空いているのか。

　まあどっちでも構わないのだが。

「…………で」

　自分の部屋の扉の前で振り返って千里は言った。

「なんで、お前がまだいるんだよ？」

　千里の後方、三メートル余り。

　そこにはやや猫背で長身で紺碧の髪と眼をしたメイドさんが、何処か申し訳なさそうな感じで立っていた。

　言うまでもなくクフィールである。

「……がぅ……」

　クフィールは中途半端に握った両手を、所在なげに胸元で擦り合わせながら言った。

　小柄な女の子がやっていると微笑ましい仕草なのが、長身痩軀のクフィールがやっていると、何というか――色々違和感がある。見るも精せい悍かんな狼が、尻尾を丸めてきゅんきゅん啼きながらすり寄ってくるよーな感じで、似合わないこと、おびただしい。

「あの……その……次のアジャスタントに引き継ぐまでは……片時も眼を離さず……御主人様を補佐するのが……私の役目……ですから……」

　まあそういうことであるらしい。

　千里は呆れの苦笑を浮かべる。

「……その律りち儀ぎさには頭が下――……」

　そこまで言って。

　千里の脳裏に引っかかる単語。

　――『次の』

「ちょっと待て」

「……はい……待ちます……」

　クフィールは小鳥のように無垢な仕草で首を傾げる。

　これまた微妙に似合わないのだが――まあそれはさておき。

「どのくらい……待てばいいでしょうか……？」

「いやそうじゃなくてだな。今、なんてった？」

「……がぅ？」

「次の？　次のって言ったか？」

「はい……」

　クフィールがこっくりと頷く。

　そこで――

「――周防千里」

「うん――？」

　怪け訝げんな表情を浮かべている千里に声を掛けてきたのは、彼の部屋の扉に彫刻されているでっかい顔面――ギズモⅥの端末であった。文字通りの鉄面皮は、相変わらずどういう原理で動いているのかまったくの謎だ。

　まあそれはともかく。

「汝の留守中に――」

　ギズモⅣが低く渋い声で台詞を言い終える前に――いきなり開かれる千里の部屋の扉。

　それがギズモⅣの仕し業わざでないのは、その鉄面が僅かに困ったような表情を浮かべたことからも明白だった。ということはそれは内側から開かれたことになる訳で。

　つまり――

「――お帰りなさいです御主人様！」

　ちゃりちゃりちゃり……とやたらに耳に付く鋼はがねの響きを伴いながら、部屋の奥から小走りに出てきて、そんな言葉で千里を出迎えたのは一人の少女だった。

　黒いリボンを添えた燃えるような紅い髪で。

　ぱっちりした両眼も血のような深い深い紅で。

　天てん真しん爛らん漫まんといった感じの幼くも愛らしい顔には、にぱっと、こぼれんばかりの笑み。

　小柄な千里よりも更に頭一つばかり小さな身体に纏まとっているのは、どこまでもゴシックでひたすらにロリータな感じの衣装と――とどめに鎖付きの鋼鉄製の首輪。

「…………」

　一緒に歩いているだけで、色々誤解されて通報されそうな少女だった。

　千里は黙って扉を閉める。ギズモⅣが気を利かせたのか、重そうな鋼鉄の扉はあっさりと閉まって、千里の視界からゴスロリ少女の姿を遮しや蔽へいしてくれた。

「……なんだこれは」

　後ろのクフィールを振り返って問うが、彼女も困惑の表情で首を振るばかりだ。

「周防千里。汝の留守中に――」

　再び同じ台詞を言うギズモは、しかし再び同じところで中断された。

　扉がまた中から開かれたからだ。

「ひっどーい」

　ぷっと頰を膨ふくらませて、紅い髪の少女はそう宣った。

　年齢は――よくわからないが、まあ千里よりは下だろう。まだ成熟しきっていない幼さが、手足の細さや、胸や腰の膨らみ具合でわかる。フリルやらリボンやら満載で体型がわかりづらい衣装の上からでも、その姿は見るからに華きや奢しやだが――不健康という感じではない。

　むしろその仕草からは、元気があり余っていて、むやみに体温が高い小動物っぽい雰囲気が漂ってきていた。












「……誰だ、お前」

　半眼で問う千里。

　まったくの勘かんだが、彼はこの目の前の装飾過剰気味な少女が、新たな問題を御丁寧にも宅配しに来てくれたのだと気付いていた。

「はじめましてです御主人様っ！」

　紅い髪の少女は、にぱっと、改めて笑みを浮かべて言った。

「英語で言うと、ないすとぅみーちゅー、なのです！」

「はあ……どうも。――っていうか、だから、誰？」

「私、この度、〈アバロン学園都市〉管理事務局から、御主人様のアジャスタントを拝命したテジャス・ファルチェスクなのですよ？」

「…………」

　元気潑はつ剌らつな口調といい、あっけらかんとした表情といい、何から何まで哀しい程にその格好――衣装と嚙み合っていない。

　だがそれはまあさておき――

「アジャスタント……？」

　思わず千里はクフィールとその紅い髪の少女を交互に見比べた。
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　要するに。

　アバロン学園都市において、非魔法使いの人間――いわゆる一般人にアジャスタントを付けるのは、絶対的な規則なのである。

　魔法使いと非魔法使いの能力的格差を埋めるのがアジャスタントの役目ではあるが――そもそも魔法使い達が自分達の常識に従って創ったこのアバロン学園都市は、一般人の感覚からすれば、異様なものや危険なものも少なくない。何も知らない、魔法的能力も持たない一般人を単独で歩かせると大変なことになる――アバロン学園都市の管理事務局はそう判断しているのだ。

　故に……アジャスタントを解除、解任するということは、同時に別のアジャスタントを選任して宛がうということに他ならない。クフィールを解任したからといって、千里が一人になれる訳ではなかったのである。

　つまり――トリンシアが十分かそこらをかけて行っていた作業は、新しいアジャスタントの選別と手配であったらしいのだ。

「――って冗談じゃねえッ！」

　ばんとテーブルを叩いて千里は怒鳴った。

　場所は千里の寮室のリヴィングである。

　額に血管なんか浮かべて喚く彼の向かいには、行きがかり上そのままついてきたクフィールと、そして新しいアジャスタントだというゴスロリ少女――テジャスが並んで椅子にちょこんと座っていた。

　千里の声に思わずクフィールはびくりと身を竦めているが、テジャスはというとまるで気にした風もなく、にこにこと開けっぴろげな笑みを浮かべている。

　髪の色といい、性格といい、体たい軀くといい、色々と対照的な二人である。

　一体、管理事務局は何を判断基準に周防千里のアジャスタント役を選んでいるのやら。

「俺はな！　一人で住みたいんだよ！　だからわざわざクフィールのアジャスタント登録を解除に行ったんだよ！　別にクフィール以外の誰かにアジャスタントを替わって欲しかった訳じゃねえんだよ！」

「ですが御主人様」

「御主人様じゃねえ！」

「英語で言うと、ますたーべーしょん」

「べーしょんは余計だっ！」

「ではでは千里様」

　千里の突っ込みにもまるで臆した様子もなく、テジャスは言った。

「アジャスタント制度は、この〈アバロン学園都市島〉の根幹を成すシステムの一つなんですよ。ですから、千里様のご要望にお応えすることはできないんですねっ！」

「つーか得意げに言うなっ！」

「できないのかなっ？」

「疑問系で勢いよく言い切るなっ！」

「ちなみに英語で言うといんぽてんつです」

「いんぽしぶるだっ!!」

「そうです。そのいんぽです」

「いいから黙れお前はっ!!」

　桜色の唇に人差し指をくわえて首を傾げるテジャスに、ハアハアと息を荒げながら言う千里。どうもこのテジャス、無意味に声が大きくて無意味に口調が明るい。はきはきしているのは良いのだが、話が嚙み合わないものだから、普通に喋っているよりも遙かに徒労感が募つのったりする。

「大体な――」

　千里はぐいと身を乗り出して言った。

「百歩譲って、アジャスタントは、どうしてもそばにいないと駄目だとしてもだ。見知らぬ女といきなり同棲みたいな状態にされて、ハイソーデスカ、と受け入れるアホがどこにいる!?」

「ええっ!?　結構いそうですですよ」

「何処にだよ！」

「漫画とかアニメとかライトノベルの中に」

「…………」

　思わず『俺は現実の話をしてんだよ！』と喚きそうになって千里は思いとどまった。

　はっきり言って今この状況において『現実』という言葉は、何処までも薄っぺらく説得力のない単語でしかない。常識だとか当然という言葉も、薄ら寒い譫うわ言ごとと大差なかった。

「とにかく！　俺は嫌なんだよ！　困るんだよ！　そもそも健康な高校生男子と一緒に若い女を住まわせるなんて無茶をされたら、たまんねえんだよ！」

「隠れてオナニーできないからですか？」

「眼をきらきらさせてオナニーとか言うんじゃねえっ!!」

「じゃあじゃあ隠れて自慰行為にいそしめないからですねっ？」

「表現変えりゃいいってもんじゃねえだろが!!　違うわっ！」

　ばんばんと親の仇かたきみたいにテーブルを叩きながら喚く千里。

「そんな！　千里様の年頃で自慰行為の一つもしないなんてなんてっ！　病気です！」

「決めつけるなっ！」

「病気かなっ？」

「首を傾げて憐あわれむよーな眼で見るなっ！」

　更に激しくばんばんとテーブルを叩く千里。テーブルがもし喋れたらきっと『俺が一体何をした？』と嘆くことだろう。

「俺がクフィールを解除してくれと言ったのは、とにかく『女と住む』のが嫌だったからだ！　別にクフィール本人に不満があるから替えろとかそーゆー話じゃねえんだよ！　それを――」

「御主人様……」

　何をどう思ったのか、ぱあっと表情を輝かせるクフィール。まあ彼女の場合はそれでも何処か茫洋とした感じの表情なので、あくまで相対的な――普段に比べれば嬉しそう、という程度の意味でだが。

「って――お前も喜ぶなっ！　今のは話の流れ上の、なんつーか言葉のアヤだ！」

「……がぅ……」

　再びしゅんと項うな垂だれるクフィール。

　長身の彼女がいちいちしょげて項垂れているのを見ると、それはそれで非常に鬱うつ陶とうしいのと同時に、千里の胸の内をちくちくと罪悪感が刺す。

　まあクフィール個人に関して、千里が嫌悪感を抱いているのではないのは事実だ。

　だがそれとこれとは話は別。

　自分の意志は、はっきりさせておかないと色々まずい。

「いいか、もう一度言うぞ!?　俺はな、若い女と一緒に住むのがまずいから、クフィールのアジャスタント役を解除したんだよ！　それを――アジャスタント交代させるだけならまだしも、やっぱりまた若い女って――嫌がらせかお前等はっ！」

「でも千里様」

「なんだよっ！」

「私、女じゃありません」

　しゅた――と先生に答える生徒の如く、片手を挙げてテジャスは言った。

「…………」

　千里は思わず言葉に詰まる。

　女じゃ――ない？

　それはつまり。

　こんなゴスロリ衣装を着て、何処かのアイドルでも務まりそうな可愛らしい顔をして、それでも女じゃないというと――

「……ってお前」

「はいっ」

　テジャスは勢いよく頷いた。

「男なのかよっ!?」

　どー見ても女の子にしか見えないが。

　とはいえかなり幼児体型のテジャスは、胸も腰もまあお世辞にも女らしいとは言えない訳だが、それにしても――

「えっ？」

　眼をぱちくりさせてテジャスは意外そうな声を漏らす。

「違いますよ？」

「…………」

　千里は眉をひそめて目の前のアジャスタントを眺める。

　女ではない。男でもない。

　見た目は完全に少女。

　一人称は『私』。

　では――

「何だってんだよ。オカマか？」

　ニューハーフとか。おなべとか。

　まあその手の単語が千里の脳裏を過ぎる。

　目の前の新しいアジャスタントは、どう見ても少女の顔ではあるのだが……女の子と見まがうような美少年が世にいないでもなし。テジャスはあまり身体の凹おう凸とつもないから、まあ誤ご魔ま化かすつもりになればいくらでも可能だろう。

　だが――

「……おかま？　………ああっ！」

　数秒間、考え込むような表情を見せてから――何やらいきなり得心した様子でテジャスは頷いた。彼女は嬉しそうに何度も更に頷いてから言った。

「千里様、勘違いなさってますね？」

「何がだよ」

「千里様が言ってる、男の子とか、女の子とか、つまりコレのことですよね!?」

　言って――テジャスがひょいと指をさす。

　自分の頭を。

「……コレ？　いや……だからお前……？」

　意味がわからず言葉に詰まる千里。

　一体テジャスは何を言っているのか。

　彼女が『コレ』と指さすのは自分自身で――しかし。

「コレはただの人形ですよ？」

　困惑している千里に、にぱっと笑って言って――




　――がんっ。




　いきなりテジャスは自分の頭部を握った拳で叩いた。

　それも……かなり強く。というか情け容赦ない勢いで。

　勿論そうなると、勢い余って身体が左右に揺れ、首に嗔められた鋼鉄の首輪と鎖が、じゃらりと音を立てる。

　そして……

「――!?」

　ずるり。

　そんな音がしたかどうかはわからないが、とにかくテジャスの首が――ずれた。

　真横に。

「なっ…………」

　まるで断だん頭とう台だいで斬ざん首しゆ刑けいに処された人間のごとく、頭部がある一線で、胴体から横方向へとスライドしたのである。

　勿論、首はそのままバランスを失ってごろりと胴体の上から転がり落ちる。

　でもって――

「おっとっと」

　それを素早く動いたテジャスの左腕がひょいと受け止めた。

「なああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　悲鳴じみた声を上げながら思わず後方に飛び下がる千里。

　いい加減、変なものは見慣れたと思っていた彼だが、さすがに目の前で人体から首が落っこちれば、慌てもすれば焦あせりもする。

「おま……おまえっ……首っ！　首っ！」

「ですから。これは人形ですよ？　英語で言うとドール。パペット。フィギュア」

　テーブルの上に置いた生首を、気安くぱんぱんと掌てのひらで叩きながらテジャスは言った。

「私一人じゃ自立できないので――千里様達の感覚で言えば、そうですね、松葉杖というか。私の感覚だと、ハンガーでしょうか。英語で言うとハンガーです」

「全然俺等の感覚じゃねえっていうかまるで謎だよ！」

「だーかーらっ！」

　くいっと自分の頭部を戻し、きゅきゅっと接続を確かめるようにして左右にひねってから――テジャスはおもむろに立ち上がる。

　彼女は訝しげに自分を眺めている千里ににっこりと微笑むと、おもむろに、何の躊ちゆう躇ちよもなく、身に纏っていたゴスロリ衣装を脱ぎ始めた。

「って何やってんだてめえは!?」

　と千里が喚くが構わず、テジャスはてきぱきとゴスロリ衣装を脱ぎきってしまう。

　白い指が黒い布をつまんで――伸ばした腕が身体の横にぶら下げた。

　ゴスロリ衣装の下は、下着さえない全裸状態だ。ドレスにこだわる者は、下着の線が浮くのを嫌がって素肌に直接帯びると言うが、テジャスもその信奉者なのだろうか。

　とにかく微かすかな膨らみやら、くびれきる前の腰やらが露あらわになって――

「…………」

　ぱさりと指先から離れたゴスロリ衣装が床にわだかまる。

　同時に――

「――え？」

　ごとりと音をたててテジャスが倒れた。

　無造作に、まるで棒が倒れるかのように――人形が倒れるかの如く。

　人形みたいに。

　千里の脳裏を、今聞いたばかりのテジャスの台詞が再び走る。

　――『これは人形ですよ』

「……………つまり」

　――『私一人じゃ自立できないので』

　この倒れた少女の身体は人形で。

　テジャスにとっては自分を支える為の杖のようなもので。

　――『ハンガー』

　となると今まで少女の身体が支えていたのは――

「……まさか…………」

「は～いはいっ！　テジャスでーす！」

　元気いっぱいにそう宣ったのは――

　ゴスロリだった。

　ゴシックロリータ服――そのもの。

　それは『やほー』とか言う感じで腕の部分だけがひょいと、蛇が鎌首をもたげるみたいな感じで床から起き上がっていた。

　一体何処で喋っているのかは、謎だが――

「さすがに、私単体だと、移動するのも結構大変なんです。だから管理事務局から、自動人形筐体を借りてるんですよぉ？」

「あほかあああああああああああああああああああああああッ!!」

　とりあえず千里はそう喚いた。
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「妨害工作――ですか？」

　白い白い部屋。

　まったく何もない――ただ白い平面で、直方体形に空間を切り取っただけといった印象の室内に、佐さ久く間ま榮太郎はいた。彼が腰掛けているのは、床から生えた円柱の上である。そして彼の向かいに座っているこの部屋の主――寒河江教授もまた。

　寒河江教授。

　達人級の大魔法使いであり――アバロン学園都市運営における最高意志決定機関〈混沌委員会〉に名を連ねる碩せき学がくである。年齢不詳。本名不詳。『寒河江教授』というのはあくまで便宜上の呼称に過ぎない。経験と実績を積んだ魔法使いは、迂う闊かつに本名を相手には告げない。それを手た繰ぐって呪いを仕掛けられたりもするからだ。

　何にせよ――その諸元だけを聞いていれば、大抵の人間は白髪と白髭の老人を思い浮かべるだろう。

　だがそんないかにもな姿をした者は、この部屋の何処にも存在しない。

　榮太郎と向かい合わせで座っているのは――

「うむ。シュタイン教授が懸念している」

　少年だった。

　金髪。碧へき眼がん。そして白い肌。

　そのまま子供服のモデルに使われそうな愛くるしい印象の――俗っぽい表現ならば『天使のような』という形容を冠されそうな、少年である。

　だがこの少年は寒河江教授本人――では実はない。

　これは彼が人前に出る際に使う傀儡人形サイコパペツトである。

　寒河江教授本人が、どういう姿形なのか――実際には彼が男なのか女なのかを知っている者は少数である。なのでこの〈アバロン学園都市〉の住人達の間では、『実はもう寒河江教授は死んでいて彼の残した仮想神格が傀儡人形を操っているだけ』とか『実は遙か宇宙の彼方から電波を送り込んできている宇宙人』とか、信憑性があるんだかないんだかよくわからない噂うわさがしばしば流れたりもする。

　まあそれはさておき……

「妨害工作ねえ。一体何の為に」

「〈アバロン計画〉が成功しては困る者達だろうな」

「……つまり〈学園〉派の〈チャンドラー計画〉賛同者ですか？」

「その可能性もある」

　と寒河江教授は腕を組んで言う。

「我々の立場で〈学園〉派を疑うのは些いささか心苦しいがね」

「ふうむ……」

　榮太郎は首を傾げる。

「しかし〈チャンドラー計画〉自体、まだ全貌を知っている者は少ないでしょう？」

　榮太郎は何か暗算でもするように空中を見据えて――瞬きを何度か。

「となると……旧〈十二席委員会〉と、後は〈フィロソフィア〉管理関連の者が可能性としてはあるかと」

「いや。単に技術的なレベルならばもっと知っている者は多い。そもそもこのアバロン学園都市そのものが、〈チャンドラー計画〉の副産物だからな」

　寒河江教授の脇でひょいと床がせり上がる。

　その上にはいつの間にか氷の浮いた麦茶のグラスが二つ。

　片方を榮太郎に手渡しながら寒河江教授は続けた。

「まあ、反対派が存在することそのものは問題ない。どんな計画にも意見にも反対する者は必ず出てくるし――出てこなければむしろ不健全だ」

「ですねえ」

「ただ――さすがにその方法が過激であった場合は、止めねばな」

「過激、ね。例えば？」

「例えば〈アバロン計画〉を頓挫させるのに一番簡単なのは――」

　寒河江教授は表情を険しくして言った。

「被験者達を残らず殺してしまうことだ」
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「…………」

　先程と同じく千里の部屋――その居間リヴイング。

　基本的に千里に対して、クフィールと、そしてその横に並んだテジャスが向かい合っているという相対的な位置関係は変わらない。ちなみにテジャスは再び少女人形の上に着られて椅子の上に座っていた。

　ただ――

「千里様？」

　無意味に元気な口調でテジャスが言う。

「どうしてソファに？」

　テーブルとソファの間には二メートルばかりの距離が開いている。普通なら千里は同じテーブルで差し向かいに座るべきだろうし、実際、さっきまではそうしていた訳だが。

「寄るな謎の軟体生物」

　ジト眼でテジャスを睨みながら呻うめくようにして千里は言った。

「そんなそんなっ！　ひどいですっ！　英語で言うとＨＩＤＯＩ☆」

「英語じゃねえ」

「千里様のキクチッ！」

「鬼畜だっ！　全国の菊池さんと菊地さんに謝れっ!!」

「すいませんキチクさんっ！」

「……お前わざとやってんじゃねえだろな」

　と千里。

「とにかく私の乙女心が傷つきます！」

　とテジャスは身をよじる。

　ただし相変わらず口調と声は無意味に元気というか、太陽のように朗ほがらかなので、あまり傷ついているよーには聞こえないのだが。

「お前、女じゃないって言っただろうが」

「便宜上、私は女性人格に設定されてますからっ！」

「都合良い設定だなおい!?」

「だって人工物ですから」

「…………」

　しれっと答えるテジャスに唸るような声を漏らす千里。

　まあ要するに――テジャスは、服の形態を採る自律稼働型の魔法具なのだ。

　本来は着用者の能力を飛躍的に高めたりする為のもので、例えば千里が彼女（？）を着れば、擬似的に魔法も使えたりするらしい。ただしこの場合はあくまで魔法を使っているのはテジャスで、彼女が千里の意志を受けて――という形にはなるらしいが。

　ＳＦ的に言ってみればパワード・スーツであり、ファンタジー的に言ってみれば呪いの鎧よろいといったところか。まあゴスロリ服なので印象は随分と違うが。

　で……テジャスには、万が一、着用者が意識を失った際には、着用者の安全を確保する為に、自律的に活動する機能が与えられているという。今現在、テジャスが少女人形の筐体を動かしているのは、この機能による。

　とにかく。

　まあ確かに女の子、ではなかろう。

　女の子の姿も、していない。

　トリンシアは間違ってはいなかった訳だ。書類的には。

　少女人形は、あくまでテジャスにとって自分を支え機能的に活動する為の『芯しん』に過ぎないのだから――

「……ってふと思ったけど」

　千里は朗らかに笑うテジャスを睨み据えながら言った。

「お前のアジャスタントとしての機能はつまり――」

「はい！」

　しゅたっと元気よく片手を挙げてテジャスは言った。

「千里様に着て貰うことで最大限に機能するんですっ！　さあっ!!　レッツ、ウェア！」

「あほか――――ッ!!」

　千里は喚いた。

「なんだか拒まれているように聞こえたりするけど、きっと気のせいですよねっ！」

「迷惑なポジティブシンキングはよせ！」

「気のせいかなっ？」

「疑問系にしても意味がねえっ！」

　千里は言って立ち上がる。

　テジャスのやたらにゴスゴスしてロリロリな衣装を見下ろしながら――それを自分が着た状態というのを想像して、彼は全身に鳥肌が立つのを感じた。

　勿論、感動した訳ではない。念のため。

「誰がゴスロリなんか着るかっ！」

「千里様ならなら、似合うと思いますよ？」

「やかましい！」

　まあ目つきはきついが、ちょっと小柄で、ちょっと中性的な容姿であるという自覚はあるので、余計にそーゆーことを言われると腹が立つ千里であった。

「そんな謙けん遜そんしなくていいのに」

「してねえっ！」

　脳の血管が切れそうな位に激げき昂こうしながら千里は喚いた。

「じゃあこうしましょう」

　ぽんとテジャスは手を打って――まあ正確にはテジャスの手ではなく人形少女の手だが面倒な上に混乱しかねないのでテジャスの手としておく――言った。

「残念だけど、千里様にゴシックロリータ形態で着用いただくのは諦めですます」

「そ……そうか」

　ほっとした声で言う千里。

　とりあえず『ます』と『です』が逆だと突っ込みたくなったが、それはさておき。

　何というか――きっちりかっちり拒んでおかないと、それこそこの喋るゴスロリ服は夜中に這ってきて、千里が寝ている間に彼の身体を乗っ取りかねないよーな気がしたのだ。

　ほとんどホラー映画である。

　だがそんな千里の内心を知ってか知らずにか、あくまで明るくテジャスは言った。

「便宜上、今は基本のゴシックロリータ形態ですけど、私はこれでも多芸なんですよ」

「多芸？」

「変形できるんです」

「変形？」

「はいっ！」

　得意げにテジャスは言った。

　人形少女の表情がちゃんと得意げになっているから余計に錯覚を引き起こしやすい。ある意味、クフィールよりも余程、表情のメリハリが利いているが――これは対人インターフェイスとして便利なので、テジャスが魔法で人形少女の機能に介入して動かしているだけらしい。

「変形って……つまり他の服になれるってのか？」

「はいっ！」

「まあそれなら……」

　思わず『いいかな？』とか思いかけた千里は、慌てて自分の思考を打ち消した。

　たとえスーツにネクタイだろうがジーンズ＆シャツだろうがツナギだろうが、喋る上に必要とあれば自律的に動いたりする服なのだ。そんなもん、いくら便利でも気色悪くてとても着る気にはなれない。

「いやいやいやいや。駄目だ」

「そんなこと言わないで」

　テジャスはぱっと手を掲げると指を折って数え始める。

「セーラー服、ナース服、巫み女こ服、スクール水着、チャイナドレス、勿論、メイド服にも！　どれでもお望みの服に完璧に変形して見せますよ？」

「いらねえっ！」

「男の夢なのにぃ」

「着るのを夢見てる奴がそうそういてたまるかっ！」

　少なくとも千里にそーゆー趣味はない。

「………………とりあえず誰が創ったか知らないが、お前の創造者が救いがたい変態だというのはよくわかった」

「誠意を尽くして話し合えばわかり合えるものですね」

「つくづくやかましいわっ!!　適当な言葉でまとめてんじゃねえっ！」

　言ってから――千里は玄関の扉を指さした。

「出てけっ！　謎の寄生生物なんぞ願い下げだ！」

「ひどいです……！」

　己の身を抱くようにしてくしゃっと表情を歪め、テジャスはふるふると震えた。

　見開かれたままの紅い瞳が、今にもこぼれ落ちそうな程に潤うるむ。

「私は……私はただ……千里様に……」

　その様子は――テジャスがとりあえずぱっと見、幼い少女に見えたりもするので、いたく千里の常識的価値観を刺激した。というかわかり易く言えば罪悪感をちくちく突いてくれた。

　何にしても、唐突なテジャスの態度の変化に千里は狼ろう狽ばいするしかなくて。

「いや……だからな。その……」

「私は千里様に…………だけなのに……」

「えっと……あの。おい。えと」

　救いを求めるようにクフィールを見る千里だが、クフィールはクフィールで、背中を丸め、哀れを誘うような上目遣いでこっちを見てくるばかりで、あまり助けになりそうにない。

「寄生なんかしないのに……ちょっとちょっと御主人様と肌を重ねて一つになりたいだけなのにのに……」

「――っておい」

「御主人様が私の中に入ってきて……優しく……でもちょっと荒々しく……そのことを考えただけで……御主人様の逞たくましい身モ体ノが私の中を貫いて……駄目っていっても御主人様は震える私を乱暴に……あああん」

「気色の悪い声で悶もだえんなっ！」

　眼を潤ませて明後日の方向を眺めながら、ふるふると身を震わせているテジャスに千里は怒鳴った。要するにテジャスは別に泣いていたのではなくて、単にいけない方向に妄想が暴走していただけであるらしかった。

「――ちっとでも同情した俺が馬鹿だった」

　言いながら千里はリヴィングの端に積んである引っ越しの段ボールを開く。

「――って御主人様、何をなさってますか!?」

「どっかにハサミ入れてたよなー」

「ひどい！　いたいけな服にハサミを入れるなんて、そんな猟りよう奇きなっ！　千里様って変態だったんですねっ！　萌えっ！」

「貴様に変態呼ばわりされるいわれはねえっ！　つか萌えんな！」

　とりあえずハサミが見つからないので、積んであった段ボール箱を腹いせに蹴ってから千里は長々と溜息をついた。

「俺は一人で住みたいだけなんだよ……なのになんでこうなるんだ……」

「……あの……テジャスさん……」

　それまで黙って千里とテジャスのやり取りを聞いていたクフィールが、おずおずとした仕草で片手を挙げて言った。

「なんですか？」

「……千里様……嫌がっておいでですし……その……無理強いするのは……」

「…………」

「良くないと……思うんです……」

「……ふむ？」

　テジャスが首を傾げる。

「クフィちゃん――でしたっけ。そんなこと言って、自分がアジャスタントに復帰しようとか考えてるんじゃないですか!?」

「え？　あ――いえその」

「そもそもまだアジャスタントとしての引き継ぎは終わってないから、貴女あなたは完全に解除されてない訳ですしっ！」

「だから……それはそれとして千里様が――」

　もごもごと言葉を濁にごすクフィール。

　だが――

「とにかく御主人様にはアジャスタントが必ひつ須すです。さすがにそうそう何度もアジャスタントをとっかえひっかえする余裕は管理部にもないだろうし、私か貴女かのどちらかを選んでもらうしかないんですよ！」

「っておい、勝手に二者択一かよ」

　そもそも――もっと他に、千里でも拒否感が出なさそうなアジャスタントだっていそうなものではある。例えば漫画やアニメに出てくるような、喋る剣とか、百歩譲って魔法少女モノに出てきそうなお供のペットとか、そういう類のアジャスタントならまだ我慢もしやすいだろうに――と千里は思う。テジャスのようなアジャスタントがいる以上、不可能ではあるまい。

　だが……

「なら――」

　千里の台詞は聞こえなかったのか――あるいは聞こえなかったふりなのか――とにかく、びしいとクフィールを指さしてテジャスは言った。

「勝負です！　英語で言うと、ガチンコ！」

「おい。聞けよ」

　とりあえず最早、条件反射的に『ガチンコは英語じゃねえ』と突っ込みそうになるのを堪えて言う千里。

　だが、やっぱりというか何というか、テジャスは聞いちゃいなかった。

　それどころか……

「……わかりました……」

　クフィールがきゅっと胸元で握り拳を握って頷く。

「だから。おい。聞けってば」

「千里様のアジャスタント役は……渡しません……命に替えても……」

「ってまたお前等なんかそんな大層な!?」

「いい返事ですっ！　では外に出ましょうっ！」

「……はい……！」

「いや、だからおい、お前等、俺の意見――」

　こちらも聞こえているのか、いないのか……クフィールは意を決したテジャスに向けて頷くと、二人して千里を残したまま、すたすたと部屋の玄関から廊下へと出て行った。

　がちゃんと扉が閉まる音。

　そして――

「…………」

　一人ぽつんとリヴィングに残される千里。

　ちなみに部屋の鉄扉の内側にはギズモⅣの顔面はない。

　彼は、しばし二人の出て行った玄関を見つめていたが――

「このまま鍵締めて寝たら駄目かな」

　ぽつりとそう呟いた。





●　●　●






　決闘は学生寮のテラスで行われることとなった。

　手近で余計なもののない場所というと、そこしかクフィールもテジャスも思いつかなかったようなのだが――元々、設計者は舞踏会でも開催する気だったのか、テニスでもできそうな感じの広さがそのテラスにはあった。

　まあ女の子二人が闘う程度には充分な広さではあるだろう。

　ちなみにこのテラス――三階に付属していてかなり位置的には高い。ただし外周には頑丈そうな柵も設けられているので、少々暴れても落下の危険もほとんどないはずだった。

「…………で」

　千里はジト眼で傍らを睨んだ。

「なんなんだ、あんたは」

「佐久間榮太郎くんデース」

　はっはっはと笑いながら腕を組んで立っているのは、千里を案内してきたあの青年――自己申告の通り、佐久間榮太郎である。

　何な故ぜかレフェリーみたいな格好をして、襟元には蝶ネクタイなんか締めたりして『え？　最初からいましたよ？』てな感じで彼はいつの間にかそこにいた。

「名前なんて聞いてねえよ」

「スリーサイズは秘密だ」

「つくづく興味ねえ」

「淡泊な奴だな」

「…………」

　千里は暴れ出したくなるのを堪えて、呻くような声で言った。

「だ・か・ら――なんで、あんたが、いるんだよ？」

「いやー」

　無意味に爽さわやかな笑みを浮かべる榮太郎。

「勝負となると、レフェリーが必要だろう？」

「レフェリー役とか何とか買って出る前に、これを止めようって気にはならねーのか？」

「止める？」

　途方もなく心外なことを言われたよーな顔で、榮太郎は首を傾げた。

「なんで？」

「いや。なんでとかナチュラルに聞くか、あんたは」

「王道だろう」

　ぐっと拳を握り締めてみせながら榮太郎は言った。

「一人の少年の愛を巡って二人の少女が戦うとゆーのは！」

「愛じゃねえ！　ついでに言うと片方は少女じゃなくて服だ！」

「おおう――男なら一度はこんなシチュエーションに自分を置いてみたいものだと思わないか!?　思うだろ！」

「聞けよてめーは！」

「もうＢＧＭは『喧嘩をやめて』だな。ＪＡＳＲＡＣに金払うの嫌だから歌わないけど」

「なんじゃそりゃ」

「んー。今時の若い子は知らないか」

「…………いや。だからな」

「心配はいらんよ」

　腕を組んだまま自信たっぷりに榮太郎は言った。

「一応、結界張ってあるから」

　さすがに千里でもそれなりに漫画やら何やらは読んでいるので、『結界』がどういうものを概念として指すのかは知っている。

　要するにそれは、結んで括ってその内と外を区別するものだ。区別することで境界をなし、内にあるものを外に出ないように封じたり、外からの侵入を拒んだりする。オカルトとしては普遍的な概念で、魔法陣とか、神道のしめ縄なんかがわかり易い――

「…………」

　ふと――千里の表情が曇る。

　結んで括ってその内と外を区別するもの。

『内』と『外』。

『みんな』と『それ以外』。

　普通と特別。

　それは――

「たとえ核爆発が起こっても外には漏れない特製結界だ」

「それは良かっ……ってちょっと待て！　核爆発級の何かがあるってことか!?」

「ものの喩たとえだ」

　榮太郎はへらへらと笑う。

　テラスの端では――いましも、三頭身くらいの、メイドの格好をした何かが、十体余り、わたわたと運動場の白線引きみたいなものを押して、忙せわしげに何か模様めいたものを書き込んでいた。

　敢えて『メイドの格好をした何か』などと曖あい昧まいな言い方をするのは、それがどう見ても人間ではないからだ。

　バランスとしては幼稚園児くらいなのかもしれない。

　それはいい。

　だが、いわゆる幼稚園児には獣の耳と尻尾なんて付いてない。断じて。

　まあ、今までの経緯から考えると、あのちんちくりんメイド達は、榮太郎の使い魔か、あるいは魔法具の類なのだろう。趣味性が過ぎる感じがするが、クフィールがメイド服を着ていることも考えると――まあこの魔法学園都市ではメイド服というのはアジャスタントとして割りとデフォなのかもしれない。

「勿論、ＢＣ兵器だって外には漏れないぞ。ラッサ熱だろうが、エボラウイルスだろうがサリンだろうがＶＸガスだろうが、完全遮しや蔽へい！　これで安心ッ！　安全で心配無用と書いて安心と読む！」

「安易な慢心とも書けるけどな。つか――」

　千里はこの時点でようやく思い至った。

　アジャスタントとは魔法使い達の都市で一般人が生活する為の補助をする存在。

　ならば――当然に彼等の戦いは魔法によるものになる訳だ。

　実際にどう魔法的能力を使って戦うかは千里にもまだわからないし、クフィールによれば『正式契約前には対外的に作用する魔法は使えない』らしいが、魔法的な力があの二人に宿っているのは間違いがなかろうし――それを全く使わずに殴り合いで済ませられるとも思えない。対外的に作用する力は使えないということは、裏を返せば自分自身に作用する魔法は使えるということである。

　まあそもそもそれすらできなければ、テジャスなんぞは動くこともできない訳で。

「成り行きでこうなったけど――あの二人、大怪我とかしねえだろうな？」

「ま……正式契約しない限りアジャスタントは全力を出せないように呪じゆ縛ばくされてるしな」

　榮太郎は千里の想像を裏付けるように、さらっとそんなことを言って――それから、ふと思い出したかのような口調で付け加えた。

「心配かい？」

　榮太郎の顔に浮かぶのは、にまにまと、からかうような笑みだ。

　対して千里は憮ぶ然ぜんとした表情で答えた。

「当たり前だろ。一応、顔見知りが喧嘩するんだぞ」

　しかも女の子だ。

　愛云々は榮太郎の戯言だとしても、自分が原因で争うとなると、やはり気分は良くない。

　かといって、口で止めても聞かないので千里としてはどうすることもできない。

　勿論、実力行使などは論外――水路でのクフィールとゴーレムの戦いのことを思い出せば、平均的十五歳の運動能力しかない千里が、どうこうできる相手ではないとわかる。そして真正面からそのクフィールに挑んだ以上、テジャスもそれなりの力を持っているのだろう。

「君はあの二人を嫌ってたんじゃないのか？」

「嫌ってねえよ！」

　千里は顔をしかめて言った。

「俺が嫌なのは、いきなり知り合ったばっかりの女と同棲しろとか強制されるこの状況と――」

　そこで千里は口をつぐむ。

　嫌な記憶が脳裏を過ぎる。




　あちらこちらから注がれる奇異を見る視線。

　ひそひそと囁かれる心ない言葉の羅ら列れつ。

『一人だけ』『妹』『死』『一年間』『捜索願』『偽物』――




「状況と？」

　促すように尋ねてくる栄太郎の声で千里は我に返った。

「こーゆー非常識で無茶苦茶な、訳のわかんねえ何かだよ！」

「ああ。魔法とかそういうもの全般ね」

　榮太郎は笑いながら頷いた。

「俺は――普通に生きたいんだよ。ひっそり、誰にも注目されずに」

「そりゃまた珍しい嗜好だな。君くらいの頃というと、むしろ自分だけは特別とか思いたがるもんだけどな？　人それを中ちゆう二に病びようという」

「やかましい。特別なんてのはな――」

　連鎖的に浮き上がる記憶の断片。

　その鋭利な先端が千里の心に突き刺さり、ずきんと痛みが走る。




　――まって。おいてかないで。




「浮いてるってことなんだよ。普通じゃないってことなんだよ。お前は違うっていつも言われてるよーなもんなんだよ。本人がどう思っててもどうしようもない――」

　まるで呪いのような。

「……ふむ？」

　榮太郎が首を傾げる。

　彼はひどく優しく――不自然な程に優しい口調で問うた。

「何があったのかな？　おにーさんに話してみなさい」

　まるで老碩学フアウストを言葉巧みに誘って地獄に誘う悪魔メフイストのように。

　あるいはこの瞬間、既に千里は榮太郎の術中に嵌はまっていたのかもしれない。

　だが……

「わからねえんだよ」

　千里は言った。

　自分でも今ひとつ何を言っているのかよくわからない。

　ただ――堰せきを切ったかのように、言葉が胸の内から漏れ出てくる。

「わからねえから怖がるんだよ。何が何だか訳がわからねえから――でもそれは確かに何か『違う』から怖いと思うんだよ。人間が暗闇を怖がるのは、闇そのものが怖いんじゃない。そこに何がいるか、何があるか、わからないからだ。何が違うのかよくわからねえけど、とにかく何か違うから――特別だから怖いと思うんだよ。だけど……そんなもん、特別な本人だって怖いんだよ」

「……ふむ」

「闇からは逃げればいい。明るいところに行けばいい。けど――」

　千里は何かを堪えるように眉間に縦たて皺じわを刻んで言った。

「闇が俺の中にあるとすれば、俺は何処に逃げればいい？」

　人間の心の闇？

　いや――そんな陳腐なものではない。

　卑ひ怯きようだったり、醜しゆう悪あくだったり、愚ぐ劣れつだったり、臆病だったり、陳ちん腐ぷだったりなんてものは別に特異でも何でもない。人間の心には必ず備わっているものだ。あくまでそれは全て程度問題のものでしかない。

　だからこれは違う。違うと千里は思う。

　自己同一性アイデンテイテイの問題だ。

　自分が何だかわからない。

　特別だという自覚はあっても――それがどう特別なのか、理解できない。理解できないまま区別される。把握できないまま差別される。だがどれだけ望んでも自分自身を切り離して区別や差別はできない。

「…………なるほど」

「特別なんてのは――呪いだよ」

　千里は呟くように言った。

　よしんば、自分の特別性の正体を知ることができたとして。

　もしそれが自分から切り離せないものならばどうする？

　特別とは――断絶だ。

　それは諦めであり疎外だ。

『彼は特別だから』の一言で全てを遮断する。歩み寄る努力も、絆きずなを築く試みも、理解を挑む気持ちも、全て置き去りにされる――完璧な思考停止。そういうものだからと決めつけることで、相手を無理解の塀で囲ってしまう。

　たとえそれが素晴らしい才能における特別性であるとしても――そこには嫉しつ妬とや憎悪がつきまとう。そしてその嫉妬や憎悪を『特別だから』という思考停止が肯こう定ていしてしまう。特別な者を、平凡な者が心の底で憎み蔑さげすむのは当然――いや仕方がないのだという形で。

「面白い。実に面白い――とと」

　ふと榮太郎の声がいつもの気楽なものに戻る。

　それと同時に、千里も夢から醒さめたかのように眼を瞬かせた。

「……あれ？」

　なんで自分はこんな柄がらにもないことを延々と――

「準備完了って感じだな！」

　楽しげに宣う榮太郎によって千里の懸念は中断された。

　どうやら『結界』は書き上がったらしい。

　わたわたわたと、小さなメイドさん達が戻ってくる。

　そして――

「――じゃ、エーネ。よろしく」

　そのメイドさん達の戻ってきた先には、いつの間にか、彼女等を引き延ばして大人の女性のバランスにしたよーなメイドさんが一人立っていた。

　というか多分、先の二頭身だか三頭身だかのちびメイド達は、明らかにこの女性の誇張的縮小形デフオルメだ。

「気は進みませんが」

　とメイドの女性は言った。

　白と黒のメイド服、白い肌と黒い髪……モノトーンに落とし込まれながらも、隠しがたく滲にじみ出でるその容貌の優美さ。清楚にして可か憐れん、優美にして典てん雅が、決して派手な容姿ではないのだが――気品のあるその姿が、やたらに眩しい女性だった。

　年齢はよくわからない。

　少女のような無む垢くさと同時に、大人の女性としての落ち着きが同居している。

　ただしこの娘に関して、普通の人間の年齢尺度を当てはめるのはそもそも無理な相談かもしれない。

　何しろ――その頭には獣の耳が、腰には、やっぱり獣の尾が生えているからである。

　要するにクフィールと同じ獣人系の存在であるらしい。ただし相手が生きつ粋すいの魔法使いなので、こちらは気を遣わずに、普通に尻尾と獣耳を晒さらしているようだった。

「エーネウス・ザ・バージェスト――魔術師・佐久間榮太郎の使い魔をしております」

　千里の視線に気付いたらしく――そう言ってロングスカートの端をつまむと、彼女は優雅に一礼してきた。獣耳と尻尾はさておき、真っ当すぎる位に真っ当な挨拶である。

「あ。はあ――えと、周防、千里です」

　思わず毒気を抜かれて敬語で答える千里。

　エーネウスと名乗ったその娘は、千里に優しく微笑むと――

「決闘開始――です」

　ひゅんと何処からか長い棒を一本取り出す。

　その先端にはそれぞれモップと――何だか凶悪な感じの刃物が付いている。一体何の用途に使うものかまったく謎だが、本人は至極使い慣れた感じでひゅんひゅんと回転させると、そのモップの方で――

「ファイト！」

　かぁん。

　と――ちびメイド達がいつの間にか、うんとこしょ、てな感じで捧げ持っていたゴングを叩いた。





●　●　●






　先に動いたのはテジャスだった。

　たたん！　とまるで舞ぶ踊とうのようなステップで前に出るテジャス。ゴスロリ衣装と相まってその姿はひどく優雅に見える。

　テジャスは華麗に一回転。

　フリル付きスカートの裾がふわりと浮き上がり、しかしその下から獲物に襲いかかる蛇のように伸びる白い――脚。どこまでもどこまでも優雅に、しかし、伴う音だけが明らかに違和感を醸し出していた。




　――どおんっ!!




　優雅どころの話ではない。

　物凄い勢いで抉り抜かれた空気が、悲鳴じみた音を発していた。爆発めいた響きはソニックブーム――つまり明らかに先端は音速を突破している。

「んな馬鹿な」

　千里は思わずそう呟いていた。

　音速の蹴りを放つゴスロリ幼女。

　最早何が何だか。

　だが――

「――！」

　空気摩擦で炎さえ伴うテジャスの蹴りを、しかしクフィールは――

「……がうっ……！」

　呼気を逬ほとばしらせながら、受け止めていた。

　弾丸も真っ青の速度で鳩みぞ尾おちに飛んできたハイキックの先端を、真正面から、掌で包み込むようにして受けたのである。さすがに勢いの全てを殺すことはできなかったのか――ずずず、と彼女は一メートルばかり後ずさり、まるで急制動をかけた車のタイヤ跡みたいに、地面に二条の黒い線が残った。彼女の履いているパンプスの靴裏が、多分、テラスの床面と擦れ合った焦こげ跡あとである。

「……マジか……!?」

　愕がく然ぜんと呻く千里。

「って『全力は出せない』んじゃなかったのかよ!?」

「出してませんよ」

　と平然と答えるのは榮太郎にあらず、彼の脇に立つメイドさんだった。

「たかが音速の蹴りなど――全力であるはずがないではないですか」

「うむ。精々、青銅聖闘士ブロンズ・セイント級だな。小宇宙コスモの爆発にはまだ遠い」

「どういう基準なんだお前等は!!」

　思わず喚く千里。

「例えば表の世界の平均的な軍用拳銃弾である九ミリ・パラベラム――」

　エーネウスが静かな口調で言った。

　獣耳と尻尾はさておき、物腰から彼女だけは常識人かとも思ったが、やはりこの〈アバロン学園島〉の住人――どれだけまともに見えても何処か尋常でない。

「現在、米軍正式採用のＭ９自動拳銃から発射された場合、秒速はおよそ三六〇メートル。たかが拳銃程度に実現できる速度です。引き金を引けば誰にでも使えるような、しかも現代歩兵の主力武装ですらない小道具に可能なことを、アジャスタントができないはずがないではないですか」

「…………」

　千里は口をつぐんだ。

　駄目だ。全然物事の判断基準が違う。

「そもそも純粋な体術の攻防は、白兵魔法戦においては主力攻撃の間合いと時間を計る為の前ぜん哨しよう戦せんに過ぎませんし」

「……！」

　そんな解説の最中にも、テジャスの攻撃は続く。

　どおん。どおん。どおん。どおん。

　一撃一撃が、多分、コンクリート壁をぶち抜くくらいの破壊力を持っているのだろう。

　先程メイドさんは拳銃の弾に喩えていたが――あくまであれは速度の話だ。単純な物理エネルギーの話をするならば、そこに重量が加わる。重量と速度の二乗のかけ算。同じ音速でも、たかだか数十グラムの鉛なまり弾だまと、人体が――まあ人形だが――繰り出す体重を載せた蹴りでは、相手に叩き付ける破壊力がまったく違う。文字通りに桁違いだ。

　だがクフィールは、その殺人的な蹴りを身体全体で受け止めているのだ。

　勿論、手や足のバネで威力のほとんどを相そう殺さいしているのだろうが――

「……っておい、やめさせろ！」

　千里は悲鳴じみた声で叫んだ。

「いくらなんでも――」

　確かにクフィールは長身だが、見た限り頑がん強きようという感じの体格ではない。

　彼女がどれくらいの耐久力を持っているのかはわからないが――それこそマッチョの海兵隊員でも一撃で二つに千切れ飛ぶような攻撃を何度も受けていれば、無事で済むとも思えなかった。

　それに。

　ほぼ完全に一方的――攻撃側ということでテジャスはひたすら有利に見えるが、彼女は彼女でむしろ無事という訳にはいかないようだった。見ればその脚――ニーソックスとスカートの間に見えている、いわゆる『絶対領域』が、明らかにぶすぶすと焼け焦げている。音速を超える蹴りを何度も放っている為に、瞬間的ではあるが、空気摩擦による高熱に何度も何度も晒されているからだ。

　実際、彼女が着るゴスロリ服も既にぼろぼろだ。決闘開始早々、まだクフィールからの攻撃すら受けていないのに、あちこち破け――肌の露出面積が広がってきている。

　しかし……

「いやいやいやいやいやいや」

　むしろ物凄く楽しそうに、榮太郎は笑った。

　まるで――他人の苦境を肴に美酒をあおる悪魔の如くに。

「これからだよ、面白くなるのは？」

「…………」

　一瞬、千里は彼の背後に蝙こう蝠もりの羽と、先端の尖った尻尾を見たような気がした。

　だが――

「沈め――ですッ!!」

「……がふっ!!」

　一際大きな動作で放たれた一撃。

　しかしそれは威力こそ大きいのだろうが、先の蹴りを見慣れてきたクフィールにしてみればむしろ、受けやすい一撃であったろう。

　彼女はやはり全身を使ってこれを受け止め――

「……かかった」

　呟くように言った。

　同時に彼女の両手はがっちりとテジャスの足首を抱え込んでいた。

　元々、御み狩かり谷やはるかのゴーレムと戦った際には、その高い運動能力で相手を翻ほん弄ろうしていたクフィールが、防戦一方、ほとんど自分から動かなかったのはこの為だろう。

　一撃必殺。

　捉えてしまえば、後はいくらでも――

「……かかった」

　まったく同じ台詞。

　それがテジャスの唇から漏れていた。

「――!?」

　そういえば。

　いつの間にか半分以下の布の量になっていたテジャスのゴスロリ服。

　千里はそれが、てっきり、無茶な運動によって空気摩擦で焼け焦げ、すり切れたものなのだと思っていた。元々黒い衣装なだけに、焦げているかどうかの判断はつかなかったし、匂いはクフィールの靴底のものが漂っていたので――わからなかったのだ。

　実は、そのゴスロリ服が破損などしていなかったのだということが。

　いや――そもそも。

　ついつい忘れがちになるが、テジャスの本体は――

「……あっ……！」

　気付いて思わず身を引こうとするが、もう遅い。

　ただ受けるだけならばともかく、相手を止めて捉える為に、深くその脚を抱え込んでいたクフィールは、逃げるのが一瞬遅れた。

　その一瞬に――テジャスは動いていた。

　自ら解ほどけ、人形少女の足首辺りに集中していた彼女の大部分が。

　そう。テジャスは言っていた。

『変形できる』と。

　つまり彼女はゴスロリ服の魔法具ではない。

　たまたまゴスロリ服の形態を基本としてとっているだけで――その本質は、あくまで布、いや、それどころか糸なのだ。故に自ら解けて形態を変えることなど自由自在。破れたように見せながら、少しずつ少しずつ自分のほとんどを足首辺りに集中させ、クフィールが抱え込んだその瞬間を見計らって――

「――っ!!」

　千里の耳には、びゅるりと音が聞こえたような気がした。

　蛇どころか、まるで何かの触手のように、足首から何本も逬る黒い紐ひもの群れ。

　それらは、投と網あみの如く瞬間的にクフィールを捕ほ縛ばくしていた。離そうとした腕を包み込み、そこから更に遡さかのぼって胴体を、頭部を、脚部を、黒い紐が――いやそれは動く最中にも太さを増し、縄のようになってクフィールを締め上げていた。

「おおっ！」

　何故か榮太郎が嬉しそうに叫ぶ。

「緊縛メイドさんっ！」




　――がすっ。




　この深刻そーな状況下、あまりといえばあまりな一言に何か文句を言ってやろうと思った千里だが――彼より先に、脇に控えていたメイド娘が無言で、手にしたモップだか槍だかわからない得物でもって、ざっくりと突っ込みを入れていた。

　べたりとその場に倒れて、だくだくと頭部から血を流す榮太郎。

「…………」

「御心配なく」

　にっこりと微笑むエーネウス。

「いつものことです」

「……そーですか」

　とりあえず迂闊になんか言うと、自分も同じ目に遭わされそうな気がして、口をつぐむ千里であった。

　まあそれはさておき――

「なんちゅう戦いだよ……」

　視線をクフィールに戻して千里は呟いた。

　榮太郎の言葉は事実であった。

　面白いかどうかはさておき、確かにそれは前哨戦でしかなかったのだ。

　何故ならそれは、至極常識的な殴り合い、蹴り合いでしかない。

　そして魔法を司る者達の戦いは常にその外側にあるのだ――

「どうですか？　手も足も出ないでしょっ!?」

「……うううう…………」

　クフィールは反論もできずに、ただ呻くばかりである。

　彼女は思わずテラスの床に膝をつく。

　黒い縄は複雑に絡むようにしてクフィールの身体を縛り上げ、ぎちぎちと食い込んでいる。ふわふわひらひらした部分の多いメイド服だが、お陰で彼女の身体の線が浮き出すようになっていた。

　胸なんかはそこを強調するかのように寄せてあげるよーな感じになっていて。

　何というか――榮太郎の台詞ではないが、物凄くエロチックではあった。

「…………がうっ……うっ……」

「勿論――これだけじゃ決着はつかないから」

　何処で喋っているのかさっぱり謎だがテジャスが言う。

　ちなみに彼女の先程まで『芯』を務めていた少女人形は、全裸状態で近くに転がったままである。

　でもって――

「本当の戦いはこれからですっ!!」

　そんな台詞と共に。




　ごがんっ!!




　異様に痛そうな音と共に拳がめり込んでいた。

　クフィールの左の拳が。

　クフィールの左の頰に。

「――!?」

　愕然と呻き声を漏らす千里。

　続けざまにクフィールの左手が、どかどかどかと自分自身を殴る。

　魔法の服――テジャス・ファルチェスク。

　その機能の一つは、不可視の力場と、神経系への侵入・同調によって、着た相手の肉体を自由自在に操ることである。

　勿論――アジャスタントとして着用されている場合は、着用者本人の意志に沿った形で肉体を運用する。例えば着用者が速く走りたいと願えば、最も効率よく最適化された動きを、着用者の精神と肉体の間に介入して、実現するのだ。

　ある意味で、補佐役としては非常に便利な魔法具である。

　まあ妙な趣味がなければ――だが。

「早めにギブアップしてくださいっ！」

「……う……うううううう………」

　ごかごかごかと自分の左腕で自分の身体を殴り続けるクフィール。

　だが――




　――ぱしっ。




　拳が掌に受け止められる。

　左の拳が。右の掌に。

　つまり――

「――しぶといですね！」

「うぐぐぐぐぐぐぐぐぐ」

　クフィールは右半身で、左半身に抗あらがっていた。

　慌てて引き戻された左手が、再度顔面を殴ろうとするものの、右手がこれを阻む形で動く。一方、左足も、右足を踏もうとするが、右足がこれをぎりぎりで避けるので、結果的にクフィールは地団駄を踏んでいるだけのよーにも見えて。

　どうもテジャスの機能にクフィールが何らかの方法で――まあ何か複雑な魔法理論と相克関係があるのかもしれないが、ぱっと見には根性とか気迫とかにも見える――逆らっているらしい。その結果としてクフィールは、右半身と左半身で攻撃し合うというおかしな状況になっているのだった。

　巨大な防御結界用魔法陣の真ん中で、緊縛状態のまま、タップダンスを踊るようにステップを踏みつつ、右手と左手をめまぐるしく動かしている少女。

　シュールだった。

　多分、実際には先程の格闘よりは数段上の魔法戦になっているのだろう。

　だが、端で見ている分には途方もなく間抜けだった。

「くぬくぬくぬくぬくぬっ！」

「うぐぐぐぐぐぐぐぐぐ……」

　見ている側としては緊張感が削がれること、おびただしい。

　このまま膠こう着ちやく状態になるか――と千里が考えた時、いきなり事態が変化した。

　テジャスが動きを変えたのである。

　クフィールの左腕が自身への殴打を中断、何を思ったか、クフィールの着ているメイド服に指を掛けた。

「……？」

　勿論、クフィールの指は、あの音速の蹴りを受け止めた掌の一部である。

　頑丈さという意味では、人間のそれとは比較になるまい。また相手の威力を真正面から殺すには、それなりに受ける側にも力が必要だ。

　そんな彼女の指にかかれば、普通のメイド服なんて紙も同然な訳で。




　――びじいっ。




　とひどくわかり易い音を立てて、彼女の指がメイド服の一部をむしった。

「ああああああああっ!?」

「戦術変更ですっ！」

　びじびじびじびじびじびじ。

　機械的な動きでクフィールの左手が、自らのメイド服をつまんでは引き裂いて――ぽいっと投げ捨てる。テジャスの本体である黒縄で緊縛されたままなので、一気に全部破くという訳にはいかないようだが、掌サイズの大きさの布が、次々と剝はぎ取とられ、棄すてられ、クフィールの肌が露わになっていく。

「あああ……あああああ！」

　見る間に半裸になってしまうクフィール。

　それまでは悲壮感を漂わせながらも、確固たる戦意が窺えた彼女の表情が、情けなくも哀れな感じに緩む。もろに動揺を示しながら、彼女は慌てて右手で左手を止めにかかるものの――服をむしるのは手首と指が動けばいいだけなので、効果があがらない。

「や……やめ………」

　さすがに裸を晒されるのは彼女としても恥ずかしいのか。

　ほとんど懇こん願がんの口調で彼女は言った。

「……せっかく……御主人様に萌えて貰えると思って……用意したのに……！」

「萌えねえよっ！」

　思わず突っ込む千里。

　まあ考えてみれば下着姿で平然と歩いていたクフィールが、この程度で羞しゆう恥ち心しんを覚えるとも思えない訳だが。

　ただ――

「……っておい!?」

　左半分のメイド服はほぼ全部ちぎり取られ、テジャスに支配されたクフィールの指は遂にその下――下着にかかっていた。

　その時……

「――いかん！」

　いつの間にか復活していたらしい榮太郎が、にゅいっと立ち上がりながら叫んだ。

「このままでは――まずい！」

「ど……どういう意味だ!?」

　千里は背中を駆け抜ける戦慄を覚えながら問うた。

　音速の蹴りだの何だのも笑って見ていたこの魔法使いが、焦る位だ。

　千里の眼には、単にクフィールが裸になってしまいそうなだけに見えていて――それ以上でもそれ以下でもない。ぶっちゃけ魔法的観点から見ると何が起ころうとしているのかは、さっぱりわからない訳だ。

　ひょっとしたら、何か尋常でないことが進行中なのではないか……？

　例えば、千切って棄てられた服が何かの魔法陣を描いていて、攻撃魔法が起動するとか。

　あるいはあの服は特殊な服で、クフィールの眠れる能力を抑え込んでいるのだが、それが破れるとクフィールは狂戦士化して殺さつ戮りくの限りを尽くしてしまうとか。

　あるいは――

「このままでは」

「このままでは？」

　戦慄含みの声で尋ねる千里。

　榮太郎はクフィールの方を悲壮な表情で見据えながら――拳を握り締めて言った。

「乳首が見えてしまうっ!!」













「知ったことかあああああああああああああああッ!!」

　最早容赦なく繰り出された千里の拳と、背後から繰り出されたメイドさんのモップが、榮太郎の頭部をサンドイッチ気味に強打した。

　だが、どうも今回は少々威力不足だったのか、それとも暑苦しく滾たぎる何かが彼を支えているのか、ぴゅうぴゅうと血を噴き出しながらも榮太郎は倒れずに言った。

「いや、言いたいことはわかる、わかるぞ若人よッ！　確かに乳首が見えれば嬉しい！　とても嬉しい！　もう録画して繰り返し見ちゃう位に嬉しい！　だがそれは――それでは放送コードに引っかかってしまうのだ!!　せっかく録画予約しておいても関係ない番組とか再放送とかナイスなボートが映っているだけなのだ！　その切なさといったら――」

「何の話だよ！」

「だからテレビアニメの話だ！」

「つくづく関係ねえっ！」

「なんだと貴様っ！　第一話の登場シーンで、どれだけ監督が苦労してテレビ局の放送倫理規定に触れないように絵コンテきってるのか、知っているのか!?」

「知らんわっ!!」

　と千里。

　滂沱と涙を流しながら、いかにいまのテレビアニメが不自由な環境での製作を強いられているかを滔とう々とうと語り始めた榮太郎は、とりあえず放っておいて――彼はクフィールとテジャスの戦いに視線を戻した。

　ブラジャーに左手が手を掛けようとした時点で、ようやく捕まえることができたらしく、クフィールは右手で手首を握って必死に固定している。左手は左手でわきわきと虫の脚のように動きながら、ブラジャーを引っぺがそうとしていた。

　ちなみに左脚は左脚で、いつの間にかパンプスと靴下を脱いで、指先で右側のスカート部分を千切ったりしている。

　何というか痴女のパントマイムといった趣である。まったくもって意味不明だが。

「つか最早、決闘とは何の関係もない世界に突入してないか、これ？」

　千里は呟く。

　だが――

「こうなったらっ！」

　テジャスが叫ぶ。

「絞め落としますっ！」

「がうううううううううううううっ!!」

　ぎちりと紐がその緊縛の度合いを強める。

　いままではぎりぎり手足も動いていたのだが、それもかなわなくなり、クフィールはまるで陸りく揚あげされた魚のように、両手を胴体にくっつけた棒のような体勢で、コンクリートの上でばたばたと暴れるだけになった。

　最初からそうしろ、と千里は思ったりもしたが、それはさておき――

「うううううううううううっ!!」

　ぎりぎりぎりぎりぎりぎりと絞めに掛かるテジャスと、それに獣のような唸うなり声ごえを上げながら対抗するクフィール。

　だが――

「があああああああああああああああああああああああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!」

「無駄ですよっ！　手足も首も胴体も全部、拘束しました！　貴女に動かせる部分はもうありません――私も限界ですけどっ！」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]――ッ!!」

　ばたんばたんと暴れるクフィール。

「貴女にもう一本手があれば勝てたかもしれませんけどねっ！」

　と勝ち誇るテジャス。

　だが――

　もう一本手があれば。

　もう一本………………

「――あ」

　千里がその『もう一本』に思い至った瞬間。

　同時にクフィールの輪郭に、新しい一線が加わった。

　ぴょこんと。

　その、まあるい、お尻から――

「――尻尾ッ！」

　先端にいかにも柔らかそうなふさふさのついた、まるでライオンのそれのような尻尾が。

　たかが尻尾。されど尻尾。

　そもそもそれは単なる尻尾ではない――それは音速を超える蹴りを受け止める肉体を持ったクフィールの尻尾なのだ。

　その事実を証するかのように、びぃんと音を立てるかのような動きで突っ張ったその尻尾がクフィールの身体を空中に跳ね上げ、彼女は再び直立する。

　しかも尻尾は、くるりと回るとその先端をクフィールの身体に食い込んでいるテジャスの紐に引っかける。いくらびっちりと食い込んでいるとはいえ、手と胴体の間など、浮いている部分は幾らでもある――

「そ――そんなっ!?」

　と悲鳴じみた声を上げるテジャス。

　当然だ――あくまで彼女は人体制御に特化している。

　尻尾なんぞを制御する為の魔法回路は、彼女にはないのだ。

「がううううう[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!」

　勝利を確信した余裕から、自ら白状したように……テジャスは、ただでさえ現状でもクフィールを抑え込むのに精一杯だったのだ。

　そこに尻尾の力が加わって、しかもそれはテジャスの制御を受け付けないとなると――

「[image: ][image: ][image: ][image: ]ああああああああああああああああああッ!!」

　じりじりじりじりとテジャスの紐が広げられていく。

　ゆっくりと。本当にゆっくりと。

　しかし一ミリ二ミリ三ミリと――確実に！

「やめっ――千切れる！　千切れるぅっ!!」

　悲鳴を上げるテジャス。

「私ッ――壊れちゃうっ！　駄目ぇっ!?」

「台詞だけ聞いていると」

　榮太郎がぽつりと言った。

「何処かの十八禁ゲームのよーだな」

「…………あんたって人は……」

　ジト眼で隣の榮太郎を睨む千里。

　姿だけなら美形の魔法使いは、極めて真剣な表情で言った。

「うむ。萌える。だが是非とも『駄目ぇ』は『らめぇ』とかゆー感じによれた方がよりポイントが高い……！」

「…………他に思うことはねえのかあんたは」

「ないっ！」

　胸を張って断言された。

　まあそれはさておき。

　テジャスは悲鳴じみた声で何やら色々叫んでいるが、勿論、この期ごに及んで手加減を思い出すクフィールでもない。

　あくまでこれは決闘――相手が『参った』と言わない限りは攻撃の手を緩めてやる義理はないのだ。

　故に……

「……降参ですか……？」

　更に一ミリ二ミリと、尻尾でテジャスを引き延ばしながら――勿論、その分、テジャスの紐はクフィール自身にもより食い込んでいるので、彼女も相当に苦しいはずなのだが――蒼い髪の少女は呟くように問うた。

「こ……こここここ降……」

　既に機能異常でも起こしているのか、テジャスもまともに台詞が出てこない。

　その間にも更にクフィールはテジャスを引っ張る。

　そして――

「……[image: ]っ……」

「……え？」

　千里が間抜けな声を漏らした。

　膠着状態の一瞬。

　次の瞬間にも、テジャスが『降参』と叫んで勝負は終わると千里は思っていた。

　だが……

「……[image: ][image: ]…………」

　ぼて――と。

　何の脈絡もなく唐突に。

「…………[image: ]……[image: ]ぅ…………」

　クフィールが再び棒のように倒れていた。

　彼女の尻尾は激しく痙けい攣れんして、既にテジャスから離れてしまっている。

　だがテジャスはテジャスで、相当無理をしたのか、『ここここここここ』とか壊れたサンプラーみたいな声で鶏にわとりの真似をしているだけである。

　一体――何が起こったのか？

「…………」

　すいっとエーネウスが前に出る。

　千里が止める間もなく、彼女は地面に横たわって痙攣しているクフィールに近付いてかがみ込むと、しばらくその様子を間近に観察していたが――

「…………」

　クフィールがぼそぼそと何かを呟く。

　エーネウスは頷いて立ち上がった。

「あの――一体」

「は？　何の――」

「攣つったそうです」

　とエーネウスが言った。

「え？」

「尻尾」

「…………」

　とりあえず何か言おうとした千里だが。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]…………」

「…………」

　下着姿を見られるよりも余程恥ずかしいのか、俯いて顔を真っ赤にしながらふるふると震えている――いや、痙攣しているのか――クフィールを見ると、ひたすら馬鹿馬鹿しくなって、彼はただ溜息をついた。

　そして。

「という訳で」

　エーネウスは淡々と落ち着いた口調で言った。

「両者戦闘不能。この勝負――引き分けドローです」
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　空中にくるくると回転する半透明の球体が浮かんでいる。

　硝子か。あるいは水か。プラスティックか。それとももっと別の何かか。

　材質は謎だが――それは回転しながら、その内側に一つの映像を結んでいた。

　アヴァロン学園都市第三学生寮のテラス。

　クフィールとテジャスの決闘の現場――その光景である。

「……なるほど」

　痙攣しているクフィール。

　そしてあきれ顔の千里。

　球体は二人の姿を拡大して映し出す。

「〈マクガフィン〉――な。ふむ」

　そう呟く声と同時に、球体の横へ指を広げた掌が添えられる。

　きゅっと閉じる指。ぱちんと泡のように弾ける球体。

　次の瞬間、開かれた掌には最早、何も残っていなかった。

「なるほどなるほど。ＮＴの奴も上手いこと言うなあ」

　掌の主は曖昧な笑みを浮かべながら頷いている。

　それは一人の中年男だった。

　中肉中背。それ程特徴のない容姿ではあるが、革の黒いジャケットにサングラス、おまけに銀のアクセサリを幾つか――そんな装いが、いかにも胡散臭い――何処かの詐さ欺ぎ師しか麻薬の密売人のような雰囲気をその男に与えている。もっともこのアバロン学園都市の中では、さして目立つ格好でもないが。

　男は、公園の芝生の上に寝っ転がりながら、しばし何か考えている様子であったが――

「まあええわ。見切り発車もえーとこやけど、これは、これで」

　呟くと身を起こし、後頭部をがりがりと掻かきながら何処かへと歩み去っていった。
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「――現れなかったと？」

　寒河江教授の執務室。

　変わらず白一色の何もない――それ故に何でもある――部屋の真ん中で椅子状に突き出た突起の上に腰掛けて寒河江教授は言った。

「絶好の機会だと思ったんですがね？」

　相対する位置にやはり腰掛けながら、榮太郎は肩を竦めた。

「正式契約前のアジャスタント――それも手続き上のコンフリクト中。ましてこのアバロン学園都市に慣れていない状態。殺やるなら絶好の標的のはずなんですが」

「途中から君が監視していたのだろう？　気取られた可能性は？」

「まあないとは言いませんがね」

　榮太郎は腕を組んで首を傾げる。

「そもそも彼が狙われるという証拠はないのでしょう？　あくまで占術科の示した結果な訳で――」

「うん？」

　怪訝の表情を浮かべて寒河江教授は束つかの間ま、黙考し――

「ああ。いや――逆だ」

「逆？」

「周防千里に関しては一切の結果が出ていない」

「ほう？　一切――ですか？」

　興味をそそられた様子で榮太郎が身を乗り出す。

　対する寒河江教授は、膝の上で手を組みながら続けた。

「占術も完璧ではない。予測された結果が現実と食い違うことはままある。予測された結果というそれそのものが、過去への干渉ともとれるからな。自己矛盾だな。大抵の占術が曖昧な結果しか提示しないのは、その食い違いを曖昧さの中に吸収する為だが――」

「ええ」

「だが――どんな形であれ一切結果が『でない』のは異常だ」

　まるで何者かによって妨害されているかのように。

　あるいは――そもそも世界の法や理ことわりの如く予測そのものを寄せ付けぬ程に、絶対であるかの如くに。

「私は〈アバロン計画〉妨害派の呪術的干渉かと思っていたのだがね」

「…………ふむ」

　榮太郎は一瞬、空中に視線を投げて何やら思案の表情を浮かべる。

　そして――

「寒河江教授」

「何だね？」

「そういえば聞いていませんでしたね。貴方はそもそも〈アバロン計画〉について――そしてその後に可能性として予定される〈チャンドラー計画〉について、どう考えておられるのですか？」

「…………」

　眼を細めて黙り込む寒河江教授。

「ぶっちゃけ、反対？　賛成？」

　にたりと底意地の悪い笑みを浮かべながら榮太郎は問う。

　かつて二千年と少しの昔――荒野にて聖人を試した悪魔の如く。

「私は〈混沌委員会〉の一人だぞ？」

「ですねえ」

　榮太郎は頷く。

「確かに〈混沌委員会〉は〈アバロン計画〉の中枢な訳ですが――だからこそラスボスがそこにいるなんてのは、よくあるオチですよね？」

「…………」

　寒河江教授は溜息をつく。

「まして教授は〈学園〉派だ」

「君もそうだろう」

「まあそうですけどね」

　榮太郎は肩を竦める。

「俺は面白ければなんでも。退屈じゃなければ――どっちだっていいんですよ」

「君らしい答えだ。では私も私らしい答えを返そう――私は〈アバロン計画〉を推進する立場にある。反対など許される身ではない」

　勿論……これは一種の保留回答だ。

　寒河江教授はあくまで表面的な状況に対する、表面的で模範的で教科書的な回答をしたに過ぎない。その傀儡人形の向こう側、彼の胸の内にある考えそのものを提示した訳ではない。

　勿論、それは榮太郎もわかっているのだろう。

　だが――

「なるほど」

　榮太郎は腰を上げると大きく伸びをする。

「了解です。まあ――俺はとりあえず周防千里の観察を続けますよ。なかなか面白くなりそうだ、あいつは」

「頼む。近々手て駒ごまは増やせるように手配するが」

「まあミヤビとシンクラヴィアが帰ってくれば、それで充分な感じですけどね」

「忘れているようだから言っておくが」

　顔をしかめて寒河江教授は言った。

「君はあくまで彼女等の保護観察の立場にいるだけで、彼女等は君の使い魔ではないぞ」

「ええ。そうですね」

　にたにた笑いながら榮太郎は頷く。

「ですから、まあ懲ちよう役えきですよ懲役」

「…………」

　悪びれる様子など微み塵じんもない榮太郎に、寒河江教授は長々と溜息をついた。
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「――で」

　頰を痙攣させながら、千里は目の前で正座する少女二人を眺めた。

　場所は千里の部屋の居間リヴイングである。

「あんだけ大騒ぎしておいて――」

「…………その……元々……アジャスタント制度は……苦肉の策というか……泥縄で実施されたものですので……色々と……」

「システム的にも穴があるというか。これも実験――」

「やかましいわっ!!」

　千里はぶるぶると怒りに身を震わせながら喚いた。

「だからってなんで、増えるんだよ!!」

　そう――あろうことか、千里のアジャスタントは増えていた。

　二人に。二倍に。

　つまり……クフィールとテジャスが二重登録されてしまったらしいのだ。

　どうも引き継ぎに余計な時間を費やしたことや、どちらも正式契約しないまま、ずるずると余計なことを――決闘のことである――していた結果、事務局は二人を共に千里のアジャスタントとして登録してしまったらしい。

「ですけど」

　ぱたぱたと手を振りながらテジャスが言った。

「普通は一人一体のアジャスタントが二体もつくなんて異例で特別でとってもお得――」

「だからそれが嫌なんだよ余計に！」

　そう叫んでから、千里は力尽きたようにフロアリングの床に座り込む。

「どーしてこうなるんだ……俺は一人で静かに、普通に暮らしたいだけなのに……」

　異常な学園に入学してしまって。

　異常な宿舎に入居してしまって。

　異常な従者が二人もついて。

　おまけに両方が――見た目には――『さあ手を出せ！』と言わんばかりの美少女で。

　でも両方とも普通の人間じゃなくて。

　異常尽くしも、ここまでくるといっそ清々しい感じだった。千里としてはたまったもんでないのだが。

「……でも」

　テジャスが言う。

「御主人様のおっしゃるよーな間違いがあったとしても、大丈夫ですよ？」

「どういう意味だよ」

「私もクフィちゃんも、ちゃんと、えっちできますよ？」

「そんな心配してねえっ!!」

「多少の変態趣味にも対応可能です！」

「そういう心配でもねえっ！」

「…………ひょっとして、御主人様、男の子の方がいいんですか？　でしたら人形の筐きよう体たいを早速、男の子の型に」

「いいからもう黙れ、おまえはっ!!」

　これならクフィールだけの方が百倍マシだった気がする。

「もう寝る」

　ぼそりとそう言い捨てて奥の個室に向かう千里。

　そこにベッドが備え付けてあるのは既に確認済みである。寝間着は段ボールの中だが、もう探し出して着替える元気もない。

　と――

「…………」

　何となく嫌な予感を覚えて背後を振り返る。

　そこでは――

「あいこでしょ、あいこでしょ、あいこでしょ」

「…………んっ…………んっ…………んっ」

　とひたすらジャンケンをするクフィールとテジャスの姿。

「何やってるんだ、お前等」

　ひどく冷たい声で問う自分の声を他ひ人と事ごとのように千里はぼんやりと聞いていた。

「ですから」

　テジャスが振り返って言ってきた。

　相変わらず天真爛漫な表情で――

「添い寝の順番を」

「するなッ!!」

　千里は地団駄を踏んで喚いた。





●　●　●






　ベッドの上に寝転がって天井を見上げる。

　初めて見る――しかしごくごく普通の、何の変哲もない天井。

　部屋だけでも一般社会のそれと同じ体裁にしてくれたのは、感謝すべきなのかもしれない――管理局とかそこらの誰かに。これで部屋まで異常だったら、千里としては初日でノイローゼになっていたかもしれないからだ。

　まあそれはさておき。

「…………」

　眠れない。

　まあ非常識なことに次々晒された結果、心の何処かが興奮状態で固定されてしまったのかもしれない。何度も寝返りを打ってみるが、どうにも眠気が近付いてきてくれない。

「――眠気ね」

　呟いてみる。

　実を言えば――千里は眠るのが怖い。

　眠らずにいるのはさすがに無理だから、まあ仕方なく眠るのだが、それでもいつの間にか自分の意識が曖昧になっていく――その状態が怖い。

　また自分の知らない内に世界が変わってしまっているような気がして。

　一年。たかが三百六十五日。

　けれどそれは――全てが変わってしまうのに充分な時間で。

　いや。あるいは変わってしまったのは、皆が言うように千里自身なのか。

　わからない。わからないから怖い。

　ただひたすら――恐ろしい。

「…………」




　――まって。おいていかないで。




　彼女は、今もあそこにいるのだろうか。

　何処かもわからない場所。

　記憶すらもない場所。

　時の流れからすら見放された場所。

　それはきっと――

「…………千里、様」

　こつこつと控えめなノックの音。

　声を判別するまでもなく、叩き方だけでクフィールだとわかる。

「あの……よろしいですか……？」

「…………なんだよ」

　千里のその返答を、許可と判断したのか、そっと扉を開いてクフィールが入ってくる。

　その姿を見て千里は思わずその場に突っ伏しそうになった。

　彼女が長身に帯びているのは――ライオンの着ぐるみだった。でっかい顎あごを開いた部分にクフィールの顔が入っている感じである。どうやらこれが彼女の寝間着パジヤマらしい。

「……つくづくセンス異常だなお前は」

「あ……似合いませんか？」

「うん」

「…………がぅ」

　しゅんとしょげるクフィール。

　その様子を――しかし千里は不覚にも『あれ？　ちょっと可愛いか？』とか思ってしまった。断じて口にも顔にも出しはしなかったが。

「それはさておき。何だよ」

「その……ですから……アジャスタントとして御お側そば仕づかえを……」

「いらねーっていったろうが」

「あの……ですからその……添い寝とかではなくて……護衛というか……いつも御側にいるというか……その辺に座ってるだけですから……どうかお気になさらず……」

　と言ってクフィールは部屋の端を指さす。

　フロアリングの、床。

　普通に座ったり寝ころんだりすると、かなり冷たそうな――

「えっと……だからそうですね……腕時計みたいなものと……思っていただければ……」

　まあ最近の生活防水の腕時計ならば、嗔はめたまま風呂に入ったり寝たりすることも別に不思議ではないだろうが――

「あれば便利……いれば便利……みたいな……？」

「腕時計ならな」

「がううっ……腕時計に負けた……」

「勝負する気だったのか、お前は。いやそうじゃなくてな……」

　千里は長々と溜息をついて言った。

「なんでそんなに一生懸命なんだよ、お前は」

「…………」

　ぱちくりと眼を瞬かせるクフィール。

　意外なことを聞かれた――といった感じだ。

「でもお務めですから……」

「お前はお前の人生――つーか人じゃないんだっけか――とにかく、お前の時間があって、お前の生きる目的があるだろ？　俺なんかに構ってないで……」

「……ないですよ？」

「は？」

「ないです」

　クフィールは珍しくきっぱりと即答した。

「ないって……なんで？」

「なんでと申されましても……私……ずっと封印されてましたので……そもそも今回のアジャスタント制度は……泥縄というか……急ごしらえだったところがありますので……かき集められるモノをかき集めて、アジャスタントに使っているといった経緯があるのです……」

「急ごしらえ……ねえ」

　まあ今ひとつ、きっちりシステムが定まっていない印象は確かにある。

「ですから……私もその……かき集められたモノの一つで……」

「……ちょい待ち。その話、長くなるか？」

「……えっと」

　クフィールは首を傾げて少し考えてから、おずおずと頷く。

「だったら座れ。立たれて見下ろされてると圧迫感があるんだよ」

「はあ……では失礼します」

　ぺたんとクフィールはベッド脇の床の上に座る。なんだかベッドに座って見下ろしているのも悪い気がして、千里も床の上に腰を下ろした。

　で――

「私はそもそも〈ガストン教授の遺産〉の出で――」

　ぽつぽつとクフィールの語る内容は、何割か意味不明の単語が混じってはいたが、つまり、こういうことであるらしい。

　この〈アバロン学園都市〉計画を推進している魔法使い達の組織――通称〈学園〉において、かつて〈ガストン教授の乱〉という事件があったとか。

　で、その際にガストン教授の遺産――諸々あって〈学園〉を追放された故ガストン教授が、独自に研究・開発していた魔法具や魔法生物、そして魔法術式が幾つか見つかったらしい。

　クフィールはその中の一体だったという。

　だがガストン教授自身は既に故人、見つかった諸々の『遺産』については一応、事件関連の資料として保管はされたものの、興味を持つ者もなく、死蔵されていたのだそうだ。

「ずっと……ひょっとして、お前、閉じこめられてたのか？」

「あ。はい――じゃなくて、いえ」

「どっちだよ」

「私は……たまたま完成直前、起動前に父様――ガストン教授がお亡くなりになったので……なんて言うか……生まれる直前で停まっていたっていうか……」

　どうもクフィールにも上う手まく言えない感覚らしい。

　千里の――他者の側から見れば電源投入前のパソコンとかそういう感じのようだが。

「何となく意識はあったけど……時間感覚がなかったっていうか……すいません、上手く言えませんです……」

「…………」

　眠っているかのような曖昧な時間。

　けれど世界はまるでそんなことお構いなしに動いていて――

「とにかく……私は……生まれたての赤ん坊のようなもので……すいません、だから千里様にも……ご迷惑を……おかけしているんだと思いますけど……」

「いや。その――」

　迷惑は迷惑だがそれは別にクフィールに責任のあることではない。

　千里は一個人としてのクフィールを嫌っている訳ではない。

「とにかく……アジャスタントとして……千里様のプロフィールを入力されて……ようやく起動して貰えて……だから……」

　だから自分の存在理由は千里のアジャスタントたること。

　それだけなのだとクフィールは言った。

　本当に――それしかないのだと。

「って――刷り込まれて汽車の玩具の後ろをついて回る雛ひよこか、お前は」

「はあ……そうかもしれません……」

「肯定するなっ」

　言って、千里は溜息をつく。

「ですからその……」

　上目遣いに千里を見つめてくるクフィール。

　その目つきは――散歩とかを要求してくるネシェルのそれにそっくりで。

　ネシェル。

　駄犬。

　千里の――恐らくは『あんなこと』があってからの――唯一の、友達。

　千里の心の底に刺さっている二つの、決して消えない後悔の棘とげの――片方。

　失ってはならなかったもの。

　だから……

「――俺な」

「……はい？」

「俺は、寝付きが悪わりぃんだわ」

「……はい？　はあ」

　唐突な千里の言葉にクフィールは不思議そうに首を傾げる。

　その仕草がまた、一生懸命、判らないなりに千里を理解しようといつも首を傾げていたネシェルの姿に重なって――

（ああくそっ！）

　苛立たしいのか、恥ずかしいのか、よくわからない気持ちを持て余しながら千里は言った。

「ちょっと色々あってな。だからよく携帯ゲーム機とか、文庫本とかベッドに持ち込んで、こう、自然と落ちるまで時間潰つぶしてたりしたんだけどな」

「はあ……」

「添い寝とかはいらねーから。代わりに、俺が疲れて寝るまで相手してくれ。そしたらこの部屋にいてもいいから」

「……………」

　ぱちくりと眼を瞬かすクフィール。

　先程ああは言ったものの――実際に、千里から部屋にいる許可を出して貰えることまでは期待していなかったのだろう。言葉の意味がわからないかのように、彼女はしばしきょとんとしていたが……

「…………は……はいっ！」

　こくこくとクフィールは頷く。

　彼女は身を乗り出して両手の拳を握り締める。

「頑張ります……！」

「いやそんな張り切らなくていいから」

　苦笑する千里。

「……いいえ……命に替えても……！」

「だからそういうのがうざいってんだよ!!」

「……が……がうー……」

　千里はうんざりした表情でそう喚き、クフィールが怒られた子犬のように首を竦める。

　何度も何度も今日繰り返してきたように。

　それが……あんまり嫌じゃないことを、この時の千里はまだ自覚していなかった。

　…………

　まあそういう訳で。

　やたらと濃密な、〈アバロン学園都市島〉における周防千里の一日目は、ほとんどなし崩し的に終了するのだった。





つづく


























　あとがき




　――そういう訳で『まかでみックス』開幕にございまする。

　一応『まかでみ』――即ち『まじしゃんず・あかでみい』と共通の世界観やキャラクターは使用しておりますが、まったくの新作という感覚で書いております故ゆえ、前作を御存知の方もそうでない方もどうかよろしゅうに。

　というか共用というのならば『まかでみ』どころか……（以下、数行分省略）。




　以前、後書きでも書いておりましたが――元々『まかでみ』はそう長く続ける予定で組んだ話ではなかった為、色々と時間的な齟そ齬ごが出たり出なかったりしていたのです。特に四巻辺りから。なんせ一巻二巻が冬なのに対して、三巻辺りはもう夏の話してますしね。なのに四巻以降は延々年末年始の話をしているという（笑）。

　私は『ライトノベルのコメディ系作品の主人公は高校生に限る！』とか変な信念があるので、大学生になった主人公達を書くのには色々と抵抗があったのですな。正確には大学生の主人公達で『まかでみ』を続けることに。

　なので以前より『新しい主人公を立てて仕切り直し』を考えてはいたのですな。




　そんな矢先――丁度、ファミ通で雑誌の話が立ち上がってきまして。『連載できませんか』ということで、『じゃあ新作というかスピンアウトというか、そういうのを』とこの『まかでみックス』『まかでみ・えくすぺりめんと』を企画したのですな。

　ところが諸般の事情により雑誌企画がぽしゃって、代わりに『ＦＢＳＰ』が不定期刊行されることになりまして。

「連載って言ったやん。どうすんの。連載用にプロットきったよ？」

「――ってその前に雑誌企画がぽしゃったってなんで知ってるんですか、まだ[image: ]さかきさんには教えてなかったでしょ」

「ふははははははは。なめんなよ」

　とかなんとか担当のＫ氏とのやり取りがあったりなかったりした訳ですが――まあそういう経緯の末に、この『まかでみ・えくすぺりめんと』第一話が『ＦＢＳＰ ｖｏ[image: ]２まかでみスペシャル』に掲載されることになったのですな。




　ところが『ＦＢＳＰ』そのものが本来不定期刊行（まあ結果的に定期的に刊行されてるよーですがそれはさておき）なので、連載としての構造を持つ作品を載せるには適さない。

　しかもなんだかんだで先に『まかでみ』本編が予定通りに終了。その結果、『本編の刊行と平行して連載する』為のスピンアウト作品たる『えくすぺりめんと』は益々初期の思惑とずれた出し方をせざる得なくなった訳です。

　さすがにこれはまずい、どーしたもんかなあと困り果てる私。




　で……色々思うところありまして、『ＦＢＳＰ』に掲載されたものを大幅に加筆修正した上で、スピンアウト作品というより、『別にまかでみを読んでなくても独立した作品として楽しめる』ことを大前提にプロットを組み直したのでした。




　そもそも――題名に『●●２』とか『続●●』とか『真●●』とか『新●●』とかそーゆーのがついている時点で、私なんぞは『あ、一いち見げんさんお断りなんだね』とか思ってしまうのですな。まあ実際、そういう作品のほとんどは既存の読者さんを大切にする為にそういう形態をとらざるを得ないんでしょう。『皆様にご好評頂いていた●●の続きですよ』とお知らせして、手にとってもらいやすいように。

　それはそれで間違ってはいないのですよ。

　でもその一方で前のシリーズに手を出しかねていた人には、『続きですよー』と題名に大々的に書かれると、更に手を出しにくいことになる訳で。まあ言ってしまえば読者の数を自ら狭めているような気もするんですよね。

　という訳で――

「いっそ題名まで変えて新作ってことで」

「無茶言いますね。既存の『まかでみ』読者は普通に続編、待ってくれてると思いますよ？」

「無論、『常連さん』をないがしろにするつもりはないですよ。キャラは半分以上引き継ぎます。ただ、既存の『まかでみ』読んでなくても理解できる構造、成立するキャラ配置、その他諸々に修正する、ということで」

「ははあ」




　元より『まかでみ』自体が私にとってはある種の実験作でした。

　だからこれを機に『まかでみ』の初心に返ろうと思ったのですな。『続編』でありながら『続編』ではない、『新作』でありながら『新作』でない――そういう作品を書けるか。書いたとして読者の方々には受け入れてもらえるかどうか。

　ということで、本作は敢あえて普段と違う方法を幾つか取り入れております。またある意味で普通のライトノベルではほとんど禁じ手みたいなことも二、三やっております。

　まあその幾つかまいた『実験』の種の一つが多少、暴走している部分もありますが（特に序章）、とにかく、楽しんで貰えることを大前提に書いておりまする。




　ではでは、以下、収録された二話分について。

　ネタバレを一部含みますので、あとがきから先に読まれる方はご注意を。




『第一章　学園都市』

　主人公及びメインヒロイン登場の話。

　大筋は『ＦＢＳＰ』掲載されたものと変わりませんが、背景設定が大幅に変更されております。まあそれが露あらわになってくるのはもっと先なので、現時点ではそんなに差異は見えないとは思いますが。

　ヒロイン、クフィールに関しては前々からちょっと書きたかったというか、こーゆー感じの女の子ってちょっと好きなんですよね。ボーデレというか。普段ボーっとしていて、でも要所要所でデレデレというか。

　とはいえ自己主張が弱い部分があるんで、第二章登場のテジャスに、キャラとして喰われちゃわないかと心配していたり。

　主人公の千せん里りは基本的に『まかでみ』の拓たく人ととは色々な意味で真逆のキャラとして設定されています。

　魔法が使えない。気が強い／気が短い。そして特別であることを嫌う。

　まあ、本人にその気がないのに周りに振り回されるキャラなのは同じというか――まあお約束であり定番ですが（笑）。




『第二章　適合補助者アジヤスタント』

　サブヒロイン・テジャス登場の回。

　ついでにトリンシアや寒さ河が江み教授も出てきております。

　このテジャスですが、実はもうこれが全然初期プロットにはいなかったキャラでして。諸般の事情で第二章が表に出ないまま、幾つか状況が変わってきた為に、色々構成や展開やキャラ配置を調整していると、ひょっこり出てきた珍しいキャラです（普通、初期のメイン・キャラクターでこういう発生の仕方をするのは私の作劇法上、少ないです）。

　ただ、えてしてこういう偶然性が生み出したようなキャラは自分の意図からずれたところにいますので、取り扱いがややこしい反面、書いていても妙に楽しくなってきたりはします。

　正直、この『女の子に見えて実は正体は服』ってのは萌えキャラとしてどうなのかとか自分でも首を傾げる部分があったりなかったりしますが、まあその辺は読者の方々の御判断にお任せってことで。

　ちなみに第二章でテジャスが、アジャスタントとして本契約する前に、クフィールに対して身体操作の能力を使っておりますが――これはあくまでテジャスの基本機能ですので、『本契約前のアジャスタントが自分以外に働き掛ける魔法は使えない』ことの例外とお考えください。

　つーかこの機能使えないと、そもそもテジャスは身動き取れなくなります故（笑）。




　――何はともあれ。

　とりあえず思いつくこと、やれることは一通りやりました。人事を尽くして天命――ではなくて読者の方の評価を待つ。まあ今はそんな状態です。

　願わくば本書が狙い通りに楽しんでいただけるものでありますように。




　ではでは、次の本でまたお会いしましょう。




　二〇〇八／五／二

　ＢＧＭ：『覚醒ヒロイズム』（byアンティック・珈琲店）
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